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1. 本文 
 
1.1. 目的 
 

中小企業は、その技術・サービスにより日本経済の足腰となるサプライチェーンを構成

し、また、雇用・生活やコミュニティの維持という形で地域経済を支える重要な存在であ

る。中小企業のライフステージには、創業から始まり、徐々に事業を拡大し中堅企業にな

っていくといった「成長発展」に至る場合もあれば、生業・生活を維持するといった「持

続的発展」の形となる場合もある。いずれにおいても、事業が好調に推移する場合もあれ

ば、危機の到来や事業の失敗によって事業再生等が必要となる場合もある。 

 

中小企業はそのライフステージの中で様々なリスクと向き合い、事業活動を行う上での

血液となる資金を調達しながら事業を展開していく【図 1】。仮に資金調達を全て「市場

任せ」とする場合、信用力に乏しい中小企業においては資金調達の円滑を欠く恐れがあり、

小規模な事業者が持続的発展を目指す場合や創業期・再生期といったリスクが高い局面等

において、必要十分な資金を調達することができず、事業の発展ひいては地域経済の活性

化が進まない可能性がある。このため中小企業による経営向上に向けた自主的な努力を前

提 1としつつ、信用補完制度を通じて必要十分な信用供与を果たすことが重要である。 

 

【図 1】中小企業のライフステージ（イメージ） 

 

 

また、中小企業はその事業活動の中で経済危機や自然災害等といった予測できない危機

に直面する場合があり、危機が去るまでの当分の間、安定して事業を継続するための運転

資金や復旧資金が必要となる。他方、危機の影響により金融機関の流動性が低下し、又は

復旧の見通しが立たない状況の下で必要十分な資金の調達を行うことは困難となる。この

ため政府が前面に立って迅速にセーフティネットとしての信用補完を行うことが重要と

なる。 

                                            
1 主役は中小企業自身であり、自らの置かれた経営状態、資金繰り、強み・弱み、潜在的な課題等を客観的

に把握し、足下の課題解決のみならず、新たな製品・サービスや販路開拓等に取組んでいくことが重要とな

る。こうした中小企業自身の経営向上の努力があってこそ信用補完制度を通じた支援は効果を発揮する。 
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他方、これらの信用補完については一定の規律を持って行わなければ、中小企業の経営

改善意欲を後退させ、金融機関においては事業を評価した融資や経営支援の姿勢を後退さ

せる恐れもある。特に、危機時にはセーフティネットとして「最後の砦」となるが、これ

も政府の過度の支援となれば、市場ルールを歪め、構造改革を遅らせ、中長期的にかえっ

て日本経済の足腰を弱めることになりかねない。 

 

こうした副作用を抑制しつつ中小企業の事業の発展を促して生産性向上や地方創生に

寄与するため、以下の目的に沿って具体的な施策を検討することが重要である。 

①中小企業が事業活動の中で直面するそれぞれのリスクを踏まえて、必要十分な信用供

与を果たすこと。 

②信用保証協会（以下「保証協会」という。）と金融機関のリスク分担のあり方を見直す

ことにより、中小企業の経営向上に向けた自主的な努力を促すとともに、金融機関に

対しても事業を評価した融資を行いつつ適切な期中管理・経営支援を実施することを

促すこと。 

③前記の結果として、公的な予算等の政策資源のパフォーマンスを最大化するとともに

信用補完制度の持続可能性を確保すること。 

 
1.2. ライフステージに応じた対応の在り方 
 

1.2.1. リスク分担の考え方 

 
中小企業の事業の発展のためには、前記 1.1.のとおり、ライフステージの中で直面す

る様々なリスクをカバーしつつ、中小企業が円滑に資金を調達できるよう、信用補完制度

を通じて必要十分な信用供与を果たすことが不可欠である。 

 

他方、当該制度により資金調達を行いつつも、中小企業においては経営向上に向けた自

主的な努力を重ね、また、金融機関においては過度に信用保証に依存せず事業を評価した

融資を行い、その後も適切に期中管理・経営支援を実施し、経営者とコミュニケーション

を図りながら課題解決等を進め、事業の発展を促していくことが重要である。 

 

そして、保証協会としては信用補完を通じて必要十分な資金供給を可能としつつも、こ

れによりかえって金融機関の支援姿勢等が損なわれる結果とならないよう、中小企業支援

の観点から金融機関と連携し、適切にリスクを分担していくことが重要となる。 
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こうした観点から、既に 2007年度に責任共有制度（金融機関が融資額の 20％のリスク

を負担 2し保証協会は残りの 80％のリスクを負担する制度）が導入 3されており、従前の

100%保証の場合と比べて金融機関の支援姿勢の改善に一定の効果は得られている状況で

はある。他方、金融機関毎の対応に差はあるものの現行の責任共有制度の下で能動的な経

営支援が十分に実施されているとまでは言えないことから、金融機関が更に中小企業に寄

り添って経営改善・事業再生を支援する方向に向かうよう、この「一律 80％」の保証割

合をライフステージ毎に調整する方法についても議論がなされたところである。しかしな

がら、 

・信用保証付き融資が実施されている中小企業に対して、既に一定程度のプロパー融

資（信用保証なしの融資）が実施されている場合も多いことから【図 2】、信用保証

付き融資における保証割合のみに着目するのではなく、当該中小企業の債務全体の

中でプロパー融資と信用保証付き融資との組み合わせでリスクを分担することが有

効であること、 

・中小企業にとっての安定的な資金バランスを構成し事業の発展を促す観点からは、

信用保証付き融資とプロパー融資の性質を活かし、例えば、設備投資時において、

信用保証付き融資で長期リスクを伴う設備資金を供給し、運転資金についてはプロ

パー融資により当面必要な資金だけを供給するといった中小企業目線での資金供給

を行うことがより有効な場合も多いこと、 

・一部金融機関の与信判断や期中管理・経営支援の実態を鑑みると、プロパー融資を

確保することが金融機関の中小企業に対する支援姿勢により直結すること、 

 

等を勘案すると、責任共有制度における「一律 80％」の保証割合を変更するよりも、む

しろ過度な信用保証への依存を回避し、プロパー融資を含めた債務者への融資全体で実質

的にリスクを分担する方が中小企業支援の観点から有効である【図 3】。 

 

                                            
2 責任共有制度の実施手法として、負担金方式と部分保証方式がある（負担金方式を採用する金融機関数は

839、部分保証方式は 48（2016 年 12 月時点））。負担金方式の下では、債権の分割が不要、代位弁済後の
回収は保証協会がまとめて行う、といった一定の利便性があるが、金融機関の支店（現場）において融資時
に当該 2 割についてのリスクの認識がされないのではないかといった点について指摘がなされている。この
ため、本金融ワーキンググループにおいては、負担金方式を採用する個別金融機関の実態についてヒアリン
グを実施した。また、それ以外の金融機関についても、金融庁において当該実態についてヒアリングを実施
した。これらの結果、金融機関において適切なリスク認識等がなされていることを確認した。今後、当該問
題が仮に生ずることとなれば、必要に応じて個別に改善対応を行うことが有効である。 

3 2007年に責任共有制度（80%保証）を導入した直後にリーマンショックの対応（セーフティネットとして

100%保証の実施）を行ったため、責任共有制度の利用は当初伸び悩んだが、近年増加傾向にあり、2015 年

では 85.7%（フロー）、59.7%（ストック）となっている。 
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【図 2】プロパー融資の状況 

○一定の業歴・規模を有する先には既に一定程度のプロパー融資が実施されている実態。 

 

 
（注）保証申込時にプロパー残高を有する案件の割合（2015 年 4 月～2016 年 2 月にかけて調査）。 

 

  

①従業員規模別のプロパー支援額 ②業歴別のプロパー支援額

100％保証のみ
（創業・小口零細・
セーフティネット等）

保証付き融資
＋

プロパー融資の
残高あり

責任共有制度に
よる保証

（金融機関２割負担）
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【図 3】プロパー融資とのリスク分担により経営改善が進む事例／進まない事例 
 
【事例１】全て保証付き融資となりメインバンクの支援姿勢が損なわれ、経営改善が
進まないケース 
［企業概要］ 業種：事務機器卸売業（業歴約 15年） 

・順調に事業拡大していたが、規制により主力商品の取扱いに陰りが生じた。 

・新たな収益の柱を造るべく、保証協会・政府系金融機関を利用して資金を調達するも、軌道に乗ら

ず過大な債務を抱えることとなった。 

・同社は立て直しが進むまでリスケを希望したが、民間金融機関からの借入は全額が信用保証協会付

きであったため、責任を持つはずのメインバンクが不在であり、債権者間の調整が進まない状況と

なった。 

・このためメインバンクに替わって保証協会が主導して対応し、一旦リスケを行ったが、先行きは不

透明な状況となっている。 

 

【事例２】プロパー融資による支援を通じて経営改善が進められているケース 
［企業概要］業種：輸入バイクディーラー（業歴約 40 年） 

・多くの銀行が事業内容を考えず協会付き融資を行った結果、経営者は資金繰りに追われ、事業継続

が困難な状況となっていた。 

・一方、経営者には再建に向けた強い意思があり、メインバンクと相談するも「要注意先」であり、

また既に保証協会の枠も埋まっていたことから、追加の資金調達はできない状況であった。 

・こうした中、サブの金融機関が事業に着目し再建に着手。まず、複数行の債務をメインから譲り受

けて一本化し、資金繰りを安定化。その上で、事業を評価して運転資金を別途のプロパー融資で提

供し、埋まっていた保証協会の枠を空けて、設備資金として利用した。 

・その後、残りの課題解決に成功し、２年後には国内の代理店でトップとなった。 

 

 

当該リスク分担の実施に当たっては、創業期であったり事業規模が小さい等の理由によ

り著しく信用力が乏しい場合（及び後述（1.3.）のような危機時）においては、資金繰り

が困難とならないよう十分に配慮する必要はあるものの、それ以外の通常の成長発展段階

等において一定程度のプロパー融資を確保することが重要である。その際、保証協会にお

いては、迅速な資金調達を必要とする中小企業の視点に立って対応することを第一としつ

つ、金融機関における既往のプロパー融資を含めた与信取引の状況やその推移、業況把握

や今次融資資金の効果といった事業性に対する理解、今後のプロパー融資の実施の方針等

の支援方針に着眼して、個々の中小企業の実態に応じて柔軟にリスク分担を行い、プロパ

ー融資を確保することが効果的である。 
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各保証協会は、各地域の産業構造・金融慣行等が異なる中で、その自主性に基づき業務

を実施することが望ましい。他方で、実効性を担保するため、前記趣旨を運用の方針とし、

既に情報開示を行っている各保証協会・各金融機関における保証利用の状況（保証債務残

高）や代位弁済の状況に加えて、プロパー融資の状況等 4についても情報開示を行って保

証協会・金融機関における対応を「見える化」することが重要である。さらに、行政とし

ては、中小企業庁・金融庁が適切に連携してこうした対応をモニタリングしていくことが

有効である。 

 

なお、当該リスク分担を進めるに当たっては、仮にメインバンクが十分な融資を行えな

い場合には、保証協会が他の金融機関を紹介するといった取組を充実させていくことや、

中小企業支援機関に資金繰りの相談がなされた場合には速やかに保証協会等に繋ぐなど

保証協会と中小企業支援機関の連携による相談体制の強化を行うことも重要となる。 

 

1.2.2. ライフステージ各局面における施策（信用供与とリスク分担） 

 

①創業期 
（中小企業が必要とする資金の特徴と資金供給上のリスク） 

創業者は事業を起こすに当たり、店舗開設等のイニシャルコストと事業が軌道に乗るま

での運転資金がまとまった形で必要となる。他方、一般的に創業者は、手元資金・信用力

ともに乏しく、必要となる資金を調達することは困難であり、仮に調達できたとしても事

業が軌道に乗るまでのいわゆる「死の谷 5」で運転資金が枯渇する場合が多い。 

他方、金融機関にとっては、事業リスクを判定するための基礎情報（過去の財務データ

等）が不在であることや経営者の資質を判断することが困難といったことから資金供給を

行いにくいという課題がある。 

 

（信用補完制度の役割と制度改正の方向性） 

事業リスクの判定が困難となる創業時の資金供給を可能とし、多くの創業チャレンジ

を可能とするよう、また、できるだけ多くの創業者が「死の谷」を越えられるよう支援

を行うことが必要となる。 

前記のとおり創業期は資金調達を行いにくい構造にあるものの、相当程度の資金需要

があることから、創業者が手元資金なく 100%保証を受けられる限度額を現行の 1,000万

円から 2,000万円に拡充することが有効である。 

 

  

                                            
4 下記 1.4.に記載する保証協会の経営支援・事業再生支援等への取組状況等も含めて積極的な情報開示を行う

ことにより、数値だけではなく地域経済の活性化に向けた貢献を評価していくことも重要となる。 
5 安定した売上が確保され、事業が軌道に乗る前に運転資金が枯渇するリスクが高いこと。 
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②拡大期 

（中小企業が必要とする資金の特徴と資金供給上のリスク） 

成長軌道に乗った中小企業は、更なる競争を勝ち抜くため、新商品・サービスの開発

を続け、他地域や海外等への販路開拓を進めることが重要であり、このための設備投資

資金や増加運転資金の調達が必要となる。その際、事業履歴が蓄積され収支も安定して

くると信用リスクが低下することから、金融機関からプロパー融資による資金調達が可

能となるが、経営者が事業拡大に踏み切ったものの稼働率の伸び悩みにより資金繰りが

困難となることや、大手から増産要請を受け中長期的な計画による設備投資に踏み切っ

たもののその後の受注が減少し、在庫を抱え、資金繰りが困難となるといったリスクが

ある。 

 

（信用補完制度の役割と制度改正の方向性） 

中小企業が成長発展を遂げ中堅企業となっていく過程においては、前記のとおり思い

切ってリスクを取って設備投資や事業拡大を行わなければならない局面があり、その際

に必要となる成長資金を調達することができるよう長期リスク等の緩和を図ることが

重要となる。その際、成長とともに一定程度のプロパー融資を確保することにより信用

保証への依存度を下げて（最終的には信用保証からの卒業を目指すことが望ましい）、

仮に成長発展の過程で業績が低迷するような場合にも、金融機関による支援が確保され

るようにすることが有効である。 

 
③持続的発展 
（中小企業が必要とする資金の特徴と資金供給上のリスク） 

中小企業の中でもとりわけ小規模事業者の場合は、ニッチな分野の一点突破で市場を

勝ち抜いている場合や、先祖代々の生業を維持する場合などその業態は多岐にわたる。

小規模であるが故に、自己資金・担保力に乏しく、収入・支出のタイミングのズレ、季

節要因等による受注のムラ等の影響を大きく受けるため、事業を繋ぐための運転資金が

必要となる。また、設備更新等の資金を自己資金で賄うことは困難である場合が多い。 

小規模事業者は資力に乏しいため、主要取引先の受注減、一度の仕入れミスや不良品

発生等により経営状況は急変する。再び元の状態に戻るためには、再度資金を調達し、

試作、製造、取引再開といったサイクルが必要となるが、薄利であることが多く返済に

は長期を要する。「市場任せ」では、こうした小規模でリスクが高い事業者への資金供給

は十分に行われない恐れがある。 

 

（信用補完制度の役割と制度改正の方向性） 

自己資金・担保力に乏しく突発的事態に対して脆弱な小規模事業者の持続的発展を一

層頑健なものとする必要がある。前記のとおり小規模事業者は経営が急変する場合が少

なくないが、こうした場合にも新規資金の調達を容易とし経営の立て直しを可能とする

べく、その資金需要の実態を踏まえ、小規模事業者向け 100％保証の限度額について現

行の 1,250万円から 2,000万円に拡充することが有効である。 
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④再生期等 
（中小企業が必要とする資金の特徴と資金供給上のリスク） 

業況低迷期における中小企業は、売上減少、経費コントロールの失敗等により収支が

悪化し、債務の計画通りの返済が困難となり、経営者は資金繰りに奔走し本業に集中で

きず、場合によっては赤字受注を繰り返すといった状況となりがちである。また、追加

運転資金の確保のため既に与信限度まで借入を行っているにもかかわらず、依然として

経営上の課題が残されている場合も多く、こうした場合は通常経営再建のための新規資

金の調達は困難である。 

 

（信用補完制度の役割と制度改正の方向性） 

中小企業においては、前記の状況から脱却するため、出来るだけ早く金融機関と十分

なコミュニケーションをとり、経営改善計画を策定するとともに、これに沿った条件変

更や借り換えによる複数債務の一本化等により資金繰りを安定させ、採算割れした事業

の整理、主力事業の強化等を進めることが必要である。他方、業況悪化により信用リス

クが極めて高い状況の中で、経営改善計画を実行する間に必要となる運転資金や経営再

建のための新規資金の調達を行わなければならず、保証協会の信用補完を通じてこれを

支えることが重要である。 

 

再生局面において前記対応を円滑に進めるためには、経営者自らの意思はもとより、

メインバンクを始めとする金融機関の支援姿勢が特に鍵となる。一般的に業況悪化の局

面において新規融資は出しにくい場合も多いが、前記 1.2.1.のとおり一部金融機関の

実態を鑑みると一定程度のプロパー融資を維持し金融機関の支援姿勢を確保して経営

改善を進めていくことが有効となる。保証協会においては、金融機関と対話を行い、必

要十分な信用補完を行いつつもこれによりかえって金融機関の支援姿勢が後退する結

果とならないよう、一定程度のプロパー融資の維持を求めつつ対応を行う必要がある。 

 

  このため、前記（1.2.1.）のとおり、保証協会と金融機関の適切なリスク分担を図る

とともに、再生期の中小企業を支える観点から、 

イ)経営改善を促す保証メニューを充実させるとともに、経営改善・事業再生・再チ

ャレンジ時の手続の円滑化（求償権放棄の促進、求償権放棄条例 6の整備等）を進

めること、 

ロ)経営者保証ガイドライン 7の運用開始から一定期間が経過したところであり、信用

                                            
6 地方自治体から保証協会に対して損失補償が行われる債権について、保証協会が代位弁済を実施してその

求償権を放棄するためには、個別に地方議会の議決が必要となる。その場合、個社名が公表されることから

評判が悪化することやタイムリーな手続きが阻害されて再生の妨げとなるため、現状約半分程度の都道府県

等において、地方議会の議決を経なくても首長の権限で判断ができる条例が整備されている。（但し、中小

企業の再チャレンジ支援までは対象ではない場合もある。） 
7 「経営者の個人保証」に依存してきた融資慣行を改善すべく 2014 年 2 月に「経営者保証に関するガイドラ

イン」が適用開始された。同ガイドラインにおいては、①会社の経理と経営者個人の家計が明確に分離され

ていること、②会社の資産・収益で借入返済が可能であること、③適時適切に財務情報が開示されているこ

と等を条件として、金融機関は個人保証を取らない融資等の対応を行うことが示されている。 
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補完制度における運用を見直すこと等により、事業に失敗した場合にも再チャレン

ジしやすく、思い切った設備投資・事業拡大ができる環境を整備すること、 

ハ)信用補完制度以外の取組として、 

・初期症状の段階で経営改善を図るために、平常時からの資金繰り管理（資金繰り

計画書の作成等）・採算管理等を促す施策や円滑な事業再生等を促進する方策（業

況悪化の初期症状の段階で適切に経営支援が受けられるよう、金融機関への平時

からの企業情報の適切な開示など中小企業と金融機関のあるべき関係の姿につ

いてわかりやすく整理して示すこと等）について検討を進めること、 

・各地域において、金融機関、保証協会、中小企業支援機関（中小企業団体・よろ

ず支援拠点・認定支援機関・中小企業再生支援協議会・事業引継ぎ支援センター、

独立行政法人中小企業基盤整備機構等）が外部専門家も活用して中小企業に「伴

走」した支援が進められるよう、人材育成も含めた支援体制やネットワークを強

化すること（これにより、特に条件変更を繰り返す中小企業に対して経営支援等

を行うことにより経営を立て直し、正常な金融取引を回復させることが重要とな

る。）、 

 が有効である。また、中小企業がそのライフステージの中で直面する重要な節目とし

て事業承継があり、承継に際して再生のための取組を併せ講じる必要がある場合も多

い。また、残念ながら経営者が事業から撤退するという判断をする場合もあり得る。

このため、 

二)事業承継において、後継者が承継に当たって株式取得等に必要となる資金を円滑

に調達できるよう、保証メニューを充実させること、 

ホ)円滑な撤退を可能とするため、経営者が撤退を決断する場合にまず必要となる資

金（買掛金処理、原状復帰等のつなぎ資金）の調達が円滑に行えるよう、保証メニ

ューを充実させること、 

   が有効である。 

 

1.3. 危機時の対応の在り方 
 
1.3.1.セーフティネット機能について 

 
経済危機時には、売上の急減や信用取引の収縮により、債務の計画通りの返済が困難とな

り、また、自然災害時においては、設備の損壊や風評被害等により事業継続が困難な状況と

なる。従って、こうした危機が去るまでの当分の間安定して事業を継続するための運転資金

や、損壊した設備の復旧資金が必要となるが、金融機関の流動性が低下し、又は復旧の見通

しが立たない中で、必要十分な資金調達を行うことは困難な状況であると考えられる。この

ため、政府は前面に立って迅速にセーフティネットとしての信用補完を行うことで信用収縮

等の事態を回避し、中小企業の事業継続を支えていくことが重要である。他方、危機や災害

が一段落した状況でもリスクフリーの資金の供給を可能とするなど過度な支援となれば、市

場原理・競争環境が歪められ、中長期的に日本経済の足腰を弱める結果となりかねない。 
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1.3.2.制度改正の方向性 

 

既存のセーフティネット保証（別枠・100％保証）のうち、セーフティネット保証 1号（連

鎖倒産）、同 2号（事業活動の制限）、同 3号（事故等）、同 4号（自然災害）、同 6号（破綻

金融機関）については、中小企業にとって突発的な事象でありその帰責性にも乏しいこと、

金融機関においてはプロパー融資はもとより責任共有制度 8による信用保証付き融資であっ

ても迅速かつ十分に行うことが困難であることから、引き続き、別枠・100％保証の措置に

より支援を行うことが有効である【図 4】。 

 

【図 4】セーフティネット保証の実績（2006年度～2015年度） 
経済環境や災害・事故の影響等により経営の安定に支障を生じている中小企業の資金繰りを一時的に支援

するため、中小企業信用保険法等に基づきセーフティネット保証制度（通常の一般保証とは「別枠」で、基
本的には「100％保証」を実施）が措置されている。 
 

 対象事業者（以下の事業により経

営の安定に支障を生ずる場合） 

利用実績 適用例 

1 号 ［連鎖倒産］ 
大型倒産事業者に対し、売掛債権
等を有する場合 

2,439 件（502億円） ・エルピーダメモリの更生手
続き開始（2012） 

2 号 ［事業活動の制限］ 
事業活動の制限を行う事業者と一
定の取引関係にある場合 

38 件（9 億円） ・三菱自動車の生産縮小 
（2016） 

3 号 ［事故等の突発的災害］ 
事故等の影響を受けている場合 

0 件（0億円） ・ナホトカ号流出油災害 
（1997） 

4 号 ［自然災害等の突発的災害］ 
自然災害の影響を受けている場合 

1,187 件（228億円） ・関東・東北豪雨（2015） 
・熊本地震（熊本県、大分県

等）（2016） 

5 号 ［不況業種］ 
不況業種に属した事業を行ってい
る場合 

2,089,619件 
（37兆 6,764億円） 

・不況業種を指定 
（2016.10時点 236 業種） 
・リーマンショックへの対応

を実施 

6 号 ［破綻金融機関］ 
破綻金融機関と取引を行っていた
場合 

48,580件 
（7,439億円） 

・日本振興銀行の破綻 
（2010） 

 

 

他方、同 5号（不況業種）については、従来から想定されている主要な原材料供給の著し

い減少や需要の著しい減少等により不況に陥る特定の業種を支援するケース（従来型）と、

リーマンショック時に緊急避難的に同 5 号を用いて措置してきた大規模な経済危機等への

対応とを区別して整理を行い、以下のように見直しを行うことが有効である。 

 

イ）大規模な経済危機等に対応するための新たなセーフティネット保証の創設 

大規模な経済危機等が発生した際には、信用不安が急速に世界各国に広がり、多く

                                            
8 中小企業においては、取引先大手の倒産・生産縮小、自然災害等の影響下では収入や事業の先行きについて

の見通し等を立てにくく、金融機関においてこうした見通しが不透明な中では責任共有制度の 20%のリス

ク負担さえも困難となり、結果として危機対応が進まない結果となりかねない。 
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の業種において同時に影響が生じるため逃げ場のない状況となり、金融機関において

も経済全体が下降するためリスク分散が困難となる。大規模な自然災害時においても、

金融仲介機能が一時的に大きく低下することが想定される。 

 

こうした状況の中で、政府においては、実体経済への影響を抑制する観点から迅速

にセーフティネット保証を発動する必要がある。他方、事態が落ち着いて通常の資金

繰りが期待できるようになった段階では、通常の金融取引に戻すべく、速やかに措置

を終了することが求められる。 

 

このため、新たにセーフティネット保証（別枠・100％保証 9）を創設することが有

効である。当該セーフティネット保証は、大規模な危機の下で適用期限を原則１年と

するなど予め区切って業種に関わらず迅速に発動できるものとするとともに、危機の

中にある中小企業に対しこれまで金融取引があって当該企業への支援姿勢も見られ

る金融機関がこの制度を活用することで、保証と金融機関の支援が相まって中小企業

の経営を支える仕組みとすることが有効である。 

   

ロ）従来型のセーフティネット保証 5号（不況業種）の制度改正 

不況業種においては、一般的に、過当競争による赤字受注の常態化やコスト増によ

る採算割れが起こっており、多くの中小企業で資金繰りが悪化している。こうした状

況が一過性の場合には追加的な運転資金等の調達により不況を乗り切ることが有効

であるが、そうではない場合には構造的な改善が必要となる。 

 

構造的な改善を進めるためには、まずは経営者自らが改善に向けた強い意志を持ち、

金融機関と十分なコミュニケーションをとりつつ収支改善や経営力強化の取組を進

め、また、場合によっては事業転換等を進めることも必要となる。他方、不況業種に

該当する中小企業の多くは、既に運転資金確保のため相当程度の債務を抱えているこ

とから、こうした改善を進めようにも追加資金を調達することが困難である。従って

セーフティネット保証 5号における「別枠」は維持することが有効である。 

 

他方、事態の突発性は自然災害等の危機時と比べて高いものではなく、金融仲介機

能も正常に機能している中で「100％保証」が活用され続けてしまうと金融機関の支

援が実施されず、中小企業においても経営改善に向けた経営努力が後退し、本来進め

られるべき構造的な改善等が進まないこととなりかねない【図 5】。 

 

  

                                            
9 「別枠」については、既に自然災害等の影響によりセーフティネット保証の「別枠」を利用している中小企

業もあり、こうした中小企業が更に経済危機の影響を受けた場合にも資金調達が可能となるよう、更に追加

的な「別枠」での付保を可能とする仕組みが必要となる。「保証割合」については、大規模な経済危機等の

下では日本経済全体が急激に下降するため金融機関にとってリスク分散ができず、責任共有制度の 20%の

リスク負担さえも困難となりかねないため「100%保証」とすることが適切である。 
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現に、リーマンショック時の対応等により、信用保証の下で今なお単に条件変更を

繰り返す状況となっている中小企業の数が依然として高い水準【図 6】となっている

という副作用が生じている。条件変更中の中小企業は設備更新や運転資金確保のため

の新規調達が困難であり、このために徐々に経営が先細り、事業を継続していくこと

が困難になりやすい。また、経営改善が進まないことが事業承継を困難にする大きな

一因ともなっている。 

 

こうした副作用を抑制し、金融機関の経営支援の下で中小企業の構造的な経営改善

等を進めていく環境を整備すべく、セーフティネット保証 5号における「100％保証」

については一律「80％保証」に改正することが有効である。 

 

 
【図 5】セーフティネット保証 5 号の利用事例 

（プロパー融資を引き揚げられて 100％保証のみとなり、そのまま支援を受け
られず条件変更を繰り返し、倒産に至ったケース） 

 

［企業概要］ 従業員区分：5人超 20人以下 業歴：約 20 年 

・人手不足による人件費高騰により、価格競争入札を落札する件数が減っていた。また、受注し

ても納期に遅れが生じ、損害金や人件費の増加により、資金繰りが圧迫される状態であった。 

・金融機関は、当初は入金までの運転資金を短期プロパー融資で繋いでいたが、受注の減少の中

でプロパー融資が困難となり、セーフティネット保証 5 号を利用することとした。 

・その後も同５号の追加利用により運転資金を繋いだ。更に、条件変更を実施（途中、利払いを

抑えるため一部返済を実施）、金融支援がなされることなく業況悪化が続き、資金繰りが限界

となり倒産した。 
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【図 6】条件変更の推移等 

○信用保証の利用の下での条件変更企業の推移 

条件変更を継続する中小企業は、リーマンショック時に全業種でのセーフティネット保証 5号

（100%保証）と金融円滑化法による対応を行ったことにより増加し、依然として高い水準（リー

マンショック前約 10.2万者→現在 17 万者：信用補完制度を利用する中小企業の約 12.4%）とな

っている。 

 

 

1.4. 信用保証協会の業務の在り方 
 
 保証協会の業務は、従来、保証・回収が中心であったが、時代の変化の中でその求められ

る役割も変わりつつある。特に、リーマンショック（2008 年）への対応等により条件変更

先が急増したことを受けた経営改善面での支援対応の強化や、客観的かつ公平な業務運営体

制 10の整備が進められてきた。全国の各保証協会の対応をさらに底上げしていく観点から、

今後以下の取組を強化していくことが中小企業の成長・発展のために有効である【図 7】。 

 

また、これまで各保証協会において毎期の経営方針、重点課題、事業計画等を様々な角度

から評価（自己評価・外部評価）するとともに、別途、監督当局においては代位弁済や保証

債務残高の公表を行ってきたが、以下の取組をより一層「見える化」することなどによりガ

バナンスの強化を図ることが有効である。 

 

①保証協会と金融機関との適切なリスク分担を通じた中小企業の経営改善・生産性向上 

前記（1.2.1.）のとおり、中小企業の業況に応じた信用保証付き融資とプロパー融

資の適切な組み合わせによるリスク分担を行うことにより、金融機関による支援を促

                                            
10 2014 年 10 月に「信用保証協会向けの総合的な監督指針」を改正し、理事会の役割の明確化、監事監査の

実効性担保等の他、適材適所の人選がなされるよう地方自治体出身者の役員就任に際しては公募や複数の候

補者から選定する等の透明性の高い手続を経る等の措置が講じられており、これを着実に進めていくことが

重要となる。 

リーマンショック発生 
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すことが求められる。また前記（1.3.2.）のとおり経営改善・事業再生を円滑に進め

る観点から、特に業況悪化の局面において、金融機関の支援姿勢を十分に勘案して対

応することが有効である。他方、当該リスク分担やセーフティネット保証 5号の制度

改正（前記 1.3.）に当たって、仮にメインバンクが十分な融資を行えない場合には、

保証協会が他の金融機関を紹介するといった取組を充実させていくことや、中小企業

支援機関に資金繰りの相談がなされた場合には速やかに保証協会等に繋ぐなど保証

協会と中小企業支援機関の連携による相談体制の強化を行うことも重要となる。 

 

②経営支援・事業再生の促進 

経営改善・事業再生の局面において、例えば、複数の金融機関や複数の債務が関係

するため、経営者が調整を実質的に進められないような場合には、保証協会が事務局

となるバンクミーティング（経営サポート会議）等の側面支援を行うことが有効であ

る。中小企業に対する個社支援については、本来は金融機関が行うべきであるが、保

証協会の関与が継続的にあり、メインバンク等としての支援が果たされない合理的事

情がある場合には、金融機関と連携・協力しながら、中小企業のライフステージの各

局面で必要に応じて保証協会自らが専門家派遣等を行うことを通じて積極的に対応

していくことも重要となる。また、事業再生の局面において、個々の状況を勘案しつ

つ時宜を得た再生計画を実現していくため、柔軟に求償権放棄等に応じることも必要

となる。 

 

保証協会の回収業務について、従来、回収の最大化を主眼とした対応がなされてき

たが、経営者の再チャレンジの目線も取り入れて対応を進めていくことが中小企業支

援の観点から有効となる。具体的に、保証協会においては、代位弁済後も事業を継続

しながら誠実に返済に応じる経営者について、その事業に再生の可能性がある場合に

は求償権を消滅させ、金融機関からの資金調達を再び可能とするといった取組が進め

られつつあるところであり、今後このような取組を一層促していくために必要となる

措置について検討していくことが重要である。 

     

③地方創生等への貢献 

  各地域に根ざし公的性質を有する保証協会の取組として、地域の課題に対応するた

め地方自治体等と連携した保証メニューの開発（将来的には、国家戦略特区で実施し

ている農業ビジネスの全国展開といったものも含む）や創業チャレンジを促すための

支援、地域の再生ファンドへの出資（更には、出資対象となるファンドを再生ファン

ド以外に拡大することも検討）等を通じて、地方創生に一層の貢献を果たすことも重

要である。 

 

  また、信用補完制度を利用する中小企業の利便はもちろんのこと、保証協会が前記（①

～③）のような取組に多くの人的リソースを配分できるようにするとの観点から、保証

協会におけるシステム・事務手続の簡素化等の業務の効率化を進めることが重要である。

さらに、全国の保証協会を構成員とする「一般社団法人全国信用保証協会連合会」にお
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いては、各保証協会に対して経営支援等の成功事例・ノウハウ共有や研修等を進めるこ

と等を通じて各保証協会の対応能力の向上を図り、各地域での対応に大きく差異が生じ

ないよう進めていくことが重要である。 

 

【図 7】保証協会の業務（2005年見直し・リーマンショック対応後の変化） 

 

 

 
 
1.5. 保証料率・保険料率の在り方 

 

保証協会と金融機関のリスク分担を始めとする今般の各種制度改正の効果を十分に検

証した上で、中小企業の経営改善に一層繋げる等の観点から保証料率・保険料率の在り方

についても検討を進めていくことが有効である。 

 
1.6. 円滑な施行 
 
（事前周知の徹底） 

今般の制度改正により中小企業の資金調達が困難とならないよう新たな制度の運用開

始までに必要十分な時間を確保し、金融機関・保証協会・中小企業支援機関等を通じてプ

ロパー融資とのリスク分担等の制度改正の趣旨を取引先である中小企業、傘下の会員企業

等に丁寧に説明し、事前の周知活動を徹底することが重要である。 

 

（モニタリング等） 

 今般の制度改正により、信用補完制度は中小企業の資金繰りを支えるだけではなく、中

小企業の経営改善・生産性向上や地方創生に一層貢献する制度となることが期待される。

○中小企業支援ネットワーク  
 
・経営改善・事業再生・事業承
継等の局面においては、関係
者相互の目線合わせが不可
欠となる。 

・保証協会が事務局となり、全
国各地域の経営改善・事業再
生に係わるプレーヤー（商工
団体、金融機関、支援専門家、
国・自治体等）を一堂に会し、
ベストプラクティスの共有、
ネットワークの形成等を行
う。 

催実績  

○経営サポート会議 
 
・経営改善に不可欠となる金

融支援の実施に際して、複
数金融機関が関与し経営者
にとって調整コストが負担
となる場合に保証協会が事
務局としてサポート。 

※開催実績 
2015 年度実績 6,524 企業 
2014 年度実績 5,426 企業 

○専門家派遣 
 
・保証協会職員が、外部専門

家（中小企業診断士等）と
一緒に中小企業を直接訪
問し、経営相談や経営改善
計画の策定等を支援。 

※2015 年度末派遣実績   
 3,955 企業（14,458 回） 

・創業チャレンジを促すためのセミナーや個別支援、販路開拓等のためのビジネスマッチング等の開催 
・中高大学生や社会人等を対象とした金融教育、起業マインドの醸成 
・地域の課題に対応するため自治体等と連携した保証メニューの開発や再生ファンドへの出資 等 
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中小企業庁と金融庁は十分に連携し、中小企業の資金調達に支障を生じないよう注視し

ていくことは勿論のこと（万一に備えて、株式会社日本政策金融公庫等による丁寧な相

談対応等を行うことも重要である。）、今般の各種制度改正が適切に現場レベルに浸透し

その目的を果たしているかどうかについてモニタリング 11を行っていくことが求められ

る。制度は常に経済社会の変化等に対応する必要があり、常にその効果を検証しつつ不

断の見直しを行って行く必要がある。このため適切な時期にレビューを行い、必要に応

じて更なる見直しを行っていくことが重要である。 

 

  

                                            
11 具体的なモニタリングに当たっては、今般の制度改正による金融機関と保証協会における信用保証付き融

資とプロパー融資による適切なリスク分担の状況や経営改善支援等の実施状況に加えて、引き続き、信用保

証の利用に際し金融機関が顧客に制度の内容を分かりやすく説明するなどの対応をとっているか、信用保証

による信用リスクの低減について十分考慮した対応を行っているかなど、金融機関が顧客目線に立った対応

をしているかにも着目して実施することが重要である。 
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2. 活動記録 
 
2.1. 中小企業政策審議会 基本問題小委員会 金融ワーキンググループ 委員名簿 

 
【委員】 
河原 万千子 協和監査法人公認会計士、税理士、日本公認会計士協会中小企業施策調査

会副委員長 
小林 信明  長島・大野・常松法律事務所パートナー 
三神 万里子 ジャーナリスト     

◎村本 孜   成城大学名誉教授 
家森 信善  神戸大学経済経営研究所教授 

  ※第 8 回審議（中小企業金融・信用補完制度の国際比較等）においては、根本忠宣中央

大学商学部教授を専門委員として招聘 
 
◎：座長 （敬称略。所属・役職は 2016 年 12 月 20 日現在のもの。） 

【オブザーバー】 
株式会社日本政策金融公庫 取締役 中小企業事業本部保険部門長 大西 靖 
一般社団法人全国信用保証協会連合会 会長 村山 寛司 
日本商工会議所 常務理事 久貝 卓 
全国商工会連合会 専務理事 乾 敏一 
全国中小企業団体中央会 専務理事 髙橋 晴樹 
全国商店街振興組合連合会 専務理事 吉田 康夫 
一般社団法人全国銀行協会 三菱東京 UFJ 銀行 執行役員融資部長 小野 竜一郎 
一般社団法人全国地方銀行協会 静岡銀行 法人部長 茂野 惠介 
一般社団法人第二地方銀行協会 北洋銀行 常務取締役 藤井 文世 
一般社団法人全国信用金庫協会 朝日信用金庫 専務理事 中村 高広 
一般社団法人全国信用組合中央協会 茨城県信用組合 常勤理事 奥川 省三 
日本銀行 金融機構局総務課長 齋藤 克仁 
全国知事会 北海道経済部長 阿部 啓二 
独立行政法人中小企業基盤整備機構 理事 安栖 宏隆 
一般社団法人ＣＲＤ協会 営業サポート部企画役 塚田 達仁 
財務省 大臣官房政策金融課長 後藤 健二 

    主計局主計官 小宮 敦史 

金融庁 監督局総務課長 伊野 彰洋 

総務企画局地域金融企画室長 日下 智晴 

農林水産省 経営局金融調整課長 山口 靖 
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2.2. 活動記録（開催実績等） 
第 1 回（2015 年 11 月 19 日） 

議題：信用補完制度の現状と指摘等について 
 
第 2 回（2015 年 11 月 27 日） 

議題：中小企業団体、全国信用保証協会連合会からヒアリング 
 
第 3 回（2015 年 11 月 30 日） 

議題：金融機関団体、地方公共団体からヒアリング 
 
第 4 回（2015 年 12 月 10 日） 

議題：中間的な整理（論点整理と方向性）（案）についての討議 
 
第 5 回（2015 年 12 月 15 日） 
議題：中間的な整理（論点整理と方向性）（案）についてのとりまとめ 

 
 中小企業政策審議会基本問題小委員会（2015 年 12 月 21 日） 
  議題：中間的な整理（論点整理と方向性）について報告・討議 
 
 第 6 回（2016 年 4 月 22 日） 

議題：中小企業・小規模事業者のライフステージにおける資金需要・リスクと信用補完

制度の意義について 
 
 第 7 回（2016 年 5 月 31 日）  

 議題：セーフティネット機能の在り方について 
 
 第 8 回（2016 年 7 月 1 日） 

 議題：中小企業の経営改善・事業再生について 
    信用保証協会に求められる役割について 
    中小企業金融・信用補完制度の国際比較について 

 
 第 9 回（2016 年 10 月 7 日） 
 議題：信用補完制度の見直しに向けての方向性案＜論点整理＞について 
    抜本的な事業再生への課題について 

 
 第 10 回（2016 年 11 月 4 日） 

 議題：中小企業団体、金融機関団体、全国信用保証協会連合会からヒアリング 
  
第 11 回（2016 年 12 月 20 日） 

  議題：「中小企業・小規模事業者の事業の発展を支える持続可能な信用補完制度の確立

に向けて（案）」について 
 
 ※上記の他にも、委員による現場視察、経営者等からのヒアリング等を精力的に実施。 
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金
融
機
関
は
、
国
内
銀
行
及

び
信
用
金
庫
の
合
計
（
個
人
向
け
や
地
方
公
共
団
体
向
け

の
貸
出
は
除
外
）
。

民
間
金
融
機

関
と

政
府

系
金
融
機
関
に
よ
る
中
小
企
業
向
け
貸
出
残
高
の
推
移

○
中

長
期

的
に

は
、
中

小
企

業
・小

規
模

事
業

者
向

け
貸

出
の

全
体

額
は

縮
小

傾
向

で
あ

る
が

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
以

降
は

横
ば

い
（足

下
で

は
微

増
）。

○
保

証
残

高
が

全
体

に
占

め
る

割
合

は
１

割
強

。
な

お
、
当

該
保

証
残

高
は

、
毎

年
減

少
の

傾
向

（毎
年

１
割

程
度

減
少

）
。

27
9.

3
〔
9
0
.8

%
〕

25
8.

6
〔
9
0
.3

%
〕

23
8.
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〔
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.9
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〕

22
8.

4 
〔
8
9
.7

%
〕

22
1.

5
〔
8
9
.7

%
〕

22
4.

4
〔
9
0
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%
〕

23
0.
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〔
9
0
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%
〕

22
7.

1
〔
9
1
.3

%
〕

22
5.

0
〔
9
1
.3

%
〕

22
0.

4
〔
9
0
.9

%
〕

21
6.

9
〔
9
0
.6

%
〕

21
4.

2
〔
9
0
.5

%
〕

21
3.

4
〔
9
0
.5

%
〕

29
9.

8
〔
9
1
.2

%
〕

28
5.

6
〔
9
0
.6

%
〕

27
3.

8
〔
9
0
.5

%
〕

21
6.

7
〔
9
0
.7

%
〕

22
1.

7
〔
9
1
.0

%
〕

22
8.

6
〔
9
1
.4

%
〕

28
.2

〔
9
.2

%
〕

27
.6

 
〔
9
.7

%
〕

26
.8

〔
1
0
.1

%
〕

26
.3

〔
1
0
.3

%
〕

25
.5

〔
1
0
.3

%
〕

24
.3

〔
9
.8

%
〕

23
.0

〔
9
.1

%
〕

21
.7

〔
8
.7

%
〕

21
.3

〔
8
.7

%
〕

22
.2

〔
9
.1

%
〕

22
.5

〔
9
.4

%
〕

22
.5

〔
9
.5

%
〕

22
.4

〔
9
.5

%
〕

29
.0

〔
8
.8

%
〕

29
.7

〔
9
.4

%
〕

28
.7

〔
9
.5

%
〕

22
.2

〔
9
.3

%
〕

21
.9

 
〔
9
.0

%
〕

21
.6

〔
8
.4

%
〕

41
.5

〔
1
3
.5

%
〕

37
.0

〔
1
2
.9

%
〕

33
.2

〔
1
2
.5

%
〕

31
.1

〔
1
2
.2

%
〕

29
.7

〔
1
2
.0

%
〕

28
.8

〔
1
1
.6

%
〕

29
.3

 
〔
1
1
.5

%
〕

29
.4

〔
1
1
.8

%
〕

33
.9

〔
1
3
.8

%
〕

35
.9

 
〔
1
4
.8

%
〕35

.1
 

〔
1
4
.6

%
〕

34
.4

 
〔
1
4
.6

%
〕

32
.1

〔
1
3
.6

%
〕

29
.6

〔
9
.0

%
〕

42
.0

〔
1
3
.3

%
〕

43
.0

〔
1
4
.2

%
〕

29
.8

〔
1
2
.5

%
〕

27
.7

〔
1
1
.4

%
〕

25
.8

〔
1
0
.3

%
〕

05010
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15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

1
9
9
7

9
8

9
9

2
0
0
0

0
1

0
2

0
3

0
4

0
5

0
6

0
7

0
8

0
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

政
府

系
金

融
機

関
（
日

本
政

策
金

融
公

庫
・
商

工
中

金
）

民
間

金
融

機
関

（
国

内
銀

行
・
信

用
金

庫
（
信

用
組

合
を

除
く
）
）

中
小

企
業

・
小

規
模

事
業

者
向

け
貸

出
の

う
ち

、
保

証
協

会
に

よ
る

保
証

付
き

の
貸

出
（
信

用
組

合
を

含
む

）

（
年

度
）

31
5.

4
30

2.
5

32
8.

8

30
7.

5 28
6.

2 26
5.

0
25

4.
7

24
7.

0
24

8.
7

25
3.

7
24

6.
3

24
2.

5
23

9.
4

23
6.

7
24

8.
8

23
5.

7
23

8.
924

3.
6

～
特

別
保

証
～

（
19

98
年
10

月
～
20
01

年
3月

）

～
緊

急
保

証
～

（
20

08
年
10

月
末

～
20
11

年
3月

）
～

責
任

共
有

制
度

導
入

～
（
20

07
年
10

月
）

（
兆

円
）

25
0.

1

過
去

最
大

（
４

３
兆

円
）

保
証

残
高

は
、

毎
年

１
割

程
度

減
少
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（
出

典
）

⽇
本

銀
⾏

「預
⾦

・現
⾦

・貸
出

⾦
」、

全
国

信
⽤

組
合

中
央

協
会

「全
国

信
⽤

組
合

決
算

状
況

」・
「業

種
別

貸
出

残
⾼

状
況

」

中
小
企
業
向
け
貸
出
残
高
の
推
移

（
兆

円
）

83
.6

 
80

.9
 

78
.9

 
75

.0
 

72
.4

 
70

.4
 

69
.6

 
70

.6
 

71
.3

 
71

.8
 

89
.1

 
88

.2
 

87
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.8
 

88
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.3
 

89
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91

.3
 

94
.5

 
98

.7
 

47
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47

.5
 

48
.6

 
48
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47
.4

 
47

.4
 

47
.1

 
47

.5
 

48
.5

 
49

.5
 

40608010
0

平
成

19
年

3⽉
末

平
成

20
年

3⽉
末

平
成

21
年

3⽉
末

平
成

22
年

3⽉
末

平
成

23
年

3⽉
末

平
成

24
年

3⽉
末

平
成

25
年

3⽉
末

平
成

26
年

3⽉
末

平
成

27
年

3⽉
末

平
成

28
年

3⽉
末

都
市

銀
⾏

地
⽅

銀
⾏

・第
⼆

地
⽅

銀
⾏

信
⽤

⾦
庫

・信
⽤

組
合

中
⼩
企
業
向
け
貸
出
残
⾼
の
推
移

○
中

小
企

業
向

け
融

資
は

地
方

銀
行

を
中

心
に

増
加

の
傾

向
と

な
っ

て
い

る
。
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○
保

証
の

承
諾

実
績

は
、
景

気
の

変
動

に
左

右
さ

れ
る

も
の

で
あ

り
、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

に
は

19
.6
兆

円
だ

っ
た

が
、
平

成
27

年
度

に
は

9.
0兆

円
に

減
少

。

○
平

成
19

年
10

月
に

責
任

共
有

制
度

（8
0%

保
証

）を
導

入
。
当

初
は

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
対

応
（セ

ー
フ

テ
ィ
ネ

ッ
ト
保

証
5号

に
よ

る
10

0%
保

証
の

実
施

）

の
た

め
、
責

任
共

有
制

度
（8

0％
保

証
）の

利
用

実
績

は
伸

び
な

か
っ

た
が

、
近

年
増

加
傾

向
と

な
り

平
成

27
年

度
に

は
85

.7
％

と
な

っ
て

い
る

。

信
用
保
証
の
承
諾
実
績
（
フ
ロ
ー
）
の
推
移

信
用
保
証
の
承
諾
実
績
（
フ
ロ
ー
）
の
推
移

0.
7兆

円

9
.9

兆
円

（
緊

急
保

証
・

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

５
号

）

9
.9

兆
円

8
.1

兆
円

3
.2

兆
円

2
.6

兆
円

1
.8

兆
円

0
.5

兆
円

0
.7

兆
円

1.
8兆

円

0.
2兆

円

0.
2兆

円
0.
2兆

円
0.
2兆

円

7
.4

兆
円

1
.4

兆
円

0
.8

兆
円

0
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兆
円

0
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兆
円

0
.4

兆
円

0
.4

兆
円
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4兆

円
0.

5
兆

円

4
.9

兆
円

8
.3

兆
円

5
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兆
円

5
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兆
円

6
.1

兆
円

6
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兆
円

7.
0
兆

円
7
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兆
円

7
.7

兆
円

5.
7%

50
.7

%

59
.7

%

57
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%

27
.4

%
26

.6
%

18
.8

%

6.
1%

7.
3%

37
.5

%

42
.4

%

35
.7

%
38

.6
%

52
.4

%

67
.1

%

75
.3

%
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.0

%
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.7
%
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.0
%
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.0
%
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.0
%

40
.0
%
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.0
%

60
.0
%

70
.0
%
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.0
%
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%
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0510152025

平
成
19

年
度

平
成
20

年
度

平
成
21

年
度

平
成
22

年
度

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

（
兆

円
）

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

５
号

（
１

０
０

％
保

証
）

東
日

本
大

震
災

復
興

緊
急

保
証

（
１

０
０

％
保

証
）

他
の

１
０

０
％

保
証

責
任

共
有

保
証

19
.6

兆
円

16
.6

兆
円

9.
8兆

円

14
.2

兆
円

11
.6

兆
円

9.
3兆

円

8.
9兆

円
9.
0兆

円

全
体

13
.0

兆
円

責
任

共
有

保
証

の
割

合

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

５
号

の
割

合

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

発
生
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○
保

証
残

高
は

、
景

気
の

変
動

に
左

右
さ

れ
る

も
の

で
あ

り
、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
後

に
は

35
.9
兆

円
だ

っ
た

が
、
平

成
27

年
度

に
は

25
.8
兆

円
に

減
少

。
○

平
成

19
年

10
月

に
責

任
共

有
制

度
（8

0%
保

証
）を

導
入

。
当

初
は

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
対

応
（セ

ー
フ

テ
ィ
ネ

ッ
ト
保

証
5号

に
よ

る
10

0%
保

証
の

実
施

）
の

た
め

、
責

任
共

有
制

度
（8

0％
保

証
）の

保
証

残
高

は
伸

び
な

か
っ

た
が

、
近

年
増

加
傾

向
と

な
り

、
平

成
27

年
度

に
は

約
60

％
に

な
っ

て
い

る
。

信
用
保
証
の
保
証
残
高
（
ス
ト
ッ
ク
）
の
推
移

信
用
保
証
の
保
証
残
高
（
ス
ト
ッ
ク
）
の
推
移
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.4
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%
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成
19

年
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成
20
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度
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成
21

年
度
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成
22

年
度
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成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

（
兆

円
）

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

５
号

（
１

０
０

％
保

証
）

東
日

本
大

震
災

復
興

緊
急

保
証

（
１

０
０

％
保

証
）

他
の

１
０

０
％

保
証

責
任

共
有

保
証

責
任

共
有

保
証

の
割

合

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

５
号

の
割

合

全
体

29
.4

兆
円

33
.9

兆
円

35
.9

兆
円

32
.1

兆
円

35
.1

兆
円

34
.4
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円
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兆
円
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シ
ョ

ッ
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（
資

料
）

⽇
本

銀
⾏

「全
国

企
業

短
期

経
済

観
測

調
査

」、
中

⼩
企

業
庁

・(
独

)中
⼩

企
業

基
盤

整
備

機
構

「中
⼩

企
業

景
況

調
査

」
(注

) 
1.

  短
観

の
業

況
判

断
DI

は
、最

近
の

資
⾦

繰
りの

状
況

に
つ

い
て

、「
楽

で
あ

る
」と

答
え

た
企

業
の

割
合

（
％

）
か

ら「
苦

しい
」と

答
え

た
企

業
の

割
合

を
引

い
た

も
の

。
2.

景
況

調
査

の
資

⾦
繰

りD
Iは

、前
期

に
⽐

べ
て

、業
況

が
「好

転
」と

答
え

た
企

業
の

割
合

(％
)か

ら、
「悪

化
」と

答
え

た
企

業
の

割
合

(％
)を

引
い

た
も

の
。

3.
  ⽇

銀
短

観
で

は
、⼤

企
業

とは
資

本
⾦

10
億

円
以

上
の

企
業

、中
⼩

企
業

とは
資

本
⾦

2千
万

円
以

上
1億

円
未

満
の

企
業

を
い

う。

▲
40

▲
30

▲
20

▲
100102030

(D
I、

％
)

資
金
繰
り
DI
の
推
移

資
金
繰
り
DI
の
推
移

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

発
生

金
融

危
機

発
生

中
小

企
業

（
景

況
調

査
）

中
小

企
業

（
短

観
）

大
企

業
（
短

観
）
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4

15

（
前

年
同

期
比

、
％

）

政
府

系
金

融
機

関
（
日
本
政
策
金

融
公

庫
・
商

工
中

金
）

国
内

銀
行

（
年
度
・
四
半
期
）

金
融

引
締

め
期

に
は

民
間

が
後

退

金
融
シ
ス
テ
ム
不
安

リ
ー

マ
ン

・
シ

ョ
ッ

ク

信
用

保
証

協
会

Ｂ
Ｉ
Ｓ
規
制

○
信

用
保

証
は

危
機

時
に

拡
大

。

中
小

企
業

・
小

規
模

事
業

者
向

け
貸

出
・
保

証
残

高
伸

び
率

民
業
補
完
性
（
景
気
・
危
機
と
の
関
係
）

○
一

般
的

に
保

証
残

高
の

推
移

は
景

気
の

浮
沈

と
逆

相
関

の
関

係
に

あ
り

、
景

気
後

退
の

局
面

や
危

機
時

に
お

い
て

保
証

残
高

は
増

加
し

、
そ

の
影

響
を

緩
和

す
る

機
能

が
あ

る
。

特
に

、
金

融
シ

ス
テ

ム
不

安
に

対
応

す
べ

く
導

入
さ

れ
た

中
小

企
業

金
融

安
定

化
特

別
保

証
制

度
（
1
9
9
8
年

）
、

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

に
対

応
す

る
緊

急
保

証
（
2
0
0
8
年

）
に

よ
り

保
証

残
高

は
大

幅
に

増
加

し
、

そ
の

影
響

緩
和

に
貢

献
し

た
。

（
備
考

）
１

．
日

本
銀
行
「
金
融
経
済
統
計
月
報
」
等
に
よ
り
作
成
。

２
．

政
府
系
金
融
機
関
は
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
（
旧
中
小
企
業
金
融
公
庫
・
旧
国
民
生
活
金
融
公
庫
）
及
び
商
工
中
金
の
合
計
。

３
．

国
内
銀
行
は
中
小
企
業
向
け
の

事
業
資
金
貸
出
残
高
で
、
銀
行
勘
定
の
み
。
ま
た
、
1
9
9
3
年
度
以
降
は
当
座
貸
越
を
含
む
ベ
ー
ス
で
算
出
。

1
9
9
0
年
度
以
降
は
第
二
地
銀
（

旧
相
互
銀
行
）
を
含
む
。
1
9
9
6
年
９
月
以
前
は
全
国
銀
行
ベ
ー
ス
で
算
出
。

４
．

2
0
0
0
年
４
月
に
中
小
企
業
の
定

義
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
2
0
0
0
年
６
月
～
2
0
0
1
年
３
月
の
国
内
銀
行
の
伸
び
率
は
、
新
基
準
と
旧
基
準

の
比
率
等
を
も
と
に
日
本
政
策

金
融
公
庫
に
お
い
て
試
算
。
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保
証
残
高
・
保
険
収
支
等
の
推
移
（
歴
史
的
推
移
）

○
一

般
的

に
保

証
残

高
・
保

険
収

支
の

推
移

は
景

気
の

浮
沈

と
逆

相
関

の
関

係
に

あ
り

、
景

気
後

退
の

局
面

や
危

機
時

に
お

い
て

保
証

残
高

は
増

加
し

、
そ

の
影

響
を

緩
和

す
る

機
能

が
あ

る
。

特
に

、
金

融
シ

ス
テ

ム
不

安
に

対
応

す
べ

く
導

入
さ

れ
た

中
小

企
業

金
融

安
定

化
特

別
保

証
制

度
（
1
9
9
8
年

）
、

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

に
対

応
す

る
緊

急
保

証
（
2
0
0
8
年

）
に

よ
り

保
証

残
高

は
大

幅
に

増
加

し
、

そ
の

影
響

緩
和

に
貢

献
し

た
（
一

方
、

そ
れ

ぞ
れ

の
対

策
実

施
後

に
は

保
険

収
支

が
大

幅
に

悪
化

し
た

）
。

現
在

は
、

総
じ

て
景

況
が

安
定

し
て

い
る

中
、

保
証

残
高

は
減

少
傾

向
に

あ
る

。

（
注

）
日

経
平

均
株

価
は

1
2
月

末
の

値
。

1
ド

ル
為

替
相

場
は

S
3
3
（
1
9
5
8
）
年

～
S
5
7
（
1
9
8
2
）
年

は
1
2
月

末
値

（
日

銀
百

年
史

よ
り

）
、

S
5
8
（
1
9
8
3
）
年

～
H

2
7
（
2
0
1
5
）
年

は
1
2
月

平
均

値
（
日

銀
統

計
よ

り
）

S3
3

S4
0

S5
0

金
融

シ
ス

テ
ム

不
安

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

バ
ブ

ル

高
度

経
済

成
長

期

S6
0

H1
H5

H1
0

H1
5

H2
0

H2
5
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金
融
機
関
業
態
別
の
保
証
承
諾
実
績
（
件
数
・
金
額
）

○
金

融
機

関
業

態
別

の
信

用
保

証
の

利
用

状
況

に
つ

い
て

、
件

数
・
金

額
と

も
に

信
用

金
庫

・
地

方
銀

行
等

が
約

9
割

と
な

っ
て

い
る

。
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各
種
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
(1
00
%保

証
)の

実
績

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

の
種

類
利

用
実

績
保

険
収

支
適

用
例

1号
連

鎖
倒

産
2,
43

9件
（
50

2億
円

）
▲
63

億
円

・
エ

ル
ピ

ー
ダ

メ
モ

リ
の

会
社

更
生

手
続

開
始

（
H2

4）

2号
事

業
活

動
の

制
限

38
件

（
9億

円
）

▲
12

億
円

・
三

菱
自

動
車

の
生

産
縮

小
（
H2

8）

3号
事

故
等

の
突

発
的

災
害

0件
（
0億

円
）

＋
2億

円
（
回

収
に

よ
る

収
入

）
・
ナ

ホ
ト

カ
号

流
出

油
災

害
（
H9

）

4号
自

然
災

害
等

の
突

発
的

災
害

1,
18

7件
（
22

8億
円

）
▲
17

億
円

・
関

東
・
東

北
豪

雨
（
常

総
市

等
）
（
H2

7）
・
熊

本
地

震
（
熊

本
県

、
大

分
県

等
）
（
H2

8）

5号
不

況
業

種
2,
08

9,
61

9件
（
37

兆
6,
76

4億
円

）
▲
1兆

2,
92

9億
円

・
不

況
業

種
を

指
定

（
H2

8.
10

時
点

23
6業

種
）

・
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

に
は

段
階

的
に

全
業

種
指

定
し

て
対

応

6号
破

綻
金

融
機

関
48

,5
80

件
（
7,
43

9億
円

）
▲
81

8億
円

・
日

本
振

興
銀

行
の

破
綻

（
H2

2）

○
経

済
環

境
や

災
害

・
事

故
の

影
響

等
に

よ
り

経
営

の
安

定
に

支
障

を
生

じ
て

い
る

中
小

企
業

の
資

金
繰

り
を

一
時

的
に

支
援

す
る

た
め

、
中

小
企

業
信

用
保

険
法

等
に

基
づ

き
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
が

措
置

さ
れ

て
い

る
。

○
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
は

、
一

般
保

証
（最

大
2億

8千
万

円
）と

は
別

枠
（最

大
2億

8千
万

円
）で

、
基

本
的

に
は

融
資

額
の

10
0%

を
保

証
。

※
１

7号
（
金

融
機

関
の

経
営

の
合

理
化

）
、
8号

（
Ｒ

Ｃ
Ｃ

へ
の

債
権

譲
渡

）
に

つ
い

て
は

、
「
別

枠
」
で

あ
る

が
「
80

％
保

証
」
と

な
っ

て
い

る
。

※
２

上
記

（
中

小
企

業
信

用
保

険
法

に
基

づ
く
制

度
）
の

他
、

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

関
連

と
し

て
以

下
の

制
度

も
10

0%
保

証
と

な
っ

て
い

る
。

・
激

甚
災

害
指

定
時

の
災

害
関

係
保

証
注

）
上

記
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
の

別
枠

に
、

更
に

追
加

で
別

枠
を

措
置

・
東

日
本

大
震

災
復

興
緊

急
保

証
注

）
上

記
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
の

別
枠

に
、

更
に

追
加

で
別

枠
を

措
置

等

※
３

【
参

考
】
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
関

連
以

外
の
10

0%
保

証
と

し
て

は
以

下
の

も
の

が
あ

る
。

・
創

業
：
創

業
関

連
保

証
等

・
再

生
：
事

業
再

生
保

証
、

求
償

権
消

滅
保

証
、

経
営

改
善

サ
ポ

ー
ト

保
証

（
既

存
10

0％
保

証
の

同
額

以
内

借
換

の
場

合
に

限
る

）
等

・
小

口
：
特

別
小

口
保

険
に

係
る

保
証

、
小

口
零

細
企

業
保

証

＜
各

種
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
（
10
0%

保
証

）
の

実
績

（
平

成
1
8
年

度
～

平
成

2
7
年

度
）
＞

30



～
2
0
0
6
年

度
2
0
0
7
年

度
2
0
0
8
年

度
2
0
0
9
年

度
2
0
1
0
年

度
2
0
1
1
年

度
2
0
1
2
年

度

一
般

保
証

（
１

０
０

％
保

証
）

金
融

安
定

化
特

別
保

証
【
1
9
9
8
.1

0
.1

～
20

01
.3

.3
1
】

・
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
５

号
・
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
５

号
（
１

０
０

％
保

証
）

（
不

況
業

種
へ

の
対

応
）

（
１

０
０

％
保

証
）

全
業

種
指

定
継

続

【
2
0
1
1
.4

.1
～

20
1
2.

1
0.

31
】

東
日

本
大

震
災

復
興

緊
急

保
証

（
１

０
０

％
保

証
）

【
2
0
1
1
.5

.2
3
～

】

2
0
1
3
年

度

ｿ
ﾌ
ﾄﾗ

ﾝ
ﾃ
ﾞｨ

ﾝ
ｸ
ﾞ措

置

【
2
0
1
2
.1

1.
1
～

20
1
4.

3
.2

】

信
用
補
完
制
度
の
変
遷

信
用
補
完
制
度
の
変
遷

創
業

保
証

、
小

口
零

細
企

業
保

証
等

（１
０

０
％

保
証

）

一
般

保
証

（
責

任
共

有
対

象
）

責
任

共
有

制
度

（
8
0
%
保

証
）
開

始
【
2
0
0
7.

10
.1

】

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

（
１

０
０

％
保

証
）

・
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
１

～
６

号
(大

型
取

引
先

の
倒

産
、

自
然

災
害

等
へ

の
対

応
)

（
１

０
０

％
保

証
）

・
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
７

・
８

号
(金

融
機

関
の

経
営

の
合

理
化

に
伴

う
貸

出
減

等
へ

の
対

応
) 
（
責

任
共

有
対

象
）

平
時

の
運

用
へ

の
移

行

【
2
0
1
4
.3

.3
～

】

緊
急

保
証

（
１

０
０

％
保

証
）

【
2
0
0
8
.1

0.
3
1～

】
※

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト
保

証
５

号
に

別
称

を
付

け
、

対
象

業
種

を
順

次
拡

大
。

景
気

対
応

緊
急

保
証

（
１

０
０

％
保

証
）

【2
01

0.
2.
15

～
20

11
.3
.3
1】

※
原

則
全

業
種

を
指

定

東
日

本
大

震
災

【
2
0
1
1
.3

】
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク

【
2
0
0
8
.9

】
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緊
急
保
証
の
効
果
（
倒
産
回
避
）

○
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
へ

の
対

応
と

し
て

、
平

成
20

年
度

か
ら

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト
保

証
５

号
（1

00
％

保
証

）の
対

象
業

種
を

拡
大

し
て

対
応

（緊
急

保

証
）。

当
該

緊
急

保
証

に
よ

り
、
約

16
,1
00

件
の

倒
産

が
回

避
さ

れ
た

と
推

計
さ

れ
る

。

緊
急

保
証

・
景

気
対

応
緊

急
保

証
（
参

考
）

金
融

安
定

化
特

別
保

証

目
的

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

へ
の

対
応

金
融

シ
ス

テ
ム

不
安

へ
の

対
応

期
間

平
成

2
0
年

1
0
月

3
1
日

～
平

成
2
3
年

3
月

3
1
日

平
成

1
0
年

1
0
月

1
日

～
平

成
1
3
年

3
月

3
1
日

倒
産

回
避

（
推

計
値

）
約

1
6
,1

0
0
先

（
倒

産
件

数
全

体
：
3
6
,0

8
0
件

）
約

9
,6

0
0
先

（
倒

産
件

数
全

体
：
2
8
,4

8
7
件

）

（
備

考
）

・
特

別
保

証
の

倒
産

・
倒

産
回

避
件

数
は

、
平

成
12

年
3
月

末
実

績
。

平
成

1
2
年

度
中

小
企

業
白

書
よ

り
抜

粋
。

・
緊

急
保

証
の

倒
産

・
倒

産
回

避
件

数
は

、
平

成
23

年
3
月

末
実

績
。

倒
産

月
報

（
東

京
リ

サ
ー

チ
）
、

法
人

企
業

統
計

季
報

（
財

務
省

）
等

よ
り

、
日

本
政

策
金

融
公

庫
推

計
。
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（
参
考
）
「
緊
急
保
証
」
と
「
金
融
安
定
化
特
別
保
証
」

（
参
考
）
「
緊
急
保
証
」
と
「
金
融
安
定
化
特
別
保
証
」

緊
急

保
証

（
景

気
対

応
緊

急
保

証
）

金
融

安
定

化
特

別
保

証

目
的

国
際

的
な

金
融

不
安

等
を

契
機

と
し

た
現

下
の

厳
し

い
経

済
状

況
に

お
い

て
、

原
則

と
し

て
全

て
の

業
種

（
注

1）
に

属
す

る
中

小
企

業
者

が
、

で
き

る
だ

け
簡

易
な

手
続

で
速

や
か

に
必

要
な

事
業

資
金

を
調

達
で

き
る

事
業

環
境

を
整

備
し

、
も

っ
て

中
小

企
業

者
の

事
業

発
展

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
（
注

1
）
全

業
種

指
定

は
、

平
成

2
2
年

2
月

以
降

金
融

環
境

の
変

化
に

よ
り

事
業

資
金

の
円

滑
な

調
達

に
支

障
を

来
し

て
い

る
中

小
企

業
者

に
対

し
、

信
用

保
証

付
き

融
資

に
よ

り
そ

の
事

業
資

金
を

供
給

し
、

も
っ

て
中

小
企

業
者

の
事

業
発

展
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

保
証

対
象

者

【
市

区
町

村
の

認
定

】
最

近
３

ヶ
月

の
利

益
率

が
前

年
同

期
比

▲
３

％
以

上
の

中
小

企
業

者
等

【
市

区
町

村
の

認
定

】
金

融
環

境
変

化
に

よ
り

、
事

業
資

金
の

調
達

に
支

障
を

来
し

て
い

る
中

小
企

業
者

等

【
保

証
審

査
】

中
小

企
業

の
経

営
実

態
を

十
分

勘
案

（
取

引
先

か
ら

の
支

援
等

も
幅

広
く
勘

案
し

、
総

合
的

に
与

信
を

判
断

）

【
保

証
審

査
】

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

（
注

）
に

該
当

し
な

け
れ

ば
保

証
承

諾
（
注

）
粉

飾
決

算
を

行
っ

て
い

る
者

、
暴

力
的

不
法

行
為

者
、

大
幅

な
債

務
超

過
に

陥
っ

て
い

る
者

等

保
証

割
合

１
０

０
％

保
証

保
証

限
度

額
（
一

般
保

証
と

は
別

枠
）

普
通

保
証

２
億

円
以

内
無

担
保

保
証

８
，

０
０

０
万

円
以

内
無

担
保

無
保

証
人

保
証

１
，

２
５

０
万

円
以

内

普
通

保
証

２
億

円
以

内
無

担
保

保
証

５
，

０
０

０
万

円
以

内
無

担
保

無
保

証
人

保
証

１
，

０
０

０
万

円
以

内

保
証

料
率

０
．

８
％

以
下

普
通

保
証

０
．

７
５

％
以

下
無

担
保

保
証

０
．

６
５

％
以

下
無

担
保

無
保

証
人

保
証

０
．

４
０

％
以

下

保
証

期
間

１
０

年
以

内
（
設

備
資

金
）
７

年
以

内
（
運

転
資

金
）
５

年
以

内

取
扱

期
間

平
成

2
0
年

1
0
月

3
1
日

～
平

成
2
3
年

3
月

3
1
日

平
成

1
0
年

1
0
月

1
日

～
平

成
1
3
年

3
月

3
1
日

根
拠

条
文

（
条

文
は

当
時

）

中
小

企
業

信
用

保
険

法
第

２
条

第
４

項
第

５
号

（
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
５

号
）

【
平

成
1
0
年

1
0月

～
】

中
小

企
業

信
用

保
険

法
第

２
条

第
３

項
第

２
号

（
倒

産
関

連
保

証
２

号
）

【
平

成
1
0
年

1
1月

～
】

中
小

企
業

信
用

保
険

法
第

２
条

第
３

項
第

６
号

及
び

７
号

（
倒

産
関

連
保

証
６

号
及

び
７

号
）
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条
件
変
更
先
の
状
況
（
推
移
）

○
条

件
変

更
を

継
続

す
る

中
小

企
業

は
、

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

時
に

全
業

種
で

の
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
5号

（
10
0%

保
証

）
と

金
融

円
滑

化

法
に

よ
る

対
応

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

り
増

加
し

、
依

然
と

し
て

高
い

水
準

（
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
前

約
10
.2

万
者

→
現

在
17

万
者

：
信

用
補

完

制
度

を
利

用
す

る
中

小
企

業
の

約
12
.4
%

）
と

な
っ

て
い

る
。

※
条

件
変

更
と

は
、
当

初
の

返
済

期
限

を
延

期
す

る
な

ど
貸

付
条

件
の

変
更

を
行

う
こ

と
。
条

件
変

更
を

行
う

と
、
通

常
、
当

該
条

件
変

更
が

な
さ

れ
た

債
務

の
返

済
が

正
常

化
す

る
ま

で
は

、
新

規
の

借
入

れ
が

困
難

と
な

る
。

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

発
生
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条
件
変
更
先
の
状
況
（
財
務
内
容
）

○
条

件
変

更
先

（平
成

22
年

度
）の

そ
の

後
の

財
務

状
況

に
つ

い
て

、
4割

程
度

が
悪

化
傾

向
に

あ
る

。

平
成
23

年
決
算

平
成
24

年
決
算

平
成
25

年
決
算

平
成
26

年
決
算

平
成
27

年
決
算

下
方
遷
移

45
.1
%

40
.5
%

38
.9
%

35
.1
%

33
.0
%

不
変

1.
1%

0.
5%

0.
3%

0.
2%

0.
1%

上
方
遷
移

53
.8
%

59
.0
%

60
.8
%

64
.7
%

66
.9
%

0.
0%

20
.0
%

40
.0
%

60
.0
%

80
.0
%

10
0.
0%

平
成

2
2
年

度
条

件
変

更
先

の
リ

ス
ク

遷
移

状
況

（
注

）
平

成
28
年
3月

末
時
点
で
入
力
の
あ
る

法
人

企
業

の
決
算

デ
ー

タ
を
集

計
。

そ
の
う

ち
平

成
22
年

度
中
に
条
件
変
更
を
実
施
し
た
先
を
抽

出
し
、
平
成
22
年
決
算
と
平
成
23
年

以
降
の

各
決

算
に
お

け
る

CR
D財

務
3年

PD
を
そ

れ
ぞ

れ
比
較

。
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代
位
弁
済
の
分
析
①

代
位
弁
済
の
分
析
①

○
代

位
弁

済
率

（平
成

27
年

度
）は

、
１

00
％

保
証

の
場

合
は

2 
. 4

9％
、
責

任
共

有
制

度
（8

0%
保

証
）の

場
合

は
1.
 0

6％
と

な
っ

て
お

り
、
後

者
の

方
が

低
い

状
況

。
（但

し
、
小

規
模

事
業

者
向

け
の

「1
00

％
保

証
」は

代
位

弁
済

率
は

1 
.1
3%

）

○
代

位
弁

済
率

は
景

気
や

危
機

の
影

響
に

よ
り

大
き

く
上

下
す

る
特

徴
が

あ
る

。

代
位

弁
済

率
の

推
移

（
一

般
保

証
と

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

）

（
※

）
代

位
弁

済
率

＝
代

位
弁

済
金

額
（各

年
度

）
／

保
証

平
均

残
高

（
各

年
度

）

2.
71

%

3.
45

%
3.
24

%

2.
66

%

2.
46

%
2.
36

%

2.
12

%

1.
85

%
1.
68

%

0.
44

%

1.
36

%

2.
19

%

1.
98

%
1.
90

%
1.
74

%

1.
49

%

1.
21

%
1.
06

%

2.
96

%

4.
20

%

3.
68

%

2.
97

%
2.
74

%
2.
72

%
2.
59

%
2.
48

%
2.
49

%

0.
00
%

0.
50
%

1.
00
%

1.
50
%

2.
00
%

2.
50
%

3.
00
%

3.
50
%

4.
00
%

4.
50
%

19
年

度
20

年
度

21
年

度
22

年
度

23
年

度
24

年
度

25
年

度
26

年
度

27
年

度

全
体

一
般

保
証
（
責
任
共

有
制

度
）

等
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
等

代
位

弁
済

率
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
発

生

責
任

共
有

制
度

は
平

成
19

年
10

月
か

ら
導

入
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代
位
弁
済
の
分
析
②

代
位
弁
済
の
分
析
②

○
累

積
承

諾
代

位
弁

済
率

に
つ

い
て

比
較

す
る

と
、
10

0％
保

証
よ

り
責

任
共

有
制

度
（8

0%
保

証
）の

方
が

低
い

。

0.
0%

2.
0%

4.
0%

6.
0%

8.
0%

10
.0
%

12
.0
%

14
.0
%

16
.0
%

18
.0
%

20
.0
%

区
分

①
区

分
②

区
分

③
区

分
④

区
分

⑤
区

分
⑥

区
分

⑦
区

分
⑧

区
分

⑨

１
０

０
％

保
証

８
０

％
保

証
（
責

任
共

有
制

度
）

（
注

１
）
本

頁
で

は
、

信
用

リ
ス

ク
の

カ
テ

ゴ
リ

区
分

別
（
①

区
分

～
⑨

区
分

）
の

代
位

弁
済

を
分

析
す

る
た

め
、

累
積

承
諾

代
位

弁
済

率
を

算
出

。
累

積
承

諾
代

位
弁

済
率

＝
平

成
1
9
年

1
0
月

（
責

任
共

有
制

度
導

入
時

）
か

ら
平

成
2
8
年

3
月

ま
で

の
保

証
承

諾
分

に
つ

い
て

の
代

位
弁

済
金

額
/
同

期
間

に
お

け
る

保
証

承
諾

金
額

（
注

２
）
当

該
信

用
リ

ス
ク

の
区

分
は

、
各

企
業

の
C

R
D

デ
フ

ォ
ル

ト
確

率
デ

ー
タ

に
よ

り
算

出
し

た
区

分
。

（
注

３
）
1
0
0
％

保
証

に
は

、
構

造
不

況
に

あ
る

中
小

企
業

や
災

害
に

よ
る

被
害

を
受

け
た

中
小

企
業

も
含

ま
れ

る
た

め
代

弁
率

が
高

く
な

る
要

素
も

あ
る

。

10
0%

保
証

と
80
%

保
証

の
累

積
承

諾
代

位
弁

済
率

の
比

較
（
信

用
リ

ス
ク

別
）

高
リ

ス
ク

低
リ

ス
ク

累
積

承
諾

代
位

弁
済

率

信
用

リ
ス

ク
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代
位
弁
済
の
分
析
③

代
位
弁
済
の
分
析
③

大

保
証

金
額

小

信
用

リ
ス

ク
高

信
用

リ
ス

ク
低

期
首

残
高

区
分

1
区

分
2
区

分
3
区

分
4
区

分
5
区

分
6
区

分
7
区

分
8
区

分
9
区

分
不

明
分

合
計

1
2
5
0
万

以
下

4
.9

%
2
.9

%
1
.7

%
1
.1

%
0
.7

%
0
.5

%
0
.4

%
0
.3

%
0
.2

%
1
.4

%
1
.1

%

2
0
0
0
万

以
下

9
.4

%
4
.9

%
3
.1

%
2
.1

%
1
.0

%
0
.6

%
0
.4

%
0
.3

%
0
.1

%
2
.6

%
1
.7

%

3
0
0
0
万

以
下

9
.8

%
5
.3

%
3
.0

%
1
.9

%
1
.0

%
0
.5

%
0
.4

%
0
.2

%
0
.1

%
2
.2

%
1
.7

%

5
0
0
0
万

以
下

1
0
.8

%
5
.7

%
3
.4

%
2
.0

%
0
.9

%
0
.5

%
0
.3

%
0
.2

%
0
.1

%
2
.6

%
1
.9

%

8
0
0
0
万

以
下

1
2
.5

%
5
.8

%
3
.7

%
1
.7

%
0
.8

%
0
.3

%
0
.2

%
0
.3

%
0
.1

%
3
.5

%
2
.0

%

1
億

以
下

1
2
.3

%
5
.4

%
2
.7

%
1
.7

%
0
.9

%
0
.5

%
0
.1

%
0
.4

%
0
.2

%
2
.0

%
2
.0

%

1
億

超
1
2
.0

%
5
.3

%
3
.1

%
1
.3

%
0
.6

%
0
.3

%
0
.2

%
0
.2

%
0
.1

%
2
.3

%
1
.9

%

○
保

証
残

高
と

信
用

リ
ス

ク
の

相
関

に
つ

い
て

、
企

業
毎

・
残

高
毎

で
の

代
位

弁
済

の
状

況
を

分
析

す
る

と
、

保
証

残
高

が
大

き
く
、

か
つ

、

信
用

リ
ス

ク
が

高
い

ほ
ど

事
業

者
数

代
位

弁
済

率
が

高
く
な

る
傾

向
。

（
注

１
）
カ

テ
ゴ

リ
区

分
（
１

区
分

～
９

区
分

）
は

、
Ｃ

Ｒ
Ｄ

（
ク

レ
ジ

ッ
ト

・
リ

ス
ク

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
）に

基
づ

き
信

用
保

証
協

会
に

お
い

て
算

出
し

た
も

の
。

（
注

２
）
本

頁
で

は
個

別
企

業
の

保
証

残
高

と
代

位
弁

済
の

関
係

を
分

析
す

る
た

め
、

事
業

者
数

代
位

弁
済

率
を

算
出

。
事

業
者

数
代

位
弁

済
率

＝
平

成
26

年
度

の
代

位
弁

済
企

業
数

（
※

）／
平

成
2
6
年

度
期

首
の

保
証

先
企

業
数

※
計

算
の

関
係

上
、

平
成

2
6年

度
の

代
位

弁
済

企
業

数
は

、
平

成
2
6
年

度
期

首
に

保
証

残
高

を
有

し
て

い
た

企
業

に
限

っ
て

い
る

。
（
注

３
）
上

記
計

算
に

よ
る

代
位

弁
済

率
の

平
均

は
1
.4

%
（
参

考
）
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料
率

料
率

区
分

（
Ｃ

Ｒ
Ｄ

）

①
②

③
④

⑤
⑥

⑦
⑧

⑨

高
リ

ス
ク

中
リ

ス
ク

低
リ

ス
ク

1.
90

1.
75

1.
55

1.
35

1.
15

1.
00

0.
60

0.
45

1.
69

1.
51

1.
33

1.
15

0.
97

0.
79

0.
61

0.
43

0.
25

0.
80

平
均

保
証

料
率

1
.1

5
％

平
均

保
険

料
率

0
.9

7
％

※
２

０
１

１
年

４
月

よ
り

、
保

険
料

率
の

み
０

．
１

％
の

料
率

引
上

げ
（
０

．
８

７
％

→
０

．
９

７
％

）
等

を
実

施

保
証

料
率

保
険

料
率

保
証
料
率
・
保
険
料
率
（
９
段
階
料
率
）

○
20

06
年

よ
り

、
中

小
企

業
者

の
信

用
リ

ス
ク

を
考

慮
し

た
９

段
階

の
保

証
料

率
・保

険
料

率
体

系
を

導
入

し
て

い
る

。
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○
Ｃ

Ｒ
Ｄ

（
ク

レ
ジ

ッ
ト

・
リ

ス
ク

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
）
は

、
信

用
保

証
協

会
（
5
1
）
、

政
府

系
金

融
機

関
、

民
間

金
融

機
関

（
1
1
6
）
、

格
付

け
機

関

等
が

有
す

る
中

小
企

業
の

財
務

情
報

等
（
債

務
者

数
3
4
1
万

件
）
を

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
し

、
中

小
企

業
の

信
用

リ
ス

ク
の

定
量

的
評

価

等
を

行
う

シ
ス

テ
ム

。
こ

れ
に

よ
り

、
そ

の
企

業
が

将
来

デ
フ

ォ
ル

ト
す

る
確

率
等

を
算

出
。

（
こ

れ
を

元
に

９
段

階
の

区
分

と
し

て
カ

テ
ゴ

リ
分

け
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

に
応

じ
た

保
証

料
率

等
を

設
定

し
て

い
る

。
）

（
出

所
：
Ｃ

Ｒ
Ｄ

協
会

資
料

）

（
参
考
）
CR
D(
Cr
ed
it
 R
is
k 
Da
ta
ba
se
)の

概
要

（
参
考
）
CR
D(
Cr
ed
it
 R
is
k 
Da
ta
ba
se
)の

概
要

40



保
険
収
支
の
状
況

（
注

）
【信

⽤
補

完
制

度
の

収
⽀

（
保

証
収

⽀
）

】制
度

利
⽤

者
（

中
⼩

企
業

・⺠
間

⾦
融

機
関

）
に

対
す

る
信

⽤
補

完
制

度
の

収
⽀

（
保

証
料

－
代

位
弁

済
＋

回
収

⾦
）

【⽇
本

公
庫

の
収

⽀
（

保
険

収
⽀

）
】信

⽤
補

完
制

度
に

お
け

る
信

⽤
保

証
協

会
に

対
す

る
⽇

本
公

庫
の

収
⽀

（
保

険
料

－
保

険
⾦

＋
回

収
⾦

（
うち

⽇
本

公
庫

納
付

分
）

）
【信

⽤
保

証
協

会
の

収
⽀

（
純

保
証

収
⽀

）
】信

⽤
補

完
制

度
に

お
け

る
⽇

本
公

庫
に

対
す

る
信

⽤
保

証
協

会
の

収
⽀

（
信

⽤
補

完
制

度
の

収
⽀

－
⽇

本
公

庫
の

収
⽀

）
【平

成
27

年
度

の
⽇

本
公

庫
（

保
険

収
⽀

）
の

内
訳

】責
任

共
有

制
度

以
前

分
11

0億
円

、責
任

共
有

対
象

分
52

億
円

、責
任

共
有

対
象

以
外

▲
1,

24
2億

円
※

本
資

料
は

、信
⽤

補
完

制
度

に
関

す
る

現
⾦

収
⽀

を
⽰

す
も

の
で

あ
って

、⽇
本

公
庫

・信
⽤

保
証

協
会

の
事

務
コス

ト等
は

含
ま

れ
な

い
※

収
⽀

に
は

責
任

共
有

負
担

⾦
を

含
む

○
信

用
補

完
制

度
の

赤
字

は
、

責
任

共
有

制
度

（8
0％

保
証

）導
入

以
前

の
10
0％

保
証

や
近

時
の

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

に
よ

る
緊

急
保

証

（1
00

％
保

証
）の

影
響

が
大

き
い

。

○
責

任
共

有
対

象
（8
0％

保
証

）分
に

つ
い

て
は

改
善

傾
向

で
あ

る
が

、
平

成
２

１
年

以
降

、
金

融
円

滑
化

法
な

ど
の

効
果

に
よ

り
事

故
が

抑
制

さ
れ

て
い

る
可

能
性

が
あ

り
、

留
意

が
必

要
。
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信
用
補
完
制
度
に
対
す
る
予
算
措
置

（
備

考
）
１

．
平

成
1
6
年

度
第

１
次

補
正

予
算

の
保

証
に

は
、

旧
中

小
企

業
金

融
公

庫
が

、
旧

中
小

企
業

総
合

事
業

団
か

ら
の

信
用

保
険

業
務

承
継

時
に

、
旧

中
小

企
業

総
合

事
業

団
高

度
化

等
勘

定
か

ら
承

継
し

た
2
,5

2
5
億

円
を

含
む

。
２

．
財

務
省

計
上

分
を

含
む

。

（単
位

：億
円

）

平
成

１１
年

度
平

成
１２

年
度

平
成

１３
年

度
平

成
１４

年
度

平
成

15
年

度
平

成
16

年
度

平
成

17
年

度
平

成
18

年
度

平
成

19
年

度

当
初

予
算

22
5

22
1

30
1

33
2

43
4

43
4

43
4

41
9

37
8

予
備

費
-

-
-

-
-

-
-

-
-

1次
補

正
-

6,0
66

1,6
25

4,1
95

59
2

3,2
79

52
2

58
0

2,2
07

2次
補

正
4,2

05
-

-
-

-
-

-
-

-
3次

補
正

-
-

-
-

-
-

-
-

-
4次

補
正

-
-

-
-

-
-

-
-

-

平
成

20
年

度
平

成
21

年
度

平
成

22
年

度
平

成
23

年
度

平
成

24
年

度
平

成
25

年
度

平
成

26
年

度
平

成
27

年
度

平
成

28
年

度

当
初

予
算

45
4

57
9

69
8

85
2

1,0
66

67
8

67
8

68
1

64
6

予
備

費
-

-
33

0
-

95
1

-
-

-
92

1次
補

正
4,0

00
11

,23
6

5,3
35

3,2
09

50
0

45
2

59
7

10
-

2次
補

正
3,8

91
9,7

83
-

-
-

-
-

-
21

7
3次

補
正

-
-

-
3,7

03
-

-
-

-
-

4次
補

正
-

-
-

4,0
11

-
-

-
-

-

1,1
30

1,2
75

4,4
30

6,2
87

1,9
26

4,5
27

1,0
26

3,7
13

8,3
45

21
,59

8
6,3

63
11

,77
5

2,5
17

69
1

95
5

95
6

99
9

2,5
85
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１
．

経
営

者
が

個
人

保
証

契
約

を
締

結
せ

ず
に

融
資

を
受

け
る

た
め

の
要

件
等

・
経

営
者

が
個

人
保

証
契

約
を

締
結

せ
ず

に
融

資
を

受
け

る
た

め
に

は
、

金
融

機
関

が
法

人
の

み
の

事
業

・
資

産
を

見
て

、
融

資
判

断

で
き

る
状

況
で

あ
る

こ
と

が
必

要
。

・
具

体
的

に
は

、
金

融
機

関
は

、
以

下
①

～
④

の
全

部
ま

た
は

一
部

を
満

た
す

中
小

企
業

に
対

し
て

、
要

件
の

充
足

度
合

い
に

応
じ

、
経

営
者

保
証

を
求

め
な

い
こ

と
や

保
証

機
能

の
代

替
手

法
（
停

止
条

件
付

保
証

契
約

※
等

）
の

活
用

を
検

討
。

※
停

止
条

件
付

保
証

契
約

と
は

、
中

小
企

業
が

特
約

条
項

（
定

期
的

な
財

務
情

報
の

提
出

義
務

、
他

の
金

融
機

関
に

対
す

る
担

保
提

供
の

制
限

な
ど

）
に

違
反

し
な

い
限

り
保

証
債

務
の

効
力

が
発

生
し

な
い

旨
の

契
約

①
法

人
と

経
営

者
が

明
確

に
区

分
・
分

離
さ

れ
て

い
る

こ
と

②
法

人
の

資
産

・
収

益
で

借
入

返
済

が
可

能
で

あ
る

こ
と

③
適

時
適

切
に

財
務

情
報

が
開

示
さ

れ
て

い
る

こ
と

④
内

部
又

は
外

部
か

ら
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

強
化

に
よ

り
①

～
③

を
将

来
に

亘
っ

て
充

足
す

る
体

制
が

整
備

さ
れ

て
い

る
こ

と

２
．

事
業

承
継

時
の

対
応

・
金

融
機

関
は

、
前

経
営

者
の

保
証

債
務

を
、

後
継

者
に

当
然

に
引

き
継

が
せ

る
の

で
は

な
く
、

後
継

者
と

の
保

証
契

約
の

必
要

性
を

改

め
て

検
討

。

＜
保

証
履

行
後

も
保

証
人

の
手

元
に

残
る

資
産

等
＞

１
．

破
産

時
の

自
由

財
産

（
９

９
万

円
）
は

、
原

則
と

し
て

経
営

者
の

手
元

に
残

る
。

２
．

金
融

機
関

は
、

事
業

再
生

等
の

早
期

着
手

に
よ

り
法

人
か

ら
の

回
収

見
込

額
が

増
加

し
た

場
合

、
自

由
財

産
に

加
え

て
「
一

定
期

間
の

生
活

費
（
雇

用
保

険
の

考
え

方
を

参
考

に
、

年
齢

等
に

応
じ

て
約

１
０

０
万

円
～

３
６

０
万

円
）
」
を

経
営

者
に

残
す

こ
と

を
検

討
。

３
．

金
融

機
関

は
、

「
華

美
で

な
い

自
宅

」
に

つ
い

て
、

経
営

者
の

収
入

に
見

合
っ

た
分

割
弁

済
を

す
る

等
に

よ
り

、
経

営
者

が
自

宅
に

住
み

続
け

ら
れ

る
よ

う
検

討
。

４
．

保
証

債
務

履
行

時
点

の
資

産
で

返
済

し
切

れ
な

い
保

証
債

務
の

残
額

は
、

原
則

と
し

て
免

除
す

る
。

経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

経
営

者
に

よ
る

個
人

保
証

（経
営

者
保

証
）に

は
、

経
営

へ
の

規
律

付
け

や
信

用
補

完
と

し
て

資
金

調
達

の
円

滑
化

に
寄

与
す

る
面

が
あ

る
一

方
、

思
い

切
っ

た
事

業
展

開
や

、
早

期
事

業
再

生
を

阻
害

す
る

要
因

と
な

っ
て

い
る

こ
と

を
受

け
、

こ
れ

ら
の

課
題

の
解

決
策

と
し

て
、

「経
営

者
保

証
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」を

策
定

（平
成

２
５

年
１

２
月

５
日

公
表

、
平

成
２

６
年

２
月

１
日

適
用

開
始

）。

Ⅰ
．

経
営

者
保

証
を

契
約

す
る

時
点

に
お

け
る

対
応

Ⅱ
．

経
営

者
保

証
が

履
行

さ
れ

る
時

点
に

お
け

る
対

応
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4.
資
料
集
（
詳
細
検
討
編
）
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4.
1
.中

小
企
業

・
小
規
模
事
業
者
の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
お
け
る
資
金
需
要
・
リ
ス
ク
と
信

用
補

完
制

度
の

意
義
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中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
概
念
）

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
概
念
）

○
中

小
企

業
・小

規
模

事
業

者
の

事
業

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

と
し

て
、
創

業
か

ら
始

ま
り

、
「死

の
谷

」
を

越
え

、
徐

々
に

事
業

を
拡

大
し

中
堅

企
業

化
・
株

式
上

場
と

い
っ

た
「
成

長
発

展
」
を

目
指

す
場

合
も

あ
れ

ば
、

生
業

維
持

を
目

的
と

し
た

「
持

続
的

発
展

」
を

目
指

す
場

合
も

あ
る

。

い
ず

れ
の

局
面

に
お

い
て

も
、

金
融

は
企

業
に

と
っ

て
の

血
液

で
あ

り
、

必
要

と
な

る
資

金
を

調
達

し
な

が
ら

事
業

を
発

展
さ

せ
て

い
る

。

○
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

毎
に

特
有

の
リ

ス
ク

が
あ

り
、

市
場

原
理

だ
け

に
委

ね
て

は
木

目
細

か
く
十

分
な

資
金

が
行

き
渡

ら
ず

、
中

小
企

業
の

円
滑

な
資

金
繰

り
や

事
業

の
発

展
、

ひ
い

て
は

地
域

経
済

の
活

性
化

が
十

分
に

実
現

さ
れ

な
い

。

○
金

融
機

関
が

事
業

を
見

て
融

資
を

行
う

こ
と

を
前

提
と

し
つ

つ
、

信
用

供
与

を
図

り
、

中
小

企
業

の
事

業
の

成
長

発
展

を
支

え
て

い
く
こ

と

が
重

要
と

な
る

。

事 業 価 値 ・ 規 模 等

持
続

的
発

展

業
歴

（
死

の
谷

）

（
再

チ
ャ

レ
ン

ジ
）

（
大

企
業

化
）

創
業

期
拡

大
期

危
機

時

再
生

期 （
私

的
再

生
）

（
法

的
再

生
）

（
創

業
）

（
事

業
拡

大
）

（
経

営
改

善
）

（
低

迷
）

成
長

発
展

（
撤

退
）
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【
参

考
１

】
「

成
長

発
展

企
業
」
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

お
け

る
資

金
調

達
（

イ
メ

ー
ジ

）
【

参
考

１
】

「
成

長
発

展
企

業
」
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

お
け

る
資

金
調

達
（

イ
メ

ー
ジ

）

部
品

加
工

業
者

か
ら

の
下

請
を

主
体

と
す

る
金

属
部

品
加

工
業

と
し

て
創

業

鋳
造

等
新

た
な

加
工

分
野

の
技

術
開

発
に

着
手

。
ま

た
、

高
い

技
術

力
が

認
め

ら
れ

、
徐

々
に

製
品

メ
ー

カ
ー

と
の

直
接

取
引

も
開

拓

大
手

メ
ー

カ
ー

と
の

取
引

開
始

に
よ

り
受

注
増

加

競
合

他
社

が
現

れ
稼

働
率

が
頭

打
ち

に

受
注

元
大

手
の

要
請

に
よ

り
、

特
殊

仕
様

に
対

応
す

る
た

め
、

最
新

設
備

を
備

え
た

生
産

ラ
イ

ン
を

導
入

グ
ロ

ー
バ

ル
レ

ベ
ル

の
経

済
危

機
に

よ
り

、
受

注
元

が
生

産
縮

小
へ

、
生

産
ラ

イ
ン

の
殆

ど
が

ス
ト

ッ
プ

景
気

の
減

速
に

よ
る

受
注

減
と

、
原

材
料

価
格

高
騰

の
煽

り
を

受
け

低
迷

危
機

が
去

り
、

受
注

が
回

復
。

加
え

て
、

新
た

に
医

療
向

け
新

素
材

製
品

の
開

発
に

成
功

し
、

業
績

は
回

復
基

調
へ
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【
参
考
２
】
「
持
続
的
発
展
企
業
」
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
お
け
る
資
金
調
達
（
イ
メ
ー
ジ
）

【
参
考
２
】
「
持
続
的
発
展
企
業
」
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
お
け
る
資
金
調
達
（
イ
メ
ー
ジ
）

家
業

で
あ

る
酒

屋
を

承
継

。
全

国
各

地
の

酒
蔵

か
ら

希
少

価
値

の
高

い
地

酒
を

集
め

、
都

市
部

で
販

売
す

る
事

業
に

特
化

し
、

軌
道

に
乗

る

大
口

取
引

先
で

あ
っ

た
旅

館
が

豪
雨

災
害

に
よ

り
休

業
し

た
こ

と
よ

る
売

上
激

減

経
営

者
の

長
期

入
院

に
よ

り
、

仕
入

れ
が

不
調

に
終

わ
り

、
販

促
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

展
開

で
き

ず
、

一
時

的
に

落
ち

込
み
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①
創
業
期
に

お
け

る
資

金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

①
創
業
期
に

お
け

る
資

金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

（
１

）
事

業
者

が
必

要
と

す
る

資
金

の
特

徴

・
イ

ニ
シ

ャ
ル

コ
ス

ト
（
テ

ナ
ン

ト
料

、
内

装
工

事
、

設
備

資
金

、
リ

ク
ル

ー
ト

、
先

行
仕

入
れ

、
広

告
宣

伝
費

等
）
、

事
業

が
軌

道
に

乗
る

ま
で

の
運

転
資

金
が

ま
と

ま
っ

て
必

要
と

な
る

。
創

業
期

に
お

い
て

は
、

事
業

者
は

手
持

資
金

・
自

己
資

金
が

少
な

く
、

資
金

に
余

裕
が

な
い

。
事

業
に

よ
っ

て
は

、
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル

等
の

直
接

金
融

に
よ

る
調

達
が

適
し

て
い

る
も

の
も

あ
る

が
、

実
態

と
し

て
は

間
接

金
融

と
な

る
場

合
が

多
い

。

・
事

業
が

安
定

軌
道

に
乗

り
、

事
業

実
績

が
蓄

積
さ

れ
、

信
用

力
が

高
ま

れ
ば

、
徐

々
に

プ
ロ

パ
ー

融
資

が
増

加
し

て
い

く
。

（
２

）
資

金
供

給
上

の
リ

ス
ク

・
事

業
リ

ス
ク

を
判

定
す

る
た

め
の

基
礎

的
情

報
（
過

去
の

財
務

デ
ー

タ
等

）
が

不
在

で
あ

る
こ

と
や

、
経

営
者

の
資

質
を

判
断

す
る

こ
と

が
難

し
い

。

・
安

定
し

た
売

上
が

確
保

さ
れ

、
事

業
が

軌
道

に
乗

る
ま

で
の

見
通

し
が

立
て

に
く
い

。
そ

の
前

に
資

金
が

枯
渇

す
る

リ
ス

ク
が

高
い

。
（
死

の
谷

）

（
３

）
信

用
保

証
の

意
義

・
基

礎
的

情
報

が
不

在
の

た
め

信
用

力
に

極
め

て
乏

し
い

状
況

。
金

融
機

関
に

お
い

て
リ

ス
ク

判
定

が
で

き
ず

資
金

供
給

が
困

難
な

状
況

を
緩

和
す

る
こ

と
。

・
公

的
信

用
の

下
で

経
営

者
と

金
融

機
関

の
信

頼
関

係
を

補
完

し
、

経
営

者
が

資
金

繰
り

に
奔

走
す

る
こ

と
な

く
、

本
業

に
集

中
で

き
る

環
境

を
提

供
す

る
こ

と
。

従
業

員
数

0 ～
5 人

6 ～
10

人
11

～
20

人
21

～
50

人
51

～
10
0 人

10
0 人

超

業 歴

3 年
以

下
1.

2%
0.

7%
0.

8%
1.

1%
1.

7%
0.

0%
5 年

以
下

2.
5%

2.
1%

1.
8%

1.
5%

0.
8%

1.
9%

10
年

以
下

2.
1%

1.
8%

1.
7%

1.
6%

0.
9%

1.
1%

20
年

以
下

1.
9%

1.
6%

1.
6%

1.
4%

1.
3%

0.
6%

50
年

以
下

1.
4%

1.
1%

1.
0%

0.
9%

0.
7%

0.
6%

50
年

超
1.

2%
1.

2%
1.

2%
1.

0%
0.

6%
0.

4%

（
１

）
代

位
弁

済
率

（
２

）
プ

ロ
パ

ー
融

資
の

状
況

※
保

証
申

込
時

に
プ

ロ
パ

ー
残

高
を

有
す

る
案

件
の

割
合

（
平

成
２

７
年

４
月

～
平

成
２

８
年

２
月

に
か

け
て

調
査

）
。

以
下

の
ペ

ー
ジ

も
同

様
。


事

故
率

は
、

「
死

の
谷

」
と

な
る

創
業

か
ら

５
年

目
程

度
の

事
業

者
が

高
い

。


創

業
間

も
な

い
ほ

ど
プ

ロ
パ

ー
融

資
の

比
率

が
低

く
、

業
歴

と
と

も
に

プ
ロ

パ
ー

比
率

が
高

ま
る

傾
向

。
※

保
証

協
会

が
代

位
弁

済
を

し
た

企
業

の
割

合
を

、
業

歴
・
従

業
員

規
模

で
分

析
し

た
も

の
。

以
下

の
ペ

ー
ジ

も
同

様
。

従
業

員
数

0
～

5
人

6
～

1
0
人

1
1
～

2
0
人

2
1
～

5
0
人

5
1
～

1
0
0
人

1
0
0
人

超

業 歴

3
年

以
下

1
9
.6

%
2
9
.4

%
3
6
.4

%
4
1
.5

%
3
7
.2

%
4
2
.1

%
5
年

以
下

2
9
.8

%
4
0
.3

%
4
8
.1

%
4
8
.9

%
5
4
.7

%
5
9
.1

%
1
0
年

以
下

3
2
.6

%
4
5
.1

%
5
1
.4

%
5
4
.3

%
6
5
.5

%
6
5
.1

%
2
0
年

以
下

3
6
.0

%
5
0
.3

%
5
8
.1

%
6
6
.7

%
7
4
.4

%
8
2
.5

%
5
0
年

以
下

4
3
.5

%
5
8
.8

%
6
7
.8

%
7
6
.9

%
8
4
.3

%
8
9
.1

%
5
0
年

超
4
8
.8

%
6
7
.1

%
7
6
.7

%
8
4
.1

%
9
0
.0

%
9
5
.2

%

平
成
28

年
4月

22
日

金
融
W
G

資
料

よ
り
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【企
業
概
要
】
業
種
：獣

医
業

従
業
員
区
分
：5

人
以
下

•
大
学
卒
業
後
、
動
物
病
院
勤
務
を
経
て
、
か
ね
て
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た
動

物
病
院
の
開
業
を
決
意
し
た
。

•
市

場
調

査
や
ス
タ
ッ
フ
募

集
を
行

い
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
賃

借
店

舗
が
見

つ
か
る
な
ど
、
開

業
に
向

け
た
準

備
を
進

め
、
ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
、
ト
リ
マ
ー
事

業
を
併

せ
て
行

う
小

動
物

診
療

所
を
開

業
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

•
テ
ナ
ン
ト
の
内

装
費

や
設

備
に
多

額
の
資

金
が
必

要
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、

売
上

が
少

な
い
初

期
に
お
け
る
当

面
の
運

転
資

金
が
必

要
で
あ
っ
た
が

手
元

資
金

が
不

十
分

な
状

況
だ
っ
た
。

•
経

営
者

と
し
て
の
資

質
が
判

定
で
き
ず
、
プ
ロ
パ
ー
融

資
で
の
借

入
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
金

融
機

関
と
相

談
の
上

、
政

策
金

融
と
保

証
付

き

融
資

を
利

用
し
、
開

業
に
漕

ぎ
つ
け
た
。

動
物

病
院

の
開

業
（
保

証
付

き
融

資
・
政

府
系

金
融

機
関

を
活

用
）

①
創
業
期
（

資
金

調
達

の
事
例
）

①
創
業
期
（

資
金

調
達

の
事
例
）

保
証

付
き

政
策

金
融

（
創

業
）

【企
業

概
要

】
業
種
：液

体
容
器
製
造
業

従
業
員
区
分
：1

1
人
超
2
0
人
以
下

業
歴
：８

年

•
技

術
者

が
メ
ー
カ
ー
か
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
て
独

立
を
決

意
し
た
。

•
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
（
設

備
投

資
、
広

告
宣

伝
費

等
）
の
調

達
に
当

た
っ
て
、

金
融

機
関

に
お
い
て
、
当

該
経

営
者

の
技

術
、
意

欲
、
ビ
ジ
ョ
ン
は
評
価

で

き
る
も
の
の
、
過

去
の
財

務
デ
ー
タ
や
経

営
者

と
し
て
の
実

績
が
な
い
こ
と

か
ら
、
リ
ス
ク
判

定
が
困

難
で
あ
り
、
保

証
付

き
融

資
を
利

用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

•
そ
の
後

、
業

績
が
上

向
く
と
、
研

究
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

に
他

の
金

融
機

関
も
参

加
し
て
き
た
が
、
悪

化
す
る
と
融

資
を
引

き
あ
げ
た
。
創

業
当

初
か

ら
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
引

き
続

き
経

営
を
支

え
、
そ
の
後

、
日

本
ベ
ン
チ
ャ
ー

ア
ワ
ー
ド
を
受

賞
す
る
な
ど
、
成

長
発

展
を
遂

げ
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
か
ら
独

立
し
て
開

業
（
保

証
付

き
融

資
を
活

用
）

保
証

付
き

（
創

業
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

創
業

資
金

創
業

資
金
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①
創
業
期
（

資
金

調
達

の
事
例
）

①
創
業
期
（

資
金

調
達

の
事
例
）

専
門

技
能

に
特

化
し
た
人

材
派

遣
会

社
の
企

業
（
保

証
付

き
融

資
か
ら
始

ま
り
、
プ
ロ
パ
ー
、
直

接
金

融
で
拡

大
）

【企
業
概
要
】
業
種

：
薬
局

従
業
員
区
分
：2

0
人

超
5
0
人

以
下

•
薬
剤
師
と
し
て
都
市
部
の
薬
局
で
経
験
を
積
む
。

•
そ
の
後
、
地
元
に
帰
り
商
店
街
で
の
個
人
薬
局
を
開
設
。
創
業
時
に
お
け
る

店
舗
開
設
・仕

入
れ
資
金
は
、
保
証
付
き
融
資
に
よ
り
調
達
し
た
。

•
創
業
半
年
～
２
期
目
に
か
け
て
不
安
定
な
時
期
も
あ
っ
た
が
、
３
期
目
に
は

収
支
バ
ラ
ン
ス
も
安
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
市
内
で
新
規
医
院
開
業
の
情
報
を

得
て
２
店
舗
目
を
開
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
他
方
、
与
信
能
力
と
の
関
係
で

プ
ロ
パ
ー
融
資
の
み
で
の
調
達
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
び
保
証
付
き

融
資
を
活
用
し
た
。

•
２
店
舗
目
の
経
営
も
軌
道
に
乗
り
、
信
用
力
の
高
ま
り
と
と
も
に
徐
々
に
保
証

付
き
融
資
を
プ
ロ
パ
ー
融
資
へ
と
切
り
替
え
て
い
っ
た
。

薬
局

の
開

業
か
ら
店

舗
拡

大
（
新

店
舗

展
開

の
た
め
保

証
付

き
と
プ
ロ
パ
ー
融

資
の
両

方
を
利

用
）

（
創

業
）

（
創

業
）

保
証

付
き

直
接

金
融

プ
ロ

パ
ー

【企
業

概
要

】
業
種

：人
材

派
遣

業
従

業
員

区
分

：1
0
0
人

超

•
専
門
技
能
を
有
す
る
人
材
に
特
化
し
た
人
材
派
遣
業
と
し
て
創
業
。
保
証

付
き
融
資
に
よ
り
調
達
を
行
っ
た
。

•
派
遣
人
員
が
２
名
で
あ
っ
た
創
業
当
初
、
受
注
も
不
安
定
で
資
金
繰
り
が
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
保
証
付
き
融
資
に
よ
る
調
達
を
行
い
な
が
ら
派
遣
人
員

の
拡
大
と
受
注
を
伸
ば
し
た
。

•
事
業
基
盤
が
安
定
し
、
更
に
事
業
拡
大
す
る
べ
く
、
専
門
人
材
を
確
保
・育

成
す
る
た
め
の
先
行
投
資
を
金
融
機
関
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
実
績
と
将
来
性
が
評
価
さ
れ
、
プ
ロ
パ
ー
融
資
に
よ
る
調
達
に
成
功
し

た
。

•
更
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
挑
戦
す
る
た
め
に
直
接
金
融
に
よ
る
調

達
に
成
功
し
、
事
業
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

保
証

付
き

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

同
一

行

２
店

舗
目

の
開

設
資

金

保
証

付
き

プ
ロ

パ
ー

創
業

資
金

事
業

拡
大

事
業

拡
大

※
実

際
に

は
複

数
行

が
関

与
（
当

初
は

一
行

）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

※
実

際
に

は
複

数
行

が
関

与
（
当

初
は

一
行

）
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②
成
長
・
成

熟
段

階
に

お
け
る
資
金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

②
成
長
・
成

熟
段

階
に

お
け
る
資
金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

（
１

）
事

業
者

が
必

要
と

す
る

資
金

の
特

徴
・
更

な
る

成
長

・
競

争
の

た
め

、
直

接
金

融
・
間

接
金

融
に

よ
り

資
金

調
達

を
行

い
な

が
ら

、
新

た
な

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

開
始

、
販

路
や

取
引

先
の

更
な

る
開

拓
、

設
備

投
資

等
の

付
加

価
値

の
向

上
を

図
る

。
こ

れ
に

伴
い

運
転

資
金

も
増

加
す

る
。

・
事

業
履

歴
が

蓄
積

さ
れ

収
支

バ
ラ

ン
ス

が
安

定
し

て
く
る

と
プ

ロ
パ

ー
融

資
が

徐
々

に
増

加
す

る
。

ま
た

、
リ

ス
ク

分
散

や
貸

出
競

争
の

た
め

複
数

の
金

融
機

関
が

参
加

し
、

メ
イ

ン
バ

ン
ク

、
準

メ
イ

ン
と

い
っ

た
ポ

ジ
シ

ョ
ン

も
固

ま
る

。
・
チ

ャ
レ

ン
ジ

の
中

で
成

功
・
失

敗
を

繰
り

返
し

な
が

ら
付

加
価

値
を

高
め

、
一

部
は

株
式

上
場

を
目

指
す

な
ど

、
大

企
業

化
す

る
。

（
２

）
資

金
供

給
上

の
リ

ス
ク

・
競

争
の

た
め

リ
ス

ク
を

取
っ

て
新

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

を
続

け
る

こ
と

や
他

地
域

・
海

外
等

へ
の

販
路

開
拓

を
進

め
る

こ
と

が
不

可
欠

と
な

る
。

例
え

ば
、

思
い

切
っ

て
事

業
拡

大
し

た
も

の
の

稼
働

率
が

伸
び

悩
み

資
金

繰
り

が
困

難
と

な
る

こ
と

や
、

ニ
ッ

チ
な

製
品

の
増

産
要

請
を

受
け

設
備

投
資

に
踏

み
切

っ
た

も
の

の
受

注
が

減
少

す
る

等
の

事
態

が
発

生
す

る
。

・
資

力
に

乏
し

い
た

め
、

こ
う

し
た

リ
ス

ク
が

１
つ

２
つ

と
重

な
る

と
経

営
状

態
が

悪
化

し
、

立
て

直
し

が
困

難
と

な
る

。
（
３

）
信

用
保

証
の

意
義

・
金

融
機

関
に

お
け

る
事

業
性

評
価

を
前

提
と

し
つ

つ
、

プ
ロ

パ
ー

融
資

と
の

協
調

等
を

通
じ

て
、

長
期

リ
ス

ク
等

の
緩

和
や

量
的

補
完

を
行

い
、

成
長

資
金

の
供

給
を

促
す

こ
と

。

（
２

）
プ

ロ
パ

ー
融

資
の

状
況

従
業

員
数

0 ～
5 人

6 ～
10

人
11

～
20

人
21

～
50

人
51

～
10
0 人

10
0 人

超

業 歴

3 年
以

下
1.

2%
0.

7%
0.

8%
1.

1%
1.

7%
0.

0%
5 年

以
下

2.
5%

2.
1%

1.
8%

1.
5%

0.
8%

1.
9%

10
年

以
下

2.
1%

1.
8%

1.
7%

1.
6%

0.
9%

1.
1%

20
年

以
下

1.
9%

1.
6%

1.
6%

1.
4%

1.
3%

0.
6%

50
年

以
下

1.
4%

1.
1%

1.
0%

0.
9%

0.
7%

0.
6%

50
年

超
1.

2%
1.

2%
1.

2%
1.

0%
0.

6%
0.

4%


事

故
率

は
、

「
死

の
谷

」
を

越
え

、
業

歴
1
0
年

あ
た

り
か

ら
、

徐
々

に
低

下
。


同

時
に

プ
ロ

パ
ー

融
資

が
増

加
。

規
模

が
大

き
い

事
業

者
ほ

ど
プ

ロ
パ

ー
融

資
が

多
い

傾
向

が
あ

る
。

（
１

）
代

位
弁

済
率

従
業

員
数

0
～

5
人

6
～

1
0
人

1
1
～

2
0
人

2
1
～

5
0
人

5
1
～

1
0
0
人

1
0
0
人

超

業 歴

3
年

以
下

1
9
.6

%
2
9
.4

%
3
6
.4

%
4
1
.5

%
3
7
.2

%
4
2
.1

%

5
年

以
下

2
9
.8

%
4
0
.3

%
4
8
.1

%
4
8
.9

%
5
4
.7

%
5
9
.1

%

1
0
年

以
下

3
2
.6

%
4
5
.1

%
5
1
.4

%
5
4
.3

%
6
5
.5

%
6
5
.1

%

2
0
年

以
下

3
6
.0

%
5
0
.3

%
5
8
.1

%
6
6
.7

%
7
4
.4

%
8
2
.5

%

5
0
年

以
下

4
3
.5

%
5
8
.8

%
6
7
.8

%
7
6
.9

%
8
4
.3

%
8
9
.1

%

5
0
年

超
4
8
.8

%
6
7
.1

%
7
6
.7

%
8
4
.1

%
9
0
.0

%
9
5
.2

%

平
成
28

年
4月

22
日

金
融
W
G

資
料

よ
り
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②
成
長
・
成

熟
段

階
（

資
金
調
達
の
事
例
）

②
成
長
・
成

熟
段

階
（

資
金
調
達
の
事
例
）

【企
業
概

要
】
業
種
：飲

食
店

従
業
員
区
分
：1
0
0
人
超

•
業
歴
1
0
余
年
の
当
社
は
、
商
業
施
設
を
中
心
に
、
女
性
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
トと

し
た
カ
フ
ェ
レ
ス
トラ

ン
等
を
多
店
舗
展
開
し
て
い
る
。

•
今
般
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
複
数
店
舗
を
出
店
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
メ

イ
ン
バ
ン
ク
の
与
信
能
力
と
の
関
係
で
全
額
は
困
難
で
あ
り
、
融
資
取
引
を

行
っ
て
い
な
い
非
メ
イ
ン
金
融
機
関
に
相
談
し
た
。

•
相
談
を
受
け
た
金
融
機
関
と
し
て
は
、
初
め
て
の
融
資
取
引
で
あ
り
、
多
額

の
融
資
申
込
に
対
し
て
、
担
保
は
既
に
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
確
保
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
信
用
保
証
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
。

•
こ
れ
ま
で
の
業
績
と
事
業
性
が
評
価
さ
れ
、
プ
ロ
パ
ー
を
含
め
て
調
達
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
大

型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
へ
店

舗
展

開
（
保

証
付

き
、
プ
ロ
パ
ー
に
よ
り
調

達
）

【企
業

概
要

】
業
種
：油

圧
部
品
製
造
業

従
業
員
区
分
：2

0
人
超
5
0
人
以
下

•
業
歴
約
7
0
年
、
長
年
の
経
験
か
ら
製
品
品
質
に
定
評
が
あ
り
、
上
場
企
業

を
主
要
取
引
先
と
し
て
事
業
基
盤
は
安
定
し
て
い
る
。
普
段
は
プ
ロ
パ
ー
融

資
に
よ
っ
て
資
金
調
達
を
行
っ
て
い
る
。

•
同

業
他

社
と
の
差

別
化

を
目

指
す
た
め
、
新

型
の
設

備
ラ
イ
ン
を
追

加
導

入
す
る
こ
と
と
し
た
。

•
一

定
程

度
の
プ
ロ
パ
ー
融

資
が
既

に
実

施
さ
れ
て
お
り
、
景

気
の
先

行
き

が
不

透
明

の
中

、
長

期
リ
ス
ク
を
伴

う
設

備
資

金
に
つ
い
て
、
プ
ロ
パ
ー
に

よ
る
対

応
が
与

信
管

理
上

、
難

し
い
状

況
に
あ
っ
た
。

•
こ
の
た
め
、
プ
ロ
パ
ー
・
保

証
付

き
の
協

調
、
政

策
金

融
を
活

用
し
、
自

己

資
金

と
合

わ
せ
て
新

型
設

備
を
導

入
し
た
。

部
品

メ
ー
カ
ー
が
、
同

業
他

社
と
の
差

別
化

の
た
め
の
設

備
投

資
（
保

証
付

き
、
プ
ロ
パ
ー
、
政

策
金

融
に
よ
り
調

達
）

プ
ロ

パ
ー

プ
ロ

パ
ー

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

保
証

付
き

準
メ

イ
ン

メ
イ

ン

同
一

行

政
策

金
融

※
実

際
は

複
数

行
が

関
与

新
型

ラ
イ

ン
の

導
入

資
金

協
調

融
資

注
）

新
店

舗
展

開
の

た
め

の
資

金

プ
ロ

パ
ー

プ
ロ

パ
ー

※
実

際
は

複
数

行
が

関
与

注
）
「
協

調
融

資
」

プ
ロ

パ
ー

融
資

と
保

証
付

き
融

資
を

組
み

合
わ

せ
、

同
一

条
件

で
実

施
（
以

下
同

じ
）
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②
成
長
・
成

熟
段

階
（

資
金
調
達
の
事
例
）

②
成
長
・
成

熟
段

階
（

資
金
調
達
の
事
例
）

農
業

ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
販

路
拡

大
（
販

路
拡

大
の
た
め
の
資

金
を
保

証
付

き
で
調

達
）

【企
業

概
要

】
業
種
：機

械
器
具
製
造
業

従
業
員
区
分
：2

0
人
超
5
0
人
以
下

•
業
歴
4
0
年
を
有
す
る
機
械
部
品
製
造
業
者
で
あ
り
、
業
況
は
安
定
。

•
既
往
設
備
で
は
大
型
品
の
生
産
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
受
注
を
断
ら
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
が
度
々
生
じ
て
い
た
。
他
県
の
産
業
団
地
が
企
業
誘
致
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
第
二
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
。

•
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
全
額
の
調
達
が
困
難
で
あ
り
、
準
メ
イ
ン
、
サ
ブ
の
金
融

機
関
に
も
相
談
を
行
い
、
長
期
の
設
備
資
金
を
保
証
付
き
、
不
足
す
る
運

転
資
金
を
プ
ロ
パ
ー
で
調
達
す
る
こ
と
と
し
た
。

受
注

増
要

請
に
伴

う
事

業
拡

張
（
追

加
資
金
を
他
行
に
も
要
請
、
信
用
保
証
も
利
用
し
て
調
達
）

プ
ロ

パ
ー

保
証

付
き

（
設

備
資

金
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

プ
ロ

パ
ー

融
資

（
運

転
資

金
）

※
実

際
は

複
数

行
が

関
与

保
証

付
き

※
実

際
は

複
数

機
関

が
関

与
（
農

業
関

係
を

含
む

）

通
常

の
資

金
繰

り

飲
料

事
業

の
た

め
の

資
金

生
産

・
販

路
拡

大
の

た
め

の
事

業
資

金

プ
ロ

パ
ー

（設
備

資
金

）
第

二
工

場
の

建
設

・
運

営
資

金

（
３

行
か

ら
調

達
）

【
企

業
概
要
】
業
種
：果

物
栽
培
・加

工
品
製
造

従
業
員
区
分
：5

人
以
下

•
業
歴
3
0
余
年
の
果
樹
園
を
有
す
る
果
物
栽
培
業
者
。

•
ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
、
生
果
と
し
て
流
通
で
き
な
い
果
実
を
活
用
し
売
上
を
向

上
す
る
た
め
、
数
年
前
か
ら
果
実
飲
料
の
加
工
生
産
に
乗
り
出
し
た
。

•
当
該
事
業
の
売
上
が
軌
道
に
乗
り
、
六
次
化
に
よ
る
更
な
る
増
益
を
検
討
。

増
産
に
向
け
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
増
設
や
苗
木
の
購
入
、
首
都
圏
に
も
販
路

を
広
域
開
拓
す
る
た
め
、
広
告
費
用
も
含
め
た
大
規
模
な
資
金
を
調
達
す

る
こ
と
と
し
た
。

•
そ
の
際
、
国
家
戦
略
特
区
で
開
始
さ
れ
た
ア
グ
リ
保
証
を
利
用
し
た
。
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③
「
持
続
的

発
展

」
に

お
け
る
資
金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

③
「
持
続
的

発
展

」
に

お
け
る
資
金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

（
１

）
事

業
者

が
必

要
と

す
る

資
金

の
特

徴
・
先

祖
代

々
か

ら
の

生
業

を
承

継
し

た
場

合
や

創
業

か
ら

「
死

の
谷

」
を

越
え

安
定

期
に

入
っ

た
場

合
な

ど
、

小
規

模
の

場
合

が
多

く
、

自
己

資
金

、
担

保
力

と
も

に
乏

し
い

。
仕

入
・
給

与
等

の
支

払
い

と
収

入
の

収
支

ズ
レ

、
設

備
（
機

械
、

車
両

等
）
の

整
備

に
必

要
な

資
金

を
、

常
時

、
自

己
資

金
で

賄
う

こ
と

は
困

難
で

あ
る

場
合

が
多

い
。

小
規

模
で

あ
る

た
め

一
行

取
引

の
場

合
も

多
い

。
・
受

注
と

次
の

受
注

に
間

が
空

い
た

り
ム

ラ
が

大
き

い
場

合
、

日
々

収
入

は
入

っ
て

く
る

も
の

の
特

定
の

要
因

（
季

節
に

よ
る

閑
散

等
）
の

影
響

が
大

き
い

場
合

な
ど

、
そ

の
間

の
従

業
員

の
給

与
支

払
い

等
を

つ
な

ぐ
た

め
の

運
転

資
金

が
必

要
と

な
り

、
常

時
一

定
の

借
入

が
必

要
と

な
る

こ
と

が
一

般
的

で
あ

る
。

（
２

）
資

金
供

給
上

の
リ

ス
ク

・
特

に
ニ

ッ
チ

な
分

野
に

強
み

を
持

ち
事

業
を

展
開

し
て

い
る

場
合

な
ど

、
主

要
取

引
先

の
受

注
減

、
不

良
品

に
よ

る
返

品
、

経
営

者
・
技

術
者

の
疾

病
等

の
突

発
的

な
事

象
に

よ
り

経
営

状
況

が
急

変
す

る
。

ま
た

、
そ

の
傾

向
は

特
に

小
規

模
な

ほ
ど

顕
著

と
な

る
。

（
借

入
規

模
も

小
さ

く
、

金
融

機
関

に
と

っ
て

は
中

堅
規

模
に

比
べ

手
間

（
資

金
繰

り
表

の
未

整
備

等
）
や

リ
ス

ク
の

割
に

は
得

ら
れ

る
収

入
が

少
な

い
。

）
（
３

）
信

用
保

証
の

意
義

・
特

に
小

規
模

の
場

合
は

信
用

力
に

乏
し

く
、

市
場

原
理

で
は

、
よ

り
規

模
が

大
き

い
事

業
者

が
優

先
さ

れ
が

ち
と

な
る

。
小

規
模

が
故

の
リ

ス
ク

を
緩

和
し

、
資

金
を

末
端

ま
で

行
き

渡
ら

せ
る

こ
と

。

（
２

）
プ

ロ
パ

ー
融

資
の

状
況

従
業

員
数

0 ～
5 人

6 ～
10

人
11

～
20

人
21

～
50

人
51

～
10
0 人

10
0 人

超

業 歴

3 年
以

下
1.

2%
0.

7%
0.

8%
1.

1%
1.

7%
0.

0%
5 年

以
下

2.
5%

2.
1%

1.
8%

1.
5%

0.
8%

1.
9%

10
年

以
下

2.
1%

1.
8%

1.
7%

1.
6%

0.
9%

1.
1%

20
年

以
下

1.
9%

1.
6%

1.
6%

1.
4%

1.
3%

0.
6%

50
年

以
下

1.
4%

1.
1%

1.
0%

0.
9%

0.
7%

0.
6%

50
年

超
1.

2%
1.

2%
1.

2%
1.

0%
0.

6%
0.

4%


業

歴
の

蓄
積

、
企

業
の

成
長

（
従

業
員

規
模

）
と

と
も

に
事

故
率

は
低

下
し

、
そ

れ
に

伴
い

資
金

調
達

は
プ

ロ
パ

ー
融

資
が

増
加

。


一

方
、

規
模

が
小

さ
い

事
業

者
ほ

ど
急

変
す

る
リ

ス
ク

が
高

い
た

め
、

保
証

利
用

が
多

い
。

（
１

）
代

位
弁

済
率

従
業

員
数

0
～

5
人

6
～

1
0
人

1
1
～

2
0
人

2
1
～

5
0
人

5
1
～

1
0
0
人

1
0
0
人

超

業 歴

3
年

以
下

1
9
.6

%
2
9
.4

%
3
6
.4

%
4
1
.5

%
3
7
.2

%
4
2
.1

%

5
年

以
下

2
9
.8

%
4
0
.3

%
4
8
.1

%
4
8
.9

%
5
4
.7

%
5
9
.1

%

1
0
年

以
下

3
2
.6

%
4
5
.1

%
5
1
.4

%
5
4
.3

%
6
5
.5

%
6
5
.1

%

2
0
年

以
下

3
6
.0

%
5
0
.3

%
5
8
.1

%
6
6
.7

%
7
4
.4

%
8
2
.5

%

5
0
年

以
下

4
3
.5

%
5
8
.8

%
6
7
.8

%
7
6
.9

%
8
4
.3

%
8
9
.1

%

5
0
年

超
4
8
.8

%
6
7
.1

%
7
6
.7

%
8
4
.1

%
9
0
.0

%
9
5
.2

%

平
成
28

年
4月

22
日

金
融
W
G

資
料
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【
企

業
概

要
】
業
種
：工

事
業

従
業
員
区
分
：5

人
超
2
0
人
以
下

•
業
歴
約
1
5
年
、
住
居
や
賃
貸
物
件
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
小
口
工
事
を

中
心
に
受
注
し
て
い
る
建
設
業
者
。

•
短
納
期
の
小
口
工
事
を
複
数
抱
え
る
こ
と
が
多
く
、
日
々
の
資
金
繰
り

に
追
わ
れ
な
い
よ
う
、
通
常
の
資
金
繰
り
は
長
期
の
保
証
付
き
で
対
応
。

•
短
納
期
工
事
の
受
注
や
工
事
の
進
捗
ズ
レ
等
に
伴
い
、
急
遽
資
金

が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
る
た
め
、
金
融
機
関
に
お
い
て
一
定
の

与
信
枠
を
設
け
、
短
期
資
金
で
随
時
対
応
し
て
い
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
の
小

口
工

事
を
請

け
負

う
建

設
会

社
の
資

金
繰

り
（
保

証
付

き
融

資
を
ベ
ー
ス
と
し
て
資

金
繰

り
を
安

定
、

追
加

運
転

資
金

を
短

期
プ
ロ
パ
ー
融

資
）

③
「
持
続

的
発

展
」

（
資
金
調
達
の
事
例
）

③
「
持
続

的
発

展
」

（
資
金
調
達
の
事
例
） 【
企

業
概

要
】
業

種
：
米

・
食

料
品

販
売

業
従
業
員
区
分
：5

人
以
下

•
先
代
か
ら
商
店
街
で
米
屋
を
営
ん
で
い
る
。
商
店
街
飲
食
店
や
宿
泊

施
設
向
け
の
ほ
か
、
近
隣
住
民
へ
の
配
送
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

•
業
種
柄
、
仕
入
後
の
回
収
に
は
長
期
を
要
す
る
た
め
、
通
常
の
資
金

繰
り
は
保
証
付
き
融
資
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

•
そ
う
い
っ
た
中
、
経
営
者
は
、
近
年
の
米
離
れ
等
に
よ
る
売
上
の
減
少

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
、
商
店
街
で
隣
接
す
る
空
き
店
舗
を
賃
借
し
、
お

に
ぎ
り
や
総
菜
販
売
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
た
。

•
償
還
期
間
１
０
年
の
長
期
資
金
と
は
な
る
が
、
地
域
で
の
知
名
度
も
あ

り
経
営
者
も
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
プ
ロ
パ
ー
、
保
証
付
き
の

協
調
融
資
に
よ
り
支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

商
店

街
の
米

屋
が
惣

菜
販

売
を
開

始
（
保

証
付

き
融

資
を
ベ
ー
ス
と
し
て
資

金
繰

り
を
安

定
、

協
調

融
資

で
事

業
拡

大
）

保
証

付
き

プ
ロ

パ
ー

保
証

付
き

協
調

融
資

注
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

同
一

行
通

常
の

資
金

繰
り

与
信

枠
の

中
で

の
随

時
の

資
金

繰
り

新
店

舗
の

資
金

通
常

の
資

金
繰

り
同

一
行
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③
「
持
続

的
発

展
」

（
資
金
調
達
の
事
例
）

③
「
持
続

的
発

展
」

（
資
金
調
達
の
事
例
）

【
企

業
概

要
】
業
種
：電

気
工
事
業

従
業
員
区
分
：5

人
以
下

•
先
代
か
ら
商
店
街
で
電
気
店
を
営
む
。
売
上
の
大
半
は
、
電
気
工
事

お
よ
び
大
手
家
電
量
販
店
と
の
契
約
に
基
づ
く
設
置
工
事
。

•
転
居
シ
ー
ズ
ン
や
季
節
の
変
わ
り
目
等
に
受
注
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、

繁
忙
期
の
臨
時
雇
い
等
の
人
件
費
、
資
材
仕
入
れ
等
の
資
金
は
、

保
証
付
き
・プ

ロ
パ
ー
融
資
の
協
調
融
資
で
調
達
し
て
い
る
。

•
そ
う
し
た
中
、
商
店
街
の
集
客
力
向
上
の
た
め
、
街
灯
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
工
事
を
受
注
し
た
。
先
行
す
る
資
材

購
入
費
等
に
多
額
の
借
入
れ
が
必
要
と
な
っ
た
。

•
当
該
受
注
は
返
済
原
資
が
明
確
な
も
の
で
あ
り
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
相

談
の
上
、
保
証
協
会
は
利
用
せ
ず
プ
ロ
パ
ー
融
資
に
よ
り
調
達
し
た
。

※
重
機
の
更
新
が
控
え
て
お
り
、
設
備
資
金
は
保
証
協
会
の
利
用
を

検
討
し
て
い
る
た
め
、
プ
ロ
パ
ー
で
の
対
応
と
し
た
。

保
証

付
き
融

資
を
ベ
ー
ス
と
し
て
資

金
繰

り
を
安

定
さ
せ
、

返
済

原
資

が
明

確
な
受

注
の
資

金
を
プ
ロ
パ
ー
で
調

達

プ
ロ

パ
ー

協
調

融
資

注
）

【
企

業
概

要
】
業
種
：小

売
従
業
員
区
分
：5

人
以
下

•
商
店
街
の
住
宅
兼
店
舗
で
生
活
雑
貨
・ギ

フ
トを

夫
婦
経
営
。
無
借

金
経
営
を
基
本
と
し
て
い
る
。

•
店
舗
で
の
売
上
減
少
の
中
、
高
齢
者
へ
の
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
トの

配
送
、

時
折
の
町
内
行
事
、
冠
婚
葬
祭
等
の
引
出
物
に
よ
り
生
計
を
立
て
て

い
る
。

•
時
代
の
変
化
の
中
で
事
業
も
先
細
り
、
夫
婦
も
高
齢
化
の
た
め
、
子

供
が
独
立
す
れ
ば
、
数
年
後
に
は
円
滑
に
店
じ
ま
い
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
比
較
的
規
模
の
あ
る
受
注
を
し
た
。

•
一
時
的
か
つ
即
時
に
信
用
力
を
大
き
く
上
回
る
資
金
が
必
要
と
な
る

も
の
の
、
普
段
、
金
融
機
関
と
の
取
引
（借

入
）が

な
く
保
証
付
き
融

資
に
よ
り
調
達
し
た
。

無
借

金
経

営
で
金

融
機

関
と
取

引
歴

が
な
い
中

、
受

注
の
た
め
資

金
を
保

証
付

き
で
調

達

保
証

付
き

（
無

借
金

経
営

が
基

本
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

工
事

受
注

の
た

め
の

追
加

資
金

通
常

の
資

金
繰

り

一
時

的
な

受
注

の
た

め
の

資
金

同
一

行
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（
１

）
事

業
者

が
必

要
と

す
る

資
金

の
特

徴

・
企

業
の

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

か
か

わ
ら

ず
、

大
規

模
な

経
済

危
機

時
に

は
、

売
上

の
急

減
に

伴
い

キ
ャ

ッ
シ

ュ
が

減
少

し
、

既
往

債
務

を
計

画
通

り
返

済
す

る
こ

と
が

不
能

と
な

る
。

（
金

融
機

関
に

と
っ

て
も

、
流

動
性

低
下

と
、

融
資

先
全

体
の

状
況

が
悪

化
す

る
た

め
リ

ス
ク

分
散

が
で

き
ず

、
リ

ス
ク

の
高

い
取

引
先

へ
の

融
資

が
益

々
困

難
と

な
る

。
）

・
自

然
災

害
に

お
い

て
は

、
設

備
の

損
壊

に
加

え
、

風
評

被
害

等
に

よ
り

事
業

継
続

が
困

難
な

状
況

と
な

る
。

・
危

機
の

状
況

が
去

る
ま

で
の

当
分

の
間

、
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
を

安
定

し
事

業
を

継
続

す
る

た
め

の
資

金
や

、
損

壊
し

た
設

備
の

復
旧

資
金

を
要

す
る

。

（
２

）
資

金
供

給
上

の
リ

ス
ク

・
大

規
模

な
経

済
危

機
に

お
い

て
、

そ
の

収
束

時
期

や
先

行
き

を
見

通
す

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
信

用
収

縮
に

陥
り

、
リ

ス
ク

が
高

い
中

小
企

業
ほ

ど
資

金
が

供

給
さ

れ
に

く
い

状
況

と
な

る
。

・
災

害
の

場
合

、
復

旧
の

見
通

し
が

立
た

な
い

中
、

既
往

の
融

資
に

加
え

て
、

信
用

力
を

大
き

く
超

え
た

形
で

の
復

旧
資

金
が

必
要

と
な

る
。

（
３

）
信

用
保

証
の

意
義

・
一

般
的

に
経

済
危

機
は

一
過

的
な

も
の

で
あ

る
が

、
連

鎖
倒

産
等

に
よ

り
実

体
経

済
に

影
響

が
生

じ
れ

ば
、

危
機

が
去

っ
て

も
、

生
産

を
回

復
す

る
等

の
元

の

状
態

に
戻

れ
な

い
状

況
と

な
る

。
こ

う
し

た
状

況
に

陥
る

こ
と

を
回

避
す

る
た

め
、

流
動

性
の

確
保

と
信

用
秩

序
の

維
持

に
資

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。

・
災

害
時

に
は

、
復

旧
に

必
要

と
な

る
追

加
の

資
金

供
給

を
迅

速
か

つ
十

分
に

供
給

で
き

る
形

と
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

▲
14
.6

▲
16
.4

▲
40

▲
35

▲
30

▲
25

▲
20

▲
15

▲
10

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅱ

19
98

99
20

00
01

02
03

04
05

06
07

08
09

10
11

12
13

14
15

中
小
企
業
全

体
小

規
模

事
業

者

金
融

危
機

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

（
２

０
０

８
年

９
月

）

東
日

本
大

震
災

（
２

０
１

１
年

３
月

）

資
金

繰
り

Ｄ
Ｉの

推
移

④
危
機
時
に

お
け

る
資

金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

④
危
機
時
に

お
け

る
資

金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

平
成
28

年
4月

22
日

金
融
W
G

資
料

よ
り
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【
企

業
概

要
】
業

種
：
部

品
製

造
業

従
業

員
区

分
：
2
0
人

超
5
0
人

以
下

•
自
動
車
メ
ー
カ
ー
向
け
の
部
品
製
造
を
行
っ
て
い
る
当
社
は
、
増
加
傾
向
に

あ
っ
た
受
注
に
対
応
し
、
生
産
コ
ス
トの

削
減
と
納
期
短
縮
化
を
図
る
た
め
、

プ
ロ
パ
ー
融
資
に
よ
り
生
産
設
備
の
刷
新
を
行
っ
た
。

•
と
こ
ろ
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
低
迷
に
よ
り
、
主
力
取
引
先
が
減

産
。
受
注
が
大
き
く
減
少
し
、
雇
用
維
持
や
事
業
継
続
の
た
め
の
つ
な
ぎ
の

運
転
資
金
が
必
要
と
な
っ
た
。

•
金
融
機
関
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
プ
ロ
パ
ー
支
援
を
行
っ
て
き
た
も

の
の
、
設
備
資
金
も
含
め
て
既
に
多
額
の
融
資
を
行
っ
て
お
り
、
景
気
の
見

通
し
も
つ
か
な
い
中
で
は
、
追
加
融
資
は
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。

•
そ
こ
で
、
保
証
付
き
融
資
と
政
策
金
融
に
よ
り
事
業
継
続
の
た
め
の
資
金
を

調
達
し
、
景
気
回
復
後
の
速
や
か
な
生
産
再
開
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

④
危
機
時
（

資
金

調
達

の
事
例
）

④
危
機
時
（

資
金

調
達

の
事
例
）

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時

の
資

金
調

達
（
受

注
減

少
時

の
事

業
継

続
の
た
め
の
資

金
を

保
証

付
き
融

資
・
政

策
金

融
に
よ
り
調

達
）

プ
ロ

パ
ー

融
資

保
証

付
き

融
資

政
策

金
融

【企
業
概
要
】
業
種
：プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
業

従
業
員
区
分
：2
0
人
超
5
0
人
以
下

業
歴
：約

3
0
年

•
特
許
を
取
得
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
材
の
自
社
開
発
を
行
い
、
高
い
技
術
力

と
大
手
企
業
を
含
む
取
引
先
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
事
業
基
盤
は
安
定
し
て
お

り
、
プ
ロ
パ
ー
融
資
に
よ
っ
て
資
金
調
達
を
行
っ
て
い
た
。

•
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
受
注
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
決
済
資
金
が
不

足
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
資
金
供
給
を
行
っ
て
い
た
金
融
機
関
は
、
先
行
き
が

見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
追
加
の
融
資
に
全
額
応
じ
な
か
っ
た
。

•
親
会
社
か
ら
紹
介
さ
れ
た
他
の
地
元
金
融
機
関
が
、
企
業
が
保
有
す
る
特

許
・技

術
力
の
高
さ
を
評
価
し
、
一
時
的
な
危
機
が
去
れ
ば
業
況
が
回
復

す
る
と
見
込
み
、
保

証
協

会
付

き
と
の
協

調
に
よ
り
不

足
し
た
運

転
資

金
を

カ
バ
ー
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
乗

り
切

っ
た
。

•
そ
の
後
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
支
え
た
当
該
金
融
機
関
が
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と

な
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時

の
資

金
調

達
（
受

注
減

少
時

に
決

済
資

金
が
不

足
し
、

他
行

か
ら
保

証
付

き
融

資
で
調

達
）

プ
ロ

パ
ー

融
資

危
機

発
生

プ
ロ

パ
ー

融
資

危
機

発
生

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

※
実

際
は

複
数

行
が

関
与

追
加

運
転

資
金

（
据

置
期

間
）

（
据

置
期

間
）

他
行

追
加

運
転

資
金

※
実

際
は

複
数

行
が

関
与

協
調

融
資

注
）

保
証

付
き

政
策

金
融
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④
危
機
時
（

資
金

調
達

の
事
例
）

④
危
機
時
（

資
金

調
達

の
事
例
）

東
日

本
大

震
災

か
ら
の
復

旧
（
旅

館
業

）
（
二

重
ロ
ー
ン
問

題
へ
の
対

応
）

【
企

業
概

要
】
業

種
：
旅

館
業

従
業

員
区

分
：
2
0
人

超
5
0
人

以
下

•
ホ
テ
ル
及
び
レ
ス
トラ

ン
を
経
営
し
て
い
る
。
震
災
に
よ
り
、
建
物
や
給
湯
タ
ン

ク
等
が
一
部
破
損
し
た
こ
と
に
加
え
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
一
時
途
絶
し
た
こ
と
に

伴
い
、
ホ
テ
ル
の
営
業
を
一
時
休
止
し
た
。
加
え
て
、
宴
会
自
粛
に
よ
り
レ
ス

トラ
ン
の
売
上
も
減
少
し
、
既
往
借
入
金
の
条
件
変
更
だ
け
で
は
経
営
が
立

ち
ゆ
か
な
くな

っ
た
。

•
事
業
者
は
既
に
震
災
前
の
債
務
を
抱
え
て
お
り
、
復
旧
の
た
め
の
追
加
的
な

資
金
調
達
は
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
（二

重
ロ
ー
ン
問
題
）

•
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
を
経
て
、
震
災
前
の
債
務
（プ

ロ
パ
ー
融

資
、
保
証
付
き
融
資
）を

一
部
カ
ッ
トの

上
、
劣
後
化
（資

本
金
的
な
取
扱

い
）と

し
、
新
た
な
資
金
調
達
が
可
能
な
形
と
し
た
。

•
そ
の
上
で
修
繕
費
用
を
、
プ
ロ
パ
ー
融
資
・保

証
付
き
の
協
調
に
よ
る
新
規

融
資
で
調
達
し
、
復
旧
に
向
か
っ
た
。

プ
ロ

パ
ー

融
資

保
証

付
き

資
本

性
劣

後
ロ

ー
ン

（
資

本
金

的
な

取
扱

い
）

東
日

本
大

震
災

か
ら
の
復

旧
（
造

船
業

）
（
生

産
設

備
の
復

旧
資

金
を
政

策
金

融
、
保

証
付

き
融

資
で
調

達
）

プ
ロ

パ
ー

融
資

プ
ロ

パ
ー

融
資保

証
付

き

【
企

業
概

要
】
業

種
：
船

舶
製

造
、
修

理
業

従
業

員
区

分
：
1
0
0
人

超

•
高
い
技
術
と
強
い
営
業
基
盤
を
有
し
、
造
船
業
を
営
ん
で
い
る
。
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
、
生
産
設
備
の
破
損
に
加
え
、
建
造
中
の
船
舶
、
修
理
の
た
め

に
係
船
中
の
船
舶
の
座
礁
・水

没
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
生
産
活
動

は
休
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

•
地
域
経
済
・雇

用
の
要
の
企
業
で
あ
り
、
関
連
産
業
も
含
め
た
被
災
地
域
の

復
興
の
観
点
か
ら
も
、
企
業
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

生
産
活
動
が
休
止
す
る
中
、
大
幅
な
資
金
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。

•
震
災
直
後
の
混
乱
の
中
で
は
、
再
生
計
画
を
策
定
す
る
ま
で
に
は
時
間
を

要
し
、
金
融
機
関
も
必
要
資
金
全
額
の
追
加
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
が
難
し
い
状

況
で
あ
っ
た
た
め
、
保
証
付
き
融
資
を
活
用
し
、
事
業
継
続
の
た
め
の
資
金

調
達
が
可
能
と
な
っ
た
。

•
そ
の
後
、
公
的
支
援
も
受
け
な
が
ら
、
復
旧
を
果
た
し
た
。

危
機

発
生

危
機

発
生

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

（
条

件
変

更
中

）

※
一

部
債

務
カ

ッ
ト

復
旧

資
金

政
策

金
融

復
旧

資
金

※
実

際
は

複
数

行
が

関
与

※
実

際
は

複
数

行
が

関
与

協
調

融
資

注
）

（
据

置
期

間
）

震
災

前
債

務

（
条

件
変

更
中

）
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⑤
低
迷
・
再

生
段

階
に

お
け
る
資
金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

⑤
低
迷
・
再

生
段

階
に

お
け
る
資
金
の
性
質
と
信
用
補
完
制
度
の
意
義

（
１

）
事

業
者

が
必

要
と

す
る

資
金

の
特

徴

・
市

場
の

変
化

や
主

要
取

引
先

の
受

注
減

等
に

よ
る

業
績

低
迷

、
コ

ス
ト

増
加

等
の

経
営

管
理

上
の

理
由

に
よ

り
収

支
が

悪
化

し
、

当
初

計
画

し
て

い
た

返
済

が

困
難

と
な

る
。

・
事

業
そ

の
も

の
に

は
可

能
性

が
あ

っ
て

も
、

経
営

者
は

目
先

の
売

上
高

の
確

保
と

、
資

金
繰

り
に

奔
走

し
（
今

週
の

仕
入

れ
代

金
の

支
払

い
、

今
月

の
給

与
支

払
い

等
）
本

業
に

集
中

で
き

な
い

状
況

と
な

り
、

益
々

業
績

が
悪

化
す

る
と

い
っ

た
状

況
と

な
る

。
財

務
管

理
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
既

に
採

算
割

れ
を

起
し

て
い

る
と

い
っ

た
こ

と
も

あ
る

。

・
こ

う
し

た
状

況
に

お
い

て
は

、
借

入
金

の
返

済
条

件
を

緩
和

（
リ

ス
ケ

）
す

る
こ

と
な

ど
よ

り
資

金
の

流
失

を
一

旦
防

ぎ
、

そ
の

間
に

複
数

債
務

の
一

本
化

等
に

よ

る
資

金
繰

り
の

安
定

化
、

採
算

割
れ

し
た

事
業

の
整

理
や

設
備

投
資

等
に

よ
る

主
力

事
業

の
強

化
と

い
っ

た
抜

本
的

な
経

営
建

て
直

し
を

行
う

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
業

種
や

内
容

に
よ

っ
て

は
、

こ
の

た
め

の
設

備
資

金
や

運
転

資
金

と
い

っ
た

ニ
ュ

ー
マ

ネ
ー

が
必

要
と

な
る

。

（
２

）
資

金
供

給
上

の
リ

ス
ク

・
経

営
状

態
が

悪
化

し
つ

つ
あ

る
事

業
者

に
お

い
て

は
、

追
加

運
転

資
金

の
確

保
の

た
め

、
既

に
与

信
限

度
ま

で
借

入
を

行
い

、
リ

ス
ケ

を
行

い
な

が
ら

事
業

を

継
続

し
て

い
る

ケ
ー

ス
も

多
い

。

・
抜

本
的

な
再

建
の

た
め

に
は

追
加

的
な

資
金

が
必

要
と

な
る

が
、

経
営

上
の

様
々

な
課

題
が

残
さ

れ
て

い
る

場
合

が
あ

り
、

計
画

の
実

現
に

は
リ

ス
ク

を
伴

う
。

（
３

）
信

用
保

証
の

役
割

・
メ

イ
ン

バ
ン

ク
を

始
め

と
す

る
金

融
機

関
に

お
い

て
、

上
記

の
初

期
症

状
を

的
確

に
把

握
し

、
必

要
に

応
じ

て
専

門
家

の
支

援
や

保
証

協
会

と
の

調
整

等
を

通
じ

て
、

早
期

に
資

金
繰

り
の

安
定

化
を

図
り

経
営

改
善

の
対

応
を

促
し

て
行

く
こ

と
が

有
効

と
な

る
。

他
方

、
一

部
の

金
融

機
関

に
お

い
て

は
、

信
用

保
証

で
保

全

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

よ
り

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

支
援

姿
勢

が
不

十
分

と
な

り
、

こ
う

し
た

対
応

が
手

遅
れ

に
な

る
場

合
も

あ
る

。

・
事

業
者

を
最

後
ま

で
支

え
る

姿
勢

の
メ

イ
ン

バ
ン

ク
等

の
対

応
を

、
保

証
協

会
が

適
切

に
リ

ス
ク

シ
ェ

ア
を

し
な

が
ら

支
え

て
い

く
こ

と
が

、
中

小
企

業
の

経
営

改

善
を

促
し

事
業

を
発

展
さ

せ
る

観
点

で
有

効
と

な
る

。
こ

の
た

め
、

保
証

協
会

に
お

い
て

は
、

業
況

等
に

即
し

て
審

査
・
承

諾
を

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

こ
う

し
た

金
融

機
関

の
支

援
姿

勢
（
プ

ロ
パ

ー
融

資
等

）
を

勘
案

し
て

対
応

す
る

こ
と

が
重

要
と

な
る

。

＜
事

業
再

生
・
経

営
改

善
に

係
る

足
下

の
課

題
＞

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

時
の

影
響

を
は

じ
め

と
し

て
、

今
な

お
単

に
条

件
変

更
を

繰
り

返
す

状
況

と
な

っ
て

い
る

事
業

者
に

つ
い

て
は

、
景

況
が

安
定

し
て

い
る

中
で

、
中

小
企

業
再

生
支

援
協

議
会

や
保

証
協

会
の

支
援

枠
組

み
等

を
総

動
員

し
て

、
事

業
再

生
・
経

営
改

善
（
更

に
は

事
業

承
継

）
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
な

お
、

既
に

経
営

の
建

て
直

し
が

困
難

で
あ

り
経

営
者

が
廃

業
を

決
断

す
る

場
合

に
は

、
円

滑
な

形
で

廃
業

を
進

め
、

そ
の

後
の

第
二

創
業

・
再

チ
ャ

レ
ン

ジ
に

繋
げ

て
行

く
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

平
成
28

年
4月

22
日

金
融
W
G

資
料

よ
り

61



⑤
低
迷
・
再
生
段
階
（
資
金
調
達
の
事
例
）

⑤
低
迷
・
再
生
段
階
（
資
金
調
達
の
事
例
）

【企
業

概
要
】
業
種
：電

気
電
子
部
材
製
造
業

従
業
員
区
分
：1

0
0
人
超

業
歴
：約

4
0
年

•
電

気
電

子
部

材
を
自

社
開

発
し
、
複

数
の
金

融
機

関
か
ら
の
プ
ロ
パ
ー
融

資
に
よ
っ
て
資

金
を
調

達
し
事

業
拡

大
を
行

っ
て
い
た
。

•
海

外
製

品
や
海

外
企

業
と
の
競

争
が
激

化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
業

績
が
急

激
に
悪

化
し
、
要

注
意

先
に
区

分
さ
れ
る
ほ
ど
に
財

務
内

容
も
悪

化
し
た
。

•
一

部
の
金

融
機

関
が
返

済
を
求

め
た
り
、
複

数
行

へ
の
運

転
資

金
の
借

入
れ
申

請
も
不

調
に
終

わ
り
、
資

金
が
シ
ョ
ー
ト
し
か
け
た
。

•
そ
の
よ
う
な
中

で
、
と
あ
る
金

融
機

関
が
、
業

績
悪

化
の
原

因
と
そ
の
改

善
策

等
に
つ
い
て
検

討
を
行

っ
た
。
人

件
費

の
削

減
、
採

算
割

れ
し
た
事

業

か
ら
の
撤

退
等

の
経

営
改

善
を
実

施
す
れ
ば
、
将

来
性

が
期

待
さ
れ
る
と

し
て
、
プ
ロ
パ
ー
と
保

証
付

き
の
協

調
融

資
を
実

施
し
て
経

営
を
支

え
た
。

•
そ
の
後

、
要

注
意

先
を
脱

し
、
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
市

場
シ
ェ
ア
を
持

つ
グ

ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企

業
に
成

長
し
た
。

技
術

力
に
着

目
し
、
経

営
改

善
を
実

施

プ
ロ

パ
ー

プ
ロ

パ
ー

プ
ロ

パ
ー

プ
ロ

パ
ー

プ
ロ

パ
ー

￥
￥

協
調

融
資

注
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

【
企

業
概

要
】
業

種
：
運

送
業

従
業

員
区

分
：
5
0
人

超
1
0
0
人

以
下

•
業

歴
4
0
年

の
自

動
車

部
品

の
運

送
業

者
。
震

災
後

の
メ
ー
カ
ー
生

産
再

開
を
見

込
み
、
設

備
投

資
を
実

施
し
た
。

•
思

う
よ
う
に
生

産
が
戻

ら
ず
、
金

融
債

務
が
負

担
と
な
っ
て
い
た
中

で
、
外

部

専
門

家
を
活

用
し
、
採

算
管

理
の
徹

底
な
ど
の
経

営
改

善
策

を
策

定
し
た
。

•
条

件
変

更
の
み
で
は
資

金
繰

り
に
行

き
詰

ま
り
、
メ
イ
ン
行

の
呼

び
か
け
で
取

引
金

融
機

関
の
協

調
支

援
を
検

討
し
た
が
、
不

調
に
終

わ
り
、
こ
れ
以

上
の

支
援

が
困

難
な
状

況
で
あ
っ
た
。

•
保

証
協

会
の
提

案
に
よ
り
、
経

営
改

善
計

画
を
改

め
て
策

定
し
、
メ
イ
ン
バ
ン

ク
の
プ
ロ
パ
ー
融

資
と
協

調
し
て
保

証
付

き
融

資
を
実

施
。
半

年
間

の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
後

、
条

件
変

更
中

で
あ
っ
た
融

資
も
返

済
を
開

始
す
る
な
ど
、
現

在

の
業
況
改
善
に
繋
が
っ
て
い
る
。

復
興

需
要

を
見

込
み
設

備
投

資
を
実

施
し
た
も
の
の

生
産

が
戻

ら
ず
経

営
不

振
に
陥

っ
た
事

業
者

の
経

営
改

善

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

複
数

行

経
営

改
善

の
た

め
の

追
加

資
金

保
証

付
き

プ
ロ

パ
ー

保
証

付
き

複
数

行
保

証
付

き

（
条

件
変

更
中

）

保
証

付
き

プ
ロ

パ
ー

経
営

改
善

の
た

め
の

追
加

資
金

協
調

融
資

注
）
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⑤
低
迷
・
再
生
段
階
（
資
金
調
達
の
事
例
）

⑤
低
迷
・
再
生
段
階
（
資
金
調
達
の
事
例
） 複

数
債

務
を
一

本
化

し
て
資

金
繰

り
を
正

常
化

し
、

短
期

を
プ
ロ
パ
ー
、
長

期
を
保

証
付

き
融

資
と
し
、
設

備
投

資
を
実

施

プ
ロ

パ
ー

（
担

保
）

保
証

付
き

（
運

転
資

金
）

保
証

付
き

（
設

備
資

金
）

保
証

付
き

（
運

転
資

金
）

プ
ロ

パ
ー

（
Ａ

Ｂ
Ｌ

）
（
運

転
資

金
）

44
プ

ロ
パ

ー
（
担

保
）

プ
ロ

パ
ー

（
運

転
資

金
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
不

在
と
な
り
経

営
改

善
が
難

航

【企
業

概
要
】
業
種
：事

務
機
器
卸
売
業

従
業
員
区
分
：2

0
人

超
5
0
人

以
下

業
歴
：約

1
5
年

•事
務

機
器

卸
売

業
と
し
て
、
順

調
に
業

容
拡

大
し
て
い
た
が
、
法

規
制

に
よ
り
主

力
商

品
の
取

扱
い
が
難

し
く
な
る
可

能
性

が
出

て
き
た
。

•新
た
な
収

益
の
柱

を
造

る
べ
く
、
保

証
協

会
、
政

府
系

金
融

機
関

を
利

用
し
て
、
新

規
分

野
進

出
の
た
め
の
資

金
を
調

達
す
る
も
、
軌

道
に
乗

ら
ず
過

大
な
債

務
を
抱

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

•同
社

は
、
業

況
の
立

て
直

し
が
進

む
ま
で
、
元

金
返

済
の
棚

上
げ
を
希

望
し
た
が
、
民

間
金

融
機

関
か
ら
の
借

入
は
全

額
保

証
協

会
付

、
他

借
入

は
政

府
系

金
融

機
関

か
ら
の
調

達
の
た
め
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
事

実
上

不
在

で
あ
り
、
債

権
者

間
の
調

整
が
進

ま
な
い
状

況
に
陥

っ
た
。

•こ
の
た
め
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
代

わ
っ
て
保

証
協

会
が
対

応
を
主

体
的

に

進
め
、
関

係
金

融
機

関
と
調

整
し
一

旦
条

件
変

更
を
行

っ
た
が

好
転

の
兆

し
見

え
ず
、
先

行
き
は
不

透
明

な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

保
証

付
き

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

複
数

行

複
数

行

政
策

金
融

政
策

金
融

【
企

業
概

要
】
業

種
：
輸

入
バ
イ
ク
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
業

歴
4
3
年

）

•
輸

入
元

か
ら
店

舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
要

請
を
受

け
た
が
、
要

注
意

先
で
あ
り
、
担

保
・

保
証

協
会

の
枠

は
埋

ま
り
、
追

加
の
資

金
調

達
が
困

難
な
状

況
で
あ
っ
た
。

•
複

数
行

が
事

業
内

容
を
考

え
ず
担

保
・
協

会
付

き
融

資
を
行

い
、
返

済
の
た
め
の

借
換

を
繰

り
返

す
状

況
と
な
り
、
事

業
継

続
の
可

否
が
検

討
さ
れ
て
い
た
。

•
経

営
者

に
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
再

建
の
意

思
が
あ
り
、
こ
う
し
た
中

、
サ
ブ
の
金

融
機

関
が
事

業
性

に
着

目
し
、
保

証
協

会
と
連

携
し
て
経

営
改

善
に
着

手
。

•
メ
イ
ン
・
準

メ
イ
ン
か
ら
担

保
付

融
資

・
協

会
付

き
融

資
を
譲

り
受

け
て
一

本
化

し
、

返
済

を
長

期
化

し
て
資

金
繰

り
を
安

定
化

。

•
そ
の
上

で
、
店

頭
在

庫
の
流

通
価

値
に
着

目
し
、
Ａ
Ｂ
Ｌ
（
動

産
担

保
融

資
）
に
よ

り
、
運

転
資

金
を
別

途
プ
ロ
パ
ー
で
提

供
。
運

転
資

金
で
利

用
さ
れ
て
い
た
保

証
協

会
の
枠

を
空

け
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
た
め
の
設

備
資

金
に
回

し
た
。

•
毎

月
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
続

け
、
経

営
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
課

題
解

決
に
成

功
、
２
年

後
に
は
国

内
代

理
店

ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

金
融

機
関

、
債

務
を

一
本

化

（
条

件
変

更
中

）

設
備

投
資

保
証

付
き

政
策

金
融
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プ
ロ
パ
ー
融
資
（
保
証
の
付
か
な
い
融
資
）
の
協
調
状
況

プ
ロ
パ
ー
融
資
（
保
証
の
付
か
な
い
融
資
）
の
協
調
状
況

①
従

業
員

規
模

別
の

プ
ロ

パ
ー

支
援

額
②

業
歴

別
の

プ
ロ

パ
ー

支
援

額

10
0％

保
証

の
み

（創
業

・小
口

零
細

・
セ

ー
フ

テ
ィ
ネ

ッ
ト
等

）

保
証

付
き

融
資

＋

プ
ロ

パ
ー

融
資

の
残

高
あ

り

○
プ

ロ
パ

ー
融

資
と

の
協

調
に

つ
い

て
、

一
部

保
証

の
現

場
に

お
い

て
実

施
さ

れ
て

い
る

状
況

。
（
①

資
金

使
途

・
金

融
機

関
の

支
援

姿
勢

等
を

勘
案

し
つ

つ
プ

ロ
パ

ー
融

資
と

実
質

的
に

協
調

す
る

形
で

行
わ

れ
て

い
る

場
合

、
②

予
め

プ
ロ

パ
ー

融
資

を
組

み
込

み
５

：
５

の
保

証
割

合
と

な
る

メ
ニ

ュ
ー

を
セ

ッ
ト

し
て

、
金

融
機

関
と

調
整

の
上

で
適

用
す

る
場

合
が

あ
る

。
）

（
注

）
保

証
申

込
時

に
プ

ロ
パ

ー
残

高
を

有
す

る
案

件
の

割
合

（
平

成
２

７
年

４
月

～
平

成
２

８
年

２
月

に
か

け
て

調
査

）
。

責
任

共
有

制
度

に
よ

る
保

証

（金
融

機
関

２
割

負
担

）
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３

プ
ロ
パ
ー
融
資
の
重
要
性

プ
ロ
パ
ー
融
資

保
証
付
融
資

保
証
付
融
資

プ
ロ
パ
ー
融
資
維
持

プ
ロ
パ
ー
融
資
を
徐
々
に

引
き
揚
げ
最
終
的
に
は

全
て
保
証
付
き
融
資
に

業
績
が
好
調
な
時
は
⾦

融
機
関
は
積
極
的
に
プ

ロ
パ
ー
融
資
を
実
施

⾦
融
機
関

中
⼩
企
業

積
極
融
資

＜
資
⾦
繰
り
イ
メ
ー
ジ
＞

保
証
付
融
資

事
業

を
評

価
し
た
融
資
に
よ
る
成
長

支
援

【企
業

概
要

】
業

種
：

輸
⼊

バ
イク

デ
ィー

ラー
（

業
歴

約
40

年
）

＜
良

い
例
＞

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

複 数 行

【企
業

概
要

】
業

種
：

事
務

機
器

卸
売

業
（

業
歴

約
15

年
）

・

保
証

付
き

融
資

複
数

行

（
リ

ス
ケ

中
）

保
証

付
き

融
資

政
策

金
融

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

・多
くの

銀
⾏

が
事

業
内

容
を

考
え

ず
協

会
付

き
融

資
を

⾏
った

結
果

、経
営

者
は

資
⾦

繰
りに

追
わ

れ
、事

業
継

続
が

困
難

な
状

況
とな

って
い

た
。

・⼀
⽅

、経
営

者
に

は
再

建
に

向
け

た
強

い
意

思
が

あ
り、

メイ
ン

⾏
と相

談
す

る
も

「要
注

意
先

」
の

た
め

追
加

の
資

⾦
調

達
は

で
き

な
い

状
況

で
あ

った
。

・こ
うし

た
中

、サ
ブ

⾏
が

事
業

に
着

⽬
し再

建
に

着
⼿

。ま
ず

、複
数

⾏
の

債
務

を
メイ

ン
か

ら譲
り受

け
て

⼀
本

化
し、

資
⾦

繰
りを

安
定

化
。そ

の
上

で
、事

業
を

評
価

して
運

転
資

⾦
を

別
途

の
プ

ロパ
ー

融
資

で
提

供
し、

埋
ま

って
い

た
保

証
協

会
の

枠
を

空
け

て
、設

備
資

⾦
とし

て
利

⽤
した

。
・そ

の
後

、残
りの

課
題

解
決

に
成

功
し、

２
年

後
に

は
国

内
の

代
理

店
で

トッ
プ

とな
った

。

・順
調

に
事

業
拡

⼤
して

い
た

が
、規

制
に

よ
り主

⼒
商

品
の

取
扱

い
に

陰
りが

⽣
じた

。
・新

た
な

収
益

の
柱

を
造

る
べ

く、
保

証
協

会
・政

府
系

⾦
融

機
関

を
利

⽤
して

資
⾦

を
調

達
す

る
も

、軌
道

に
乗

らず
過

⼤
な

債
務

を
抱

え
る

こと
とな

った
。

・同
社

は
、⽴

て
直

しが
進

む
ま

で
リス

ケ
を

希
望

した
が

、⺠
間

⾦
融

機
関

か
らの

借
⼊

は
全

額
が

保
証

協
会

付
き

で
あ

った
た

め
、責

任
を

持
つ

は
ず

の
メイ

ン
バ

ン
クが

不
在

で
あ

り、
債

権
者

間
の

調
整

が
進

ま
な

い
状

況
とな

った
。

・こ
の

た
め

メイ
ンバ

ン
クに

替
わ

って
保

証
協

会
が

主
導

して
対

応
し、

⼀
旦

リス
ケ

を
⾏

った
が

、
先

⾏
き

は
不

透
明

な
状

況
とな

って
い

る
。

金
融

機
関

債
務

を
一

本
化

（ 設 備 投 資 ）

プ
ロ

パ
ー

融
資

（
短

コ
ロ

）

業
績
悪
化
時
の
状
況

（
収
⽀
不
安
定
、
信
⽤
リ
ス
ク
の
⾼
ま
り
）

業
績
好
調
時
の
状
況

（
収
⽀
安
定
、
信
⽤
リ
ス
ク
低
い
）

＜
良
い
例
＞

プ
ロ
パ
ー
融
資
を
維
持
す
る
場
合

＜
悪
い
例
＞

保
証
付
融
資
の
み
に
な
る
場
合

保
証
協
会
任
せ
で

メ
イ
ン
バ
ン
ク
不
在

（
10
0％

保
証
で
は
尚
更
）

プ
ロ
パ
ー
融
資

保
証
付
融
資

保
証
付
融
資

メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
不

在
と
な
り
経

営
改

善
が
進

ま
な
い

＜
悪

い
例
＞

⾦
融
機
関

中
⼩
企
業

経
営
⽀
援

業
績
回
復

・
⾦
融
機
関
の
中
⼩
企
業
に
対
す
る

⽀
援
姿
勢
に
直
結

・
経
営
改
善
・
事
業
再
⽣
に
繋
が
る

⾦
融
機
関

中
⼩
企
業

経
営
⽀
援

業
績
低
迷

・
経
営
改
善
・
事
業
再
⽣
の
⽀
援
進
ま
ず

・
条
件
変
更
の
繰
り
返
し

中
⼩
企
業
へ
の
影
響
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4.
2.
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
在
り
方
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
の
概
要

対
象

中
小

企
業

(以
下

の
事

象
に

よ
り

経
営

の
安

定
に

支
障

を
生

ず
る

場
合

)
適

用
例

1号
【
連

鎖
倒

産
】

大
型

倒
産

事
業

者
に

対
し

、
売

掛
債

権
等

を
有

す
る

場
合

・
エ

ル
ピ

ー
ダ

メ
モ

リ
の

会
社

更
生

手
続

開
始

（
H

2
4
）

2号
【
事

業
活

動
の

制
限

】

事
業

活
動

の
制

限
を

行
う

事
業

者
と

一
定

の
取

引
関

係
に

あ
る

場
合

・
三

菱
自

動
車

の
生

産
縮

小
（
H

2
8
）

3号
【
事

故
等

の
突

発
的

災
害

】

事
故

等
の

影
響

を
受

け
て

い
る

場
合

・
ナ

ホ
ト

カ
号

流
出

油
災

害
（
H

9
）

4号
【
自

然
災

害
等

の
突

発
的

災
害

】

自
然

災
害

の
影

響
を

受
け

て
い

る
場

合

・
関

東
・
東

北
豪

雨
（
常

総
市

等
）
（
H

2
7
）

・
熊

本
地

震
（
熊

本
県

、
大

分
県

等
）
（
H

2
8
）

5号
【
不

況
業

種
】

不
況

業
種

に
属

し
た

事
業

を
行

っ
て

い
る

場
合

・
不

況
業

種
を

指
定

（
H

2
8
.1

0
時

点
2
3
6
業

種
）

・
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

に
は

段
階

的
に

全
業

種
指

定
し

て
対

応
（
注

１
）

6号
【
破

綻
金

融
機

関
】

破
綻

金
融

機
関

と
金

融
取

引
を

行
っ

て
い

た
場

合
・
日

本
振

興
銀

行
の

破
綻

（
H

2
2
）

注
１

）
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
へ

の
対

応
の

た
め

平
成
20

年
10

月
31

日
～

平
成
23

年
3月

31
日

に
か

け
て

緊
急

保
証

・
景

気
対

応
緊

急
保

証
と

し
て

原
則

全
業

種
を

指
定

し
て

実
施

し
た

。
注

２
）
中

小
企

業
信

用
保

険
法

上
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証
7号

（
金

融
機

関
の

経
営

の
合

理
化

）
、

同
8号

（
Ｒ

Ｃ
Ｃ

へ
の

債
権

譲
渡

）
に

つ
い

て
は

責
任

共
有

制
度

（
金

融
機

関
が
20

％
の

リ
ス

ク
を

負
担

）
の

対
象

。

注
３

）
中

小
企

業
信

用
保

険
法

に
基

づ
く
制

度
以

外
に

、
災

害
関

係
保

証
（
激

甚
災

害
法

）
、

東
日

本
大

震
災

復
興

緊
急

保
証

等
に

係
る

保
証

は
10
0％

保
証

。

■
経

済
環

境
に

よ
る

影
響


１

号
（
連

鎖
倒

産
）


２

号
（
事

業
活

動
の

制
限

）


５

号
（
不

況
業

種
）


６

号
（
破

綻
金

融
機

関
）

■
災

害
・
事

故
等

に
よ

る
影

響


３

号
（
事

故
等

）


４

号
（
自

然
災

害
）

○
経

済
環

境
や

災
害

・
事

故
の

影
響

等
に

よ
り

経
営

の
安

定
に

支
障

を
生

じ
て

い
る

中
小

企
業

の
資

金
繰

り
を

一
時

的
に

支
援

す
る

た
め

、
中

小
企

業
信

用
保

険
法

等
に

基
づ

き
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
制

度
（
※

）
が

措
置

さ
れ

て
い

る
。

※
通

常
の

一
般

保
証

と
は

「
別

枠
」
で

、
基

本
的

に
は

「
10

0％
保

証
」
を

実
施

。
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過
去
の
危
機
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
の
整
備

高
度

経
済

成
長

期

金
融

シ
ス

テ
ム

不
安

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

（
注

）
日

経
平

均
株

価
は

1
2
月

末
の

値
。

1
ド

ル
為

替
相

場
は

S
3
3
（
1
9
5
8
）
年

～
S
5
7
（
1
9
8
2
）
年

は
1
2
月

末
値

（
日

銀
百

年
史

よ
り

）
、

S
5
8
（
1
9
8
3
）
年

～
H

2
7
（
2
0
1
5
）
年

は
1
2
月

平
均

値
（
日

銀
統

計
よ

り
）

現
１

号
（
連

鎖
倒

産
）

現
２

号
（
事

業
活

動
制

限
）

現
５

号
（
不

況
業

種
）

現
３

号
（
事

故
等

）
現

４
号

（
自

然
災

害
）

現
６

号
（
破

綻
金

融
機

関
）

【
参

考
】
緊

急
保

証
（
５

号
全

業
種

指
定

）

S3
3

S4
0

S5
0

バ
ブ

ル

S6
0

H1
H5

H1
0

H1
5

H2
0

H2
5
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
に
つ
い
て
（
総
論
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
に
つ
い
て
（
総
論
）

【
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
の

重
要

性
】

①
大

規
模

な
経

済
危

機
や

自
然

災
害

等
の

際
に

は
、

企
業

の
業

況
に

係
わ

ら
ず

売
上

・
受

注
の

急
減

や
設

備
の

損
壊

等
に

よ
り

事
業

継
続

が
困

難
と

な
る

。
ま

た
、

金
融

機
関

に
お

い
て

も
先

行
き

が
見

通
せ

な
い

中
で

、
中

小
企

業
の

事
業

活
動

を
支

え
る

た
め

の
十

分
な

資
金

供
給

を
行

う
こ

と
が

困
難

と
な

る
。

②
金

融
は

企
業

に
と

っ
て

の
血

液
で

あ
る

。
何

ら
か

の
危

機
に

よ
り

そ
の

循
環

機
能

が
麻

痺
す

る
場

合
に

は
、

政
府

が
前

面
に

立
っ

て
迅

速
に

リ
ス

ク
緩

和
（
セ

ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

※
）
等

の
応

急
処

置
を

行
わ

な
け

れ
ば

、
信

用
収

縮
等

が
生

じ
、

資
力

に
乏

し
い

中
小

企
業

が
連

鎖
倒

産
等

を
引

き
起

こ
し

、
危

機
が

去
っ

た
後

に
も

元
に

戻
れ

な
い

状
況

と
な

り
か

ね
な

い
。

そ
の

結
果

、
技

術
・
雇

用
が

失
わ

れ
、

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
崩

壊
等

を
招

き
、

我
が

国
の

産
業

競
争

力
が

失
わ

れ
る

こ
と

や
地

域
経

済
の

混
乱

を
招

き
か

ね
な

い
。

※
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
と

は
、

中
小

企
業

信
用

保
険

法
に

基
づ

き
、

自
然

災
害

、
大

手
の

生
産

縮
小

等
に

際
し

て
、

経
営

の
安

定
に

支
障

が
生

じ
て

い
る

中
小

企
業

を
一

時
的

に
支

援
す

る
た

め
、

１
）
一

般
保

証
と

は
別

枠
の

保
証

を
可

能
と

し
、

２
）
基

本
的

に
は

当
該

別
枠

を
10

0%
保

証
と

し
て

い
る

。

【
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
に

よ
る

副
作

用
】

③
上

述
の

と
お

り
、

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

は
、

危
機

時
に

お
い

て
十

分
な

資
金

供
給

を
可

能
と

す
る

こ
と

で
信

用
収

縮
等

を
回

避
す

る
重

要
な

役
割

を
有

す
る

。

一
方

、
危

機
が

去
れ

ば
速

や
か

に
措

置
を

終
了

す
る

必
要

が
あ

る
。

危
機

が
去

っ
た

状
況

で
も

リ
ス

ク
フ

リ
ー

の
資

金
の

供
給

を
可

能
と

す
る

な
ど

政
府

が
過

度
な

支
援

を
行

え
ば

、
市

場
原

理
・
競

争
環

境
が

歪
め

ら
れ

、
金

融
機

関
の

事
業

を
見

た
融

資
へ

の
取

組
が

阻
害

さ
れ

る
こ

と
や

、
中

小
企

業
の

経
営

改
善

努
力

の
動

機
が

失
わ

れ
る

な
ど

、
中

長
期

的
に

見
れ

ば
日

本
経

済
の

足
腰

を
弱

め
る

結
果

と
な

り
か

ね
な

い
。

④
例

え
ば

、
平

成
19

年
夏

に
発

生
し

た
サ

ブ
プ

ラ
イ

ム
住

宅
ロ

ー
ン

問
題

は
、

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

と
し

て
世

界
的

な
金

融
危

機
へ

と
拡

大
し

た
。

流
動

性
の

低
下

、

信
用

不
安

が
広

が
り

、
規

模
・
業

種
に

関
わ

ら
ず

多
く
の

中
小

企
業

の
資

金
調

達
が

困
難

な
状

況
に

陥
っ

た
。

こ
の

た
め

、
政

府
に

お
い

て
は

、

・
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
に

つ
い

て
、

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証
5号

を
原

則
全

業
種

に
指

定
す

る
こ

と
で

、
中

小
企

業
の

円
滑

な
資

金
調

達
を

可
能

と
し

た
（
緊

急
保

証
・
景

気
対

応
緊

急
保

証
：
平

成
20

年
10

月
31

日
～

平
成
23

年
3月

31
日

）
。

・
更

に
、

平
成
21

年
12

月
に

は
、

「
中

小
企

業
金

融
円

滑
化

法
」
を

施
行

し
、

金
融

機
関

が
貸

付
条

件
の

変
更

（
条

件
変

更
）
等

に
努

め
る

こ
と

を
促

す
等

の
措

置
を

講
じ

た
。

※
条

件
変

更
と

は
、

当
初

の
返

済
期

限
を

延
期

す
る

な
ど

貸
付

条
件

の
変

更
を

行
う

こ
と

。
条

件
変

更
を

行
う

と
、

当
該

条
件

変
更

が
な

さ
れ

た
債

務
の

返

済
が

正
常

化
す

る
ま

で
は

、
新

規
の

借
入

れ
が

困
難

と
な

る
。

こ
れ

ら
の

措
置

と
現

場
関

係
者

の
努

力
に

よ
り

、
多

く
の

倒
産

を
回

避
（
推

計
：
16

,1
00

先
）
し

雇
用

維
持

を
果

た
し

た
。

（
次

頁
へ

続
く
）
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
に
つ
い
て
（
総
論
）

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
に
つ
い
て
（
総
論
）

⑤
こ

う
し

た
効

果
の

反
面

、
そ

の
副

作
用

に
よ

り
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
の

発
端

か
ら
8年

近
く
経

っ
た

現
在

で
も

、
経

営
改

善
が

進
ま

な
い

事
業

者
数

等
は

依
然

と
し

て
高

い
水

準
と

な
っ

て
い

る
（
図
1,
2参

照
）
。

条
件

変
更

中
の

中
小

企
業

に
お

い
て

は
、

経
営

者
の

経
営

改
善

や
返

済
正

常
化

に
向

け
た

意
識

が
乏

し
い

場
合

や
、

金
融

機
関

の
支

援
姿

勢
が

不
明

確
と

な
り

、
実

質
的

な
経

営
改

善
が

進
ま

な
い

と
い

っ
た

実
態

が
あ

る
。

特
に

、
10

0%
保

証
の

下
で

複
数

行
が

関
与

し
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

の
中

で
幹

事
的

な
役

割
を

担
い

、
中

小
企

業
の

資
金

繰
り

や
経

営
を

安
定

さ
せ

る
メ

イ
ン

バ
ン

ク
と

し
て

の
機

能
が

不
明

確
と

な
り

、
よ

り

経
営

改
善

が
進

め
ら

れ
に

く
く
な

る
と

い
っ

た
実

態
も

あ
る

。

（
他

方
、

条
件

変
更

の
下

で
も

、
経

営
者

の
生

業
維

持
の

意
志

と
、

こ
れ

を
最

後
ま

で
支

え
る

金
融

機
関

の
姿

勢
が

あ
り

、
時

間
を

か
け

な
が

ら
経

営
改

善
が

進
め

ら
れ

て
い

る
実

態
も

あ
る

。
）

い
ず

れ
に

せ
よ

、
一

般
的

に
、

条
件

変
更

中
に

は
設

備
更

新
（
老

朽
設

備
の

更
新

、
車

両
の

買
い

替
え

等
）
の

た
め

の
設

備
資

金
や

、
受

注
の

機
会

が
あ

っ

て
も

運
転

資
金

の
新

規
調

達
等

が
困

難
と

な
り

、
そ

の
結

果
、

経
営

は
徐

々
に

先
細

り
、

特
に

、
事

業
承

継
は

困
難

と
な

り
か

ね
な

い
。

ま
た

、
次

な
る

外
生

的

シ
ョ

ッ
ク

が
生

じ
た

場
合

、
新

規
資

金
を

調
達

す
る

こ
と

が
困

難
と

な
り

、
倒

産
が

相
次

ぎ
日

本
経

済
の

混
乱

を
招

き
か

ね
な

い
。

⑥
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
は

、
危

機
時

の
信

用
収

縮
や

連
鎖

倒
産

等
の

回
避

の
応

急
処

置
と

し
て

大
き

な
効

果
を

発
揮

す
る

も
の

の
、

上
記

の
よ

う
な

副
作

用
を

も
た

ら
す

側
面

も
あ

る
。

こ
の

た
め

、
個

別
の

制
度

ご
と

に
危

機
の

性
質

を
精

査
し

、
効

果
と

副
作

用
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

証
の

上
、

保
証

枠
・
保

証
割

合
・
措

置
の

終
了

等
に

つ
い

て
必

要
な

場
合

に
は

見
直

し
を

行
う

こ
と

が
重

要
と

な
る

。

（注
）平

成
28

年
3月

末
時

点
で

入
力

の
あ

る
法

人
企

業
の

決
算

デ
ー

タ
を

集
計

。
そ

の
う
ち

平
成

22
年

度
中

に
条

件
変

更
を

実
施

し
た

先
を

抽
出

し
、
平

成
22

年
決

算
と

平
成

23
年

以
降

の
各

決
算

に
お

け
る

C
RD

財
務

3年
PD

を
そ

れ
ぞ

れ
比

較
。

【
図

２
】
条

件
変

更
先

の
リ

ス
ク

遷
移

の
状

況

条
件

変
更

先
（
平

成
22

年
度

）
の

そ
の

後
の

財
務

状
況

に
つ

い
て

4割
程

度
が

悪
化

傾
向

に
あ

る
。

【
図

１
】
信

用
保

証
の

利
用

の
下

で
の

条
件

変
更

企
業

の
推

移

条
件

変
更

を
継

続
す

る
中

小
企

業
は

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

に
全

業
種

で
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証
5

号
（
10
0%

保
証

）
と

金
融

円
滑

化
法

に
よ

る
対

応
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

増
加

し
、

依
然

と
し

て
高

い
水

準

（
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
前

約
10
.2

万
者

→
現

在
17

万
者

：
信

用
補

完
制

度
を

利
用

す
る

中
小

企
業

の
約

12
.4
%

）
と

な
っ

て
い

る
。

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

発
生
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セ
ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
１

号
・
２
号
【
連
鎖
倒
産
防
止

・
事

業
活

動
の

制
限

】

【
制

度
の

概
要

】
・

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

終
了

後
の

昭
和
40

年
当

時
、

過
大

な
設

備
投

資
や

過
剰

生
産

等
が

原
因

と
な

り
企

業
の

業
績

が
急

速
に

悪
化

、
山

陽
特

殊
製

鋼
を

始
め

大
型

倒
産

が
相

次
ぐ

「
40

年
不

況
（
証

券
不

況
）
」
と

い
わ

れ
る

状
況

と
な

っ
て

い
た

。
当

該
不

況
を

乗
り

切
る

た
め

、
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
1号

と
し

て
大

手
企

業
の

倒
産

に
よ

り
売

掛
金

等
の

回
収

が
困

難
と

な
り

、
経

営
に

支
障

を
生

じ
る

中
小

企
業

を
支

援
す

る
も

の
（
連

鎖
倒

産
）
、

同
2号

と
し

て
取

引
先

大
手

が
事

業
活

動
の

縮
減

等
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
経

営
に

支
障

を
生

じ
る

中
小

企
業

を
支

援
す

る
も

の
（
事

業
活

動
の

制
限

）
と

し
て

整
備

さ
れ

た
。

【
実

施
状

況
】

・
1号

（
連

鎖
倒

産
）
：
利

用
実

績
2,
43

9件
（
50

2億
円

）
／

代
位

弁
済
95

3件
（
14

1億
円

）
／

保
険

収
支

▲
63

億
円

※
そ

れ
ぞ

れ
平

成
18

年
度

～
平

成
27

年
度

の
実

績

＜
H

2
8
.5

.3
1
現

在
発

動
中

の
事

案
＞

-
株

式
会

社
と

っ
ぴ

い
、

栗
田

出
版

販
売

株
式

会
社

、
株

式
会

社
ザ

・
サ

ー
ド

プ
ラ

ネ
ッ

ト
、

奥
村

遊
機

株
式

会
社

、
株

式
会

社
三

栄
ホ

ー
ム

、
第

一
中

央
汽

船
株

式
会

社

・
2号

（
事

業
活

動
の

制
限

）
：
利

用
実

績
38

件
（
9億

円
）
／

代
位

弁
済
31

0件
（
23

億
円

）
／

保
険

収
支

は
▲
12

億
円

※
そ

れ
ぞ

れ
平

成
18

年
度

～
平

成
27

年
度

の
実

績

＜
H

2
8
.5

.3
1
現

在
発

動
中

の
事

案
＞

-
ロ

シ
ア

排
他

的
経

済
水

域
に

お
け

る
さ

け
・
ま

す
流

し
網

漁
禁

止
に

伴
う

操
業

制
限

（
H
28

.2
）

-
三

菱
自

動
車

工
業

の
燃

費
試

験
に

お
け

る
不

正
行

為
に

伴
う

生
産

活
動

の
制

限
（
H
28

.5
）

【
検

討
の

視
点

】
①

（
危

機
の

特
徴

）

・
も

の
づ

く
り

を
支

え
る

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

な
ど

、
下

請
と

な
る

中
小

企
業

は
、

大
手

企
業

の
受

注
に

応
じ

て
設

備
投

資
や

技
術

を
磨

き
、

ニ
ッ

チ
な

分
野

で
強

み
を

有
し

日
本

経
済

を
下

支
え

し
て

い
る

。
受

注
元

大
手

の
突

然
の

倒
産

や
生

産
縮

小
は

、
下

請
け

中
小

企
業

に
と

っ
て

対
処

す
る

間
も

な
い

突
発

的
な

事
態

で
あ

り
、

取
引

依
存

度
が

高
い

ほ
ど

そ
の

影
響

は
深

刻
な

も
の

と
な

る
。

②
（
事

業
者

の
状

況
）

・
受

注
元

か
ら

の
売

上
収

入
が

停
止

す
れ

ば
、

下
請

け
と

な
る

中
小

企
業

は
仕

入
や

外
注

費
・
給

与
等

の
支

払
い

が
困

難
と

な
り

資
金

繰
り

が
逼

迫
し

、
対

処
す

る
間

も
な

く
連

鎖
倒

産
等

に
繋

が
り

か
ね

な
い

。
こ

の
た

め
、

既
往

債
務

が
あ

る
中

で
、

当
面

の
事

業
継

続
に

必
要

と
な

る
資

金
を

新
規

調
達

し
つ

つ
、

新
た

な
取

引
先

の
開

拓
や

、
受

注
元

大
手

の
生

産
再

開
を

待
つ

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
③

（
金

融
機

関
の

状
況

）

・
金

融
機

関
に

お
い

て
は

、
地

域
を

支
え

る
た

め
最

大
限

の
リ

ス
ク

を
取

っ
て

対
応

す
る

こ
と

が
重

要
と

な
る

も
の

の
、

融
資

先
の

キ
ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

（
売

上
収

入
等

）
の

見
込

み
が

立
た

な
い

中
で

、
新

規
融

資
等

の
対

応
を

継
続

し
て

い
く
こ

と
に

は
限

界
が

あ
る

。

→
・
取

引
先

大
手

の
倒

産
や

生
産

縮
小

等
は

下
請

け
中

小
企

業
に

と
っ

て
は

突
発

的
な

事
態

で
あ

り
、

帰
責

性
に

乏
し

い
。

連
鎖

倒
産

等
に

よ
り

一
旦

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

が
崩

壊
す

れ
ば

元
に

戻
す

こ
と

は
困

難
と

な
る

。
こ

う
し

た
一

時
的

に
高

い
リ

ス
ク

の
中

で
十

分
な

資
金

供
給

を
可

能
と

し
当

座
の

苦
境

を
乗

り
切

る
た

め
、

政
府

に
お

い
て

は
機

動
的

に
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
を

発
動

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
但

し
、

事
態

が
落

ち
着

い
て

通
常

の
資

金
繰

り
が

期
待

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
段

階
で

は
、

通
常

の
金

融
取

引
に

戻
す

べ
く
速

や
か

に
当

該
措

置
を

終
了

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。

・
そ

の
際

、
メ

イ
ン

バ
ン

ク
を

始
め

と
す

る
金

融
機

関
に

お
い

て
は

、
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
の

下
で

中
小

企
業

の
経

営
を

支
え

、
危

機
の

状
況

が
去

っ
た

段
階

で
は

、
通

常
の

取
引

に
戻

す
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

平
成
28

年
5月

31
日

金
融
W
G

資
料

よ
り
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【企
業
概
要
】
業
種
：内

装
工
事
業

従
業
員
区
分
：5

人
以
下

•
テ
ナ
ン
ト
内

装
・
外

装
工

事
を
請

け
負

う
当

社
は
、
小

規
模

事
業

者
な
が
ら

会
社

設
立

か
ら
数

年
で
売

上
高

が
急

増
し
、
成

長
途

上
に
あ
っ
た
。

•
そ
の
折

、
主

要
な
元

請
け
で
あ
る
大

手
建

設
業

者
が
倒

産
し
、
年

商
の

３
割

に
上

る
売

掛
金

が
回

収
不

能
と
な
っ
た
。

•
加

え
て
、
倒

産
企

業
振

り
出

し
の
手

形
の
割

引
を
受

け
て
い
た
た
め
、
買

い

戻
し
の
必

要
が
生

じ
、
関

係
先

へ
の
外

注
工

事
費

の
支

払
い
を
一

部
分

割
に
す
る
な
ど
の
策

を
講

じ
た
が
、
な
お
資

金
繰

り
が
逼

迫
し
た
。

•
業

歴
も
浅

く
、
既

往
債

務
の
多

く
は
保

証
付

き
融

資
で
あ
っ
た
が
、
関

係
先

も
含

め
た
連

鎖
倒

産
の
懸

念
も
あ
り
、
不

足
す
る
運

転
資

金
を
調

達
す
る

た
め
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
１
号

を
活

用
し
て
資

金
調

達
し
た
。

•
苦

境
の
期

間
を
乗

り
越

え
、
現

在
で
は
安

定
し
て
い
る
。

【
１
号

（
連

鎖
倒

産
防

止
）
】

大
型

倒
産

に
伴

う
連

鎖
倒

産
を
防

止

適
用
事
例
（
１
号
・
２
号
）

適
用
事
例
（
１
号
・
２
号
）

（
創

業
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

【企
業

概
要

】
業
種
：漁

箱
製
造

従
業
員
区
分
：2

0
人
超
5
0
人
以
下

•
水

産
加

工
業

者
向

け
の
漁

箱
を
製

造
し
て
い
る
当

社
は
、
業

歴
が
長

く
営

業
基

盤
が
確

立
さ
れ
て
お
り
、
業

況
も
安

定
し
て
い
た
。

•
と
こ
ろ
が
、
平

成
2
8
年

か
ら
ロ
シ
ア
水

域
で
の
さ
け
・
ま
す
の
流

し
網

漁
が

禁
止

さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
売

上
の
半

分
以

上
を
占

め
る
さ
け
・
ま
す
関

連

の
漁

箱
の
需

要
が
減

少
し
た
。

•
売

上
の
低

下
を
防

ぐ
た
め
、
他

魚
種

に
対

応
し
た
漁

箱
を
製

造
す
る
た
め

の
資

材
仕

入
等

の
資

金
が
必

要
と
な
っ
た
が
、
金

融
機

関
と
し
て
は
、
既

に
多

額
の
プ
ロ
パ
ー
融

資
を
行

っ
て
い
る
先

に
先

行
き
不

透
明

な
状

況

で
、
追

加
リ
ス
ク
を
負

う
こ
と
は
難

し
い
状

況
で
あ
っ
た
。

•
そ
こ
で
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保

証
２
号

と
農

林
水

産
省

の
支

援
策

を
活

用

す
る
こ
と
で
、
資

材
の
仕

入
れ
を
行

う
こ
と
が
で
き
た
。

【
２
号

（
事

業
活

動
の
制

限
）
】

さ
け
・
ま
す
の
漁

獲
制

限
に
伴

い
、
他

魚
種

に
対

応

保
証

付
き

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

保
証

付
き大

型
倒

産

（
据

置
期

間
）

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

１
号

漁
獲

制
限

プ
ロ

パ
ー

融
資

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

２
号
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【
参
考
】
昨
今
の
対
応
事
例
（
三
菱
自
動
車
工
業
の
一
部
生
産
停
止
）

○
平

成
28

年
4月

20
日

、
三

菱
自

動
車

工
業

（
株

）
が

、
「
ek

ワ
ゴ

ン
」
、

「
デ

イ
ズ

」
等

の
計

４
車

種
の

燃
費

試
験

に
お

け
る

不
正

行
為

及

び
生

産
・
販

売
停

止
を

発
表

。
生

産
再

開
の

見
通

し
が

立
た

な
い

中
で

、
軽

自
動

車
を

生
産

す
る

水
島

工
場

の
あ

る
岡

山
県

を
中

心

に
取

引
先

中
小

企
業

の
資

金
繰

り
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
リ

ス
ク

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
方

自
治

体
と

も
連

携
し

、
現

地
の

中
小

企

業
、

金
融

機
関

の
訪

問
や

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
り

早
急

に
影

響
把

握
を

実
施

し
た

。

○
多

く
の

直
接

取
引

先
、

間
接

取
引

先
が

影
響

を
受

け
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。
地

元
金

融
機

関
は

取
引

先
中

小
企

業
を

支
え

る
た

め

返
済

条
件

の
緩

和
等

に
最

大
限

応
じ

る
姿

勢
で

あ
る

が
、

生
産

再
開

の
見

通
し

が
立

た
な

い
中

で
地

元
の

不
安

は
高

ま
っ

て
お

り
、

売
上

減
に

よ
る

流
動

性
の

不
足

や
給

与
の

支
払

い
等

の
資

金
確

保
の

た
め

、
今

後
、

資
金

繰
り

が
逼

迫
し

て
い

く
可

能
性

が
高

い
状

況
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

。

○
こ

う
し

た
事

態
発

生
を

回
避

す
る

た
め

、
5月

20
日

に
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
2号

の
発

動
を

決
定

し
た

。

【
取

引
先

中
小

企
業

の
声

】

・
生

産
ラ

イ
ン

が
停

止
し

て
お

り
、

以
降

の
大

幅
な

売
上

減
少

が
見

込
ま

れ
る

。
生

産
再

開
後

も
売

上
が

伸
び

な
い

懸
念

も
あ

る
。

・
生

産
停

止
に

伴
い

、
仕

掛
品

の
在

庫
、

発
注

部
品

・
材

料
の

在
庫

の
滞

留
に

伴
い

資
金

繰
り

が
悪

化
す

る
恐

れ
が

あ
る

。

・
現

時
点

で
は

信
用

取
引

で
最

大
限

融
通

し
て

対
応

し
て

い
る

が
、

長
期

化
す

れ
ば

、
材

料
仕

入
れ

先
か

ら
、

現
金

払
い

（
買

掛
）
か

ら
前

払
い

へ
、

手
形

支
払

い
か

ら
現

金
支

払
へ

と
い

っ
た

支
払

い
条

件
の

変
更

を
求

め
ら

れ
、

資
金

繰
り

が
逼

迫
す

る
懸

念
が

あ
る

。

・
生

産
再

開
後

も
生

産
台

数
減

の
長

期
化

が
予

測
さ

れ
る

。
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
３
号
・
４
号
【
事
故
等
・
自
然
災
害
】

【
制

度
の

概
要

】
・
昭

和
55

年
当

時
、

東
北

地
方

の
冷

夏
か

ら
北

陸
地

方
の

豪
雪

な
ど

、
地

域
的

・
突

発
的

な
自

然
災

害
等

に
よ

り
、

地
域

の
中

小
企

業
が

安
定

的
な

経
営

を
行

う
こ

と
が

困
難

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
背

景
と

し
て

整
備

さ
れ

た
。

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証
3号

は
、

事
故

等
に

よ
り

影
響

を
受

け
た

中
小

企
業

を
対

象
と

し
、

同
4
号

は
自

然
災

害
に

よ
り

影
響

を
受

け
た

中
小

企
業

を
対

象
と

し
て

い
る

。
・
4号

に
つ

い
て

、
ゲ

リ
ラ

豪
雨

等
の

災
害

の
増

加
を

背
景

と
し

て
、

災
害

救
助

法
の

適
用

や
地

方
自

治
体

か
ら

要
請

を
受

け
て

直
ち

に
発

動
さ

れ
る

よ
う

見
直

し
を

行
っ

た
（
H2

7.
2）

。
災

害
に

よ
る

信
用

不
安

の
発

生
等

を
回

避
し

早
期

の
復

旧
を

果
た

す
た

め
に

は
、

初
動

対
応

と
し

て
迅

速
に

発
動

し
つ

つ
、

事
態

が
落

ち
着

い
て

通
常

の
資

金
繰

り
が

期
待

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
段

階
で

は
、

市
場

原
理

を
歪

め
る

こ
と

の
な

い
よ

う
速

や
か

に
措

置
を

終
了

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。

【
実

施
状

況
】

・
3号

（
事

故
等

）
：
利

用
実

績
0件

／
代

位
弁

済
0件

／
保

険
収

支
＋
2億

円
（
回

収
等

に
よ

る
収

入
）

※
そ

れ
ぞ

れ
平

成
18

年
度

～
平

成
27

年
度

の
実

績

※
H

2
8
.5

.3
1
現

在
発

動
中

の
事

案
は

な
い

。
過

去
に

は
、

ナ
ホ

ト
カ

号
流

出
油

災
害

（
H

9
）
、

有
明

海
の

海
苔

の
不

作
（
H

1
3
）
等

に
対

応
。

・
4号

（
自

然
災

害
）
：
利

用
実

績
1,
18

7件
（
22

8億
円

）
／

代
位

弁
済
24

7件
（
33

億
円

）
／

保
険

収
支

▲
17

億
円

※
そ

れ
ぞ

れ
平

成
18

年
度

～
平

成
27

年
度

の
実

績

＜
H

2
8
.5

.3
1
現

在
発

動
中

の
事

案
＞

・
大

涌
谷

の
火

山
活

動
（
箱

根
町

等
）
（
H

2
7
.7

）
・
関

東
・
東

北
豪

雨
（
常

総
市

等
）
（
H

2
7
.9

）
・
平

成
2
8
年

熊
本

地
震

（
熊

本
県

・
大

分
県

等
）
（
H

2
8
.4

.）

【
検

討
の

視
点

】
①

（
危

機
の

特
徴

）
・

事
故

や
自

然
災

害
等

は
、

事
業

者
に

と
っ

て
突

発
的

か
つ

回
避

不
可

能
で

あ
る

。
経

営
が

順
調

で
あ

っ
て

も
、

建
物

・
設

備
へ

の
被

害
や

、
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

寸
断

、
道

路
・
鉄

道
等

の
イ

ン
フ

ラ
被

害
、

風
評

被
害

等
に

よ
り

収
入

が
激

減
し

、
事

業
継

続
が

困
難

と
な

る
。

②
（
事

業
者

の
状

況
）

・
災

害
に

よ
り

建
物

等
が

直
接

被
害

を
受

け
た

場
合

に
は

復
旧

の
た

め
の

資
金

が
必

要
と

な
る

。
直

接
的

な
被

害
を

受
け

て
い

な
く
て

も
取

引
先

が
被

災
す

る
こ

と
に

よ
る

間
接

被
害

、
風

評
被

害
に

よ
り

客
足

が
遠

の
き

売
上

収
入

が
急

減
す

る
と

い
っ

た
事

態
が

生
じ

る
。

ま
た

、
仕

入
れ

た
商

品
や

原
材

料
が

不
良

在
庫

と
な

り
追

加
仕

入
れ

が
必

要
と

な
る

。
こ

う
し

た
場

合
に

は
、

既
往

債
務

に
加

え
、

事
業

の
再

開
・
継

続
に

必
要

と
な

る
資

金
の

調
達

が
必

要
と

な
る

。
③

（
金

融
機

関
の

状
況

）

・
地

域
の

金
融

機
関

に
お

い
て

は
、

地
域

の
早

期
復

旧
の

た
め

に
は

、
必

要
と

な
る

資
金

を
十

分
に

供
給

し
て

く
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

一
方

、
見

通
し

が
立

た
な

い
状

況
の

中
で

、
事

業
者

の
既

往
債

務
に

追
加

す
る

形
で

新
規

資
金

を
供

給
し

て
い

く
こ

と
に

は
限

界
が

あ
る

。

→
・

事
故

や
自

然
災

害
等

は
突

発
的

な
事

態
で

あ
り

、
事

業
者

の
帰

責
性

に
乏

し
い

。
地

域
全

体
が

災
害

等
の

影
響

を
受

け
、

全
体

と
し

て
の

復
旧

の
先

行
き

が
見

え
な

い
と

い
っ

た
リ

ス
ク

の
高

い
状

況
に

お
い

て
、

影
響

を
受

け
た

エ
リ

ア
に

面
的

か
つ

迅
速

に
資

金
を

供
給

す
る

こ
と

が
早

期
復

旧
の

た
め

に
必

要
と

な
る

。
こ

う
し

た
一

時
的

に
高

い
リ

ス
ク

の
中

で
十

分
な

資
金

供
給

を
可

能
と

し
当

座
の

苦
境

を
乗

り
切

る
た

め
、

政
府

に
お

い
て

は
機

動
的

に
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
を

発
動

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
但

し
、

事
態

が
落

ち
着

い
て

通
常

の
資

金
繰

り
が

期
待

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
段

階
で

は
、

通
常

の
金

融
取

引
に

戻
す

べ
く
速

や
か

に
当

該
措

置
を

終
了

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。

・
そ

の
際

、
メ

イ
ン

バ
ン

ク
を

始
め

と
す

る
金

融
機

関
に

お
い

て
は

、
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
の

下
で

中
小

企
業

の
経

営
を

支
え

、
危

機
の

状
況

が
去

っ
た

段
階

で
は

、
通

常
の

取
引

に
戻

す
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

平
成
28

年
5月

31
日

金
融
W
G

資
料

よ
り
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適
用
事
例
（
４
号
）

適
用
事
例
（
４
号
）

【企
業
概
要
】
業
種
：旅

館
業

従
業
員
区
分
：5

人
以
下

•
平

成
2
5
年

創
業

、
小

規
模

な
が
ら
趣

向
を
凝

ら
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上

げ

ら
れ
る
な
ど
人

気
を
得

て
い
た
。

•
平

成
2
7
年

の
箱

根
山

の
火

山
活

動
活

発
化

に
伴

い
噴

火
警

戒
が
強

化

さ
れ
、
宿

泊
数

が
激

減
。
諸

経
費

の
支

払
い
に
支

障
が
生

じ
た
。

•
設

備
資

金
を
含

め
プ
ロ
パ
ー
融

資
を
主

体
と
し
て
調

達
し
て
お
り
、
見

通
し

が
立

た
な
い
中

で
追

加
の
資

金
調

達
が
困

難
な
状

況
に
あ
っ
た
。

•
金

融
機

関
と
相

談
し
て
４
号

を
利

用
し
、
諸

経
費

支
払

い
資

金
を
調

達
し

た
。
そ
の
後

、
再

び
客

足
が
戻

り
業

況
が
回

復
し
た
。

【
４
号

】
箱

根
の
火

山
活

動
一

時
的

な
顧

客
の
激

減
に
対

応

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

プ
ロ

パ
ー

融
資

保
証

付
き

（
４

号
）

災
害

発
生

追
加

資
金

（
据

置
期

間
）

（
条

件
変

更
中

）

災
害

前
債

務

※
Ｓ

Ｎ
３

号
は

昨
今

の
利

用
実

績
な

し

【企
業

概
要

】
業
種
：金

属
製
品
製
造

従
業
員
区
分
：5

人
超
2
0
人
以
下

•
自

動
車

部
品

の
プ
レ
ス
加

工
業

を
営

む
。

•
平

成
2
7
年

の
豪

雨
に
よ
り
、
工

場
の
一

部
が
浸

水
し
、
資

材
が
毀

損
し

た
。
受

注
済

み
の
注

文
を
納

品
す
る
た
め
再

度
、
資

材
調

達
が
必

要
と

な
っ
た
。

•
取

引
先

も
同

様
に
被

災
し
て
お
り
、
見

通
し
と
事

業
の
先

行
き
が
見

え
な
い

中
で
資

金
調

達
が
困

難
で
あ
る
中

、
４
号

を
活

用
し
て
長

期
の
資

金
を
迅

速
に
調

達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

•
こ
れ
に
よ
り
被

災
間

も
な
く
事

業
を
再

開
し
、
同

様
に
取

引
先

の
事

業
再

開

も
相

ま
っ
て
、
元

の
安

定
し
た
状

態
に
戻

る
こ
と
が
出

来
た
。

【
４
号

】
関

東
・
東

北
豪

雨
工

場
へ
の
浸

水
か
ら
事

業
再

開

保
証

付
き

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

４
号

（
毀

損
し

た
資

材
の

再
購

入
資

金
）

災
害

発
生

（
据

置
期

間
）

（
条

件
変

更
中

）
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【
参
考
】
昨
今
の
対
応
事
例
（
平
成
28
年
熊
本
地
震
へ
の
対
応
）

鹿
児

島
県

5月
6日

要
請

を
受

け
発

動

熊
本

県
4月

15
日

災
害

救
助

法
適

用
を

受
け

発
動

大
分

県
4月

26
日

要
請

を
受

け
発

動

宮
崎

県
5月

17
日

要
請

を
受

け
発

動

長
崎

県
5月

13
日

要
請

を
受

け
発

動

福
岡

県
6月

3日
要

請
を

受
け

発
動

熊
本

地
震

に
お

け
る

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

４
号

の
発

動

○
今

般
の

熊
本

地
震

に
よ

り
、

熊
本

県
に

お
い

て
は

多
く
の

事
業

者
が

建
物

の
損

壊
等

の
直

接
的

な
被

害
を

受
け

、
ま

た
、

取
引

先
が

被
災

す
る

こ
と

に
よ

る
間

接
被

害
、

余
震

が
続

く
中

で
の

観
光

客
の

激
減

等
と

い
っ

た
甚

大
な

被
害

が
発

生
。

○
熊

本
県

以
外

の
九

州
各

県
に

お
い

て
も

、
観

光
業

を
中

心
と

し
て

、
ゴ

ー
ル

デ
ン

ウ
ィ

ー
ク

の
予

約
の

キ
ャ

ン
セ

ル
が

相
次

ぎ
、

足
下

の
売

上
が

急
減

し
た

。
更

に
風

評
被

害
も

あ
り

、
売

上
の

見
通

し
が

立
ち

に
く
い

状
況

で
あ

っ
た

。

○
先

行
き

の
見

え
な

い
中

で
、

復
旧

の
た

め
の

新
規

資
金

の
調

達
や

、
足

下
の

売
上

減
少

の
中

で
事

業
を

継
続

し
て

い
く
た

め
の

運
転

資
金

の
調

達
が

必
要

と
な

り
、

こ
う

し
た

資
金

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

迅
速

に
対

応
す

る
た

め
、

災
害

救
助

法
が

適
用

さ
れ

た
熊

本
県

に

加
え

、
地

方
自

治
体

か
ら

要
請

の
あ

っ
た

九
州

他
県

に
つ

い
て

も
順

次
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
４

号
を

発
動

。

＜
被

災
事

業
者

の
声

（
資

金
繰

り
関

係
）
＞

・
建

物
、

機
械

及
び

在
庫

品
が

損
壊

。
取

引
先

も
被

害
を

受
け

て
い

る

た
め

影
響

は
深

刻
。

復
旧

資
金

、
当

座
の

運
転

資
金

が
必

要
。

（
熊

本
県

、
製

造
業

）

・
印

刷
機

械
が

被
害

を
受

け
、

製
造

再
開

に
相

当
の

時
間

・
費

用
が

係
る

見
込

み
。

既
往

債
務

に
追

加
し

て
資

金
調

達
が

必
要

。

（
熊

本
県

、
印

刷
業

）

・
阿

蘇
大

橋
の

崩
落

に
よ

り
観

光
ル

ー
ト

が
途

絶
。

観
光

客
が

激
減

。

（
熊

本
県

、
観

光
業

）

・
旅

館
の

壁
、

ガ
ラ

ス
、

備
品

の
損

壊
等

の
復

旧
費

用
が

必
要

。
海

外

客
（
渡

航
延

期
勧

告
）
を

中
心

に
千

名
以

上
の

キ
ャ

ン
セ

ル
。

（
大

分
県

、
観

光
業

）

・
ゴ

ー
ル

デ
ン

ウ
ィ

ー
ク

に
向

け
て

仕
入

れ
を

し
た

も
の

が
全

て
廃

棄

に
。

再
度

仕
入

れ
の

資
金

が
必

要
。

（
鹿

児
島

県
、

観
光

業
）

・
貸

切
バ

ス
の

キ
ャ

ン
セ

ル
が

相
次

ぎ
、

売
上

が
急

減
。

今
後

も
キ

ャ

ン
セ

ル
が

続
く
見

込
み

で
あ

り
借

入
が

必
要

。
（
長

崎
県

、
運

送
業

）

・
土

産
物

の
小

売
店

か
ら

の
注

文
（
漬

物
）
が

激
減

。
し

ば
ら

く
回

復
の

見
込

み
が

な
い

た
め

、
つ

な
ぎ

の
運

転
資

金
が

必
要

。

（
宮

崎
県

、
観

光
業

）

佐
賀

県
5月

24
日

要
請

を
受

け
発

動

※
影

響
の

小
さ

い
地

域
に

つ
い

て
は

、
順

次
、

指
定

を
解

除
。
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
【
不
況
業
種
】

【
制

度
の

概
要

】

・
昭

和
48

年
、

高
度

経
済

成
長

が
終

わ
り

を
迎

え
、

産
業

構
造

の
急

激
な

変
化

の
中

で
、

不
況

に
陥

る
特

定
の

業
種

に
属

す
る

事
業

を
行

う
中

小
企

業
を

支
援

す

る
た

め
創

設
さ

れ
た

。
5号

創
設

前
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

は
、

大
企

業
の

倒
産

等
に

起
因

す
る

も
の

の
み

が
措

置
さ

れ
て

い
た

（
現
1号

・
2号

の
み

）
。

こ
う

し

た
背

景
の

中
で

、
特

定
の

業
種

ご
と

に
別

枠
の

保
証

を
可

能
と

し
、

一
時

的
な

不
況

を
乗

り
切

る
こ

と
や

事
業

転
換

を
後

押
し

す
る

た
め

に
措

置
さ

れ
た

も
の

。

・
現

在
（
H2

8.
5.
31

）
は

、
不

況
業

種
と

し
て
26

1業
種

が
指

定
さ

れ
て

い
る

が
、

世
界

的
な

金
融

危
機

で
あ

る
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

に
は

、
緊

急
避

難
的

に
、

当
該
5

号
を

全
業

種
に

対
し

指
定

し
て

対
処

し
た

（
H
20

.1
0末

～
H
23

.3
末

：
最

大
1,
11

8業
種

を
指

定
）
。

【
実

施
状

況
】

・
利

用
実

績
2,
08

9,
61

9件
（
37

兆
6,
76

4億
円

）
／

代
位

弁
済
15

5,
77

9件
（
2兆

2,
61

9億
円

）
／

保
険

収
支

▲
1兆

2,
92

9億
円

※
そ

れ
ぞ

れ
平

成
18

年
度

～
平

成
27

年
度

の
実

績

＜
H2

8.
5.
31

現
在

＞
26

1業
種

を
指

定

【
検

討
の

視
点

】

・
5号

に
つ

い
て

は
、

（
１

）
昭

和
48

年
の

創
設

時
に

主
に

想
定

さ
れ

て
い

た
、

主
要

な
原

材
料

供
給

の
著

し
い

減
少

や
需

要
の

著
し

い
減

少
等

に
よ

り
不

況
に

陥
る

特
定

の
業

種
を

支

援
す

る
ケ

ー
ス

（
従

来
型

）
、

（
２

）
大

規
模

な
経

済
危

機
等

（
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
等

）
に

対
応

す
る

ケ
ー

ス
、

の
2つ

が
あ

る
。

（
１

）
主

要
な

原
材

料
の

著
し

い
減

少
や

需
要

の
急

減
等

に
対

応
す

る
ケ

ー
ス

（
従

来
型

）

①
（
危

機
の

特
徴

）

・
特

定
の

業
種

に
お

い
て

、
主

要
な

原
材

料
供

給
の

著
し

い
減

少
や

需
要

の
著

し
い

減
少

が
発

生
し

て
い

る
場

合
、

過
当

競
争

等
が

発
生

し
、

値
下

げ
が

値
下

げ
を

呼
び

赤
字

受
注

が
常

態
化

し
、

徐
々

に
資

金
繰

り
が

困
難

と
な

る
と

い
っ

た
事

態
が

発
生

す
る

。

②
（
事

業
者

の
状

況
）

・
需

要
減

少
等

が
一

過
性

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
場

合
に

は
、

運
転

資
金

の
追

加
調

達
等

に
よ

り
一

時
的

な
不

況
の

時
期

を
乗

り
切

る
必

要
が

あ
る

。

・
需

要
減

少
等

が
も

は
や

一
過

性
の

も
の

で
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

場
合

に
は

、
不

採
算

事
業

を
整

理
し

主
力

事
業

に
特

化
す

る
等

の
経

営
改

善
を

進
め

当
該

業

種
の

中
で

の
競

争
力

を
確

保
し

て
い

く
こ

と
や

、
需

要
減

少
等

の
中

で
競

合
他

社
と

の
競

争
を

勝
ち

抜
く
こ

と
が

困
難

と
経

営
判

断
さ

れ
る

場
合

に
は

、
市

場
か

ら
撤

退
し

事
業

転
換

や
第

二
創

業
等

を
検

討
し

て
い

く
こ

と
も

重
要

と
な

る
。

平
成
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
【
不
況
業
種
】

③
（
金

融
機

関
の

状
況

）

・
不

況
業

種
に

お
い

て
は

特
に

過
当

競
争

等
の

事
態

が
生

じ
や

す
い

状
況

で
あ

り
、

融
資

先
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
を

通
じ

て
、

売
上

高
の

減
少

、
粗

利
の

低
下

、
コ

ス
ト

の
高

止
ま

り
、

支
払

い
サ

イ
ト

の
短

期
化

等
の

経
営

悪
化

の
兆

し
を

早
期

に
察

知
し

、
経

営
改

善
を

促
し

て
行

く
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

→
・
需

要
減

少
等

が
一

過
性

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
場

合
に

は
、

追
加

的
な

運
転

資
金

等
の

調
達

を
可

能
と

す
る

こ
と

で
一

時
的

な
不

況
状

態
を

乗
り

切
る

こ
と

が
有

効
と

な
る

。
需

要
減

少
等

が
も

は
や

一
過

性
の

も
の

で
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

場
合

に
は

、
必

要
に

応
じ

て
新

規
資

金
を

調
達

し
、

経
営

改
善

や
事

業
転

換
等

を
進

め
て

い
く
こ

と
が

有
効

と
な

る
。

・
い

ず
れ

に
し

て
も

不
況

業
種

に
該

当
す

る
事

業
を

行
う

中
小

企
業

は
、

既
に

一
定

程
度

の
債

務
を

抱
え

て
お

り
、

新
規

資
金

を
調

達
す

る
こ

と
は

容
易

で
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
こ

う
し

た
経

営
改

善
等

を
進

め
る

た
め

に
必

要
と

な
る

資
金

が
調

達
で

き
る

よ
う

措
置

を
講

じ
る

こ
と

が
有

効
と

な
る

。
・
な

お
、

自
然

災
害

や
大

規
模

な
経

済
危

機
等

に
比

べ
突

発
性

は
低

く
、

金
融

も
正

常
に

機
能

し
て

い
る

状
態

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

メ
イ

ン
バ

ン
ク

等
の

支
援

の
下

で
経

営
改

善
等

の
対

応
を

進
め

る
こ

と
が

有
効

と
な

る
。

（
２

）
大

規
模

な
経

済
危

機
等

（
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
等

）
に

対
応

す
る

ケ
ー

ス
①

（
危

機
の

特
徴

）

・
危

機
の

初
期

段
階

で
は

、
そ

の
影

響
の

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
や

日
本

経
済

に
及

ぼ
す

影
響

が
十

分
に

予
測

し
に

く
い

。
世

界
的

な
金

融
危

機
で

あ
る

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

が
典

型
で

あ
る

よ
う

に
、

信
用

不
安

や
消

費
マ

イ
ン

ド
の

落
ち

込
み

が
急

速
か

つ
連

鎖
的

に
世

界
各

国
に

広
が

り
、

流
動

性
の

低
下

等
を

も
た

ら
し

、
規

模
・
業

種
に

関
わ

ら
ず

多
く
の

事
業

者
の

資
金

調
達

が
困

難
と

な
る

リ
ス

ク
が

あ
る

。

②
（
事

業
者

の
状

況
）

・
順

調
な

経
営

を
行

っ
て

い
て

も
、

流
動

性
の

低
下

の
中

で
、

金
融

機
関

の
貸

し
渋

り
・
貸

し
剥

し
や

事
業

者
間

の
信

用
取

引
（
売

掛
金

・
手

形
等

）
が

収
縮

し
、

資
金

調
達

が
一

気
に

逼
迫

す
る

。
金

融
危

機
の

場
合

な
ど

、
殆

ど
の

業
種

に
お

い
て

同
時

的
か

つ
突

発
的

に
発

生
す

る
た

め
、

逃
げ

場
の

な
い

状
況

と
な

り
か

ね
な

い
。

特
に

資
力

に
乏

し
い

小
規

模
事

業
者

ほ
ど

こ
う

し
た

影
響

を
顕

著
に

受
け

る
こ

と
と

な
る

。

③
（
金

融
機

関
の

状
況

）

・
金

融
機

関
自

ら
も

共
倒

れ
の

リ
ス

ク
を

回
避

す
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

規
模

が
大

き
い

取
引

先
を

優
先

し
て

支
援

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
ま

た
経

済
全

体
が

下
降

す
る

た
め

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

組
む

こ
と

も
困

難
と

な
る

。
リ

ス
ク

テ
イ

ク
が

困
難

と
な

り
、

そ
の

結
果

、
資

力
に

乏
し

く
相

対
的

に
リ

ス
ク

が
高

い
小

規
模

事
業

者
ほ

ど
後

回
し

の
状

況
と

な
り

か
ね

な
い

。

→
・
危

機
の

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
が

十
分

に
予

測
で

き
な

い
中

で
、

早
急

に
リ

ス
ク

緩
和

等
の

施
策

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
信

用
秩

序
の

維
持

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
危

機
が

去
る

ま
で

の
間

、
市

場
に

十
分

な
資

金
が

供
給

さ
れ

る
よ

う
最

大
限

の
措

置
を

講
じ

、
金

融
機

関
を

通
じ

て
中

小
企

業
の

資
金

の
流

動
性

を
確

保
し

事
業

継
続

を
図

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

但
し

、
事

態
が

落
ち

着
い

て
通

常
の

資
金

繰
り

が
期

待
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

段
階

で
は

、
通

常
の

金
融

取
引

に
戻

す
べ

く
、

速
や

か
に

当
該

措
置

を
終

了
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

・
そ

の
際

、
メ

イ
ン

バ
ン

ク
を

始
め

と
す

る
金

融
機

関
に

お
い

て
は

、
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
保

証
の

下
で

中
小

企
業

の
経

営
を

支
え

、
危

機
の

状
況

が
去

っ
た

段
階

で
は

、
通

常
の

取
引

に
戻

す
こ

と
が

重
要

と
な

る
。
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
の
利
用
状
況
（
利
用
業
種
）

＜
５
号
＞

＜
全
体
（
参
考
）
＞

27
.5
%

27
.7
%

24
.6
%

30
.0
%

30
.7
%

17
.7
%

20
.3
%

23
.1
%

15
.2
%

18
.1
%

2.
1%

2.
1%

2.
2%

1.
1%

1.
2%

5.
3%

5.
4%

6.
7%

13
.2
%

9.
7%

17
.4
%

18
.5
%

19
.7
%

19
.0
%

20
.1
%

11
.4
%

10
.3
%

11
.5
%

13
.2
%

11
.6
%

2.
9%

2.
7%

0.
8%

1.
3%

2.
1%

1.
0%

0.
8%

3.
1%

2.
1%

1.
5%

1.
2%

1.
4%

9.
4%

8.
1%

8.
0%

5.
6%

5.
6%

0.
8%

0.
8%

0.
6%

0.
5%

0.
7%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

24
.5
%

24
.6
%

24
.4
%

25
.4
%

25
.5
%

19
.4
%

19
.1
%

18
.4
%

17
.4
%

17
.2
%

1.
8%

2.
0%

2.
1%

2.
1%

2.
2%

5.
0%

4.
9%

5.
0%

5.
0%

4.
9%

17
.7
%

17
.3
%

17
.3
%

16
.9
%

16
.8
%

10
.6
%

10
.7
%

10
.7
%

10
.7
%

10
.3
%

4.
6%

4.
7%

4.
7%

4.
9%

5.
1%

0.
8%

0.
6%

0.
6%

0.
5%

0.
5%

2.
7%

2.
6%

2.
7%

2.
8%

2.
9%

2.
8%

3.
2%

3.
3%

3.
4%

3.
5%

9.
2%

9.
2%

9.
3%

9.
3%

9.
5%

0.
8%

1.
1%

1.
4%

1.
5%

1.
4%

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
の
指
定
業
種
数
の
推
移

15
9
15

014
4
12

9
11

4
96

85
90

91
87

91
87

94
89

86
83

78
78

70
10

5
15

91
70

18
554

5

61
8

69
8

76
078

1
79

311
18
11
18
11
18
11
18 68
7

72
7

64
2 19

6

20
6

15
7

23
7 22

425
4

32
2 23

0
26

0
26

1
25

9 23
6

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

4～

7～

10～

1～

4～

7～

10～

1～

4～

7～

10～

1～

4～

7～

10～

1～

4～

7～

10～

1～

4～

7～

10～

10/31～

11/14～

12/10～

2/7～

6/23～

12/4～

2/15～

4～

10～

4～

11～

4～

10～

3/3～

4～

7～

10～

1～

4～

7～

10～

1～

4～

7～

10～

2
00

3
2
00

4
2
00

5
2
00

6
2
00

7
2
00

8
2
00

9
2
01

0
2
01

1
2
01

2
2
01

3
2
01

4
2
01

5
2
01

6

（
月

日
）

（
暦

年
）

中
分

類
ベ

ー
ス

で
8
2
業

種

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

５
号

景
気

対
応

緊
急

保
証

（
2
0
1
0
.2

.1
5
～

2
0
1
1
.3

.3
1
）

2
0
0
8
.1

0
.3

1
～

2
0
1
0
.2

.1
4
）

緊
急

保
証

2
0
0
8
.1

0
.3

1
～

2
0
1
0
.2

.1
4
）

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

発
生

（
2
0
0
8
年

９
月

）

（
業
種
数

）

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

５
号

○
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
以

前
、

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証
5号

の
指

定
業

種
数

は
、

概
ね
80

～
20
0業

種
程

度
で

推
移

。

○
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

の
緊

急
保

証
開

始
以

降
（
20
08

年
10

月
～

）
、

景
況

悪
化

の
中

で
増

加
し

、
更

に
、
20
10

年
2月

か
ら

は
｢景

気
対

応
緊

急
保

証
｣と

し
て

原
則

全
業

種
を

指
定

し
て

対
応

。

○
20
12

年
11

月
か

ら
は

、
業

況
が

改
善

し
た

業
種

の
指

定
を

解
除

。
一

方
、

激
変

緩
和

の
た

め
ソ

フ
ト

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

措
置

と
し

て
引

き
続

き
60
0～

70
0業

種
程

度
を

指
定

。
20

14
年
3月

に
ソ

フ
ト

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

措
置

を
終

了
し

、
平

時
の

運
用

へ
移

行
。

（
平

成
28

年
10

月
時

点

で
は
23
6業

種
を

指
定

）
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▲
36

.3

▲
27

.0

▲
18

.6

▲
13

.0 ▲
16

.1

▲
13

.0

▲
37

.5

▲
28

.9

▲
20

.4

▲
15

.0 ▲
18

.0
▲

14
.9

▲
40

▲
35

▲
30

▲
25

▲
20

▲
15

▲
10

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

資
⾦

繰
りＤ

Ｉ
（

中
⼩

企
業

全
体

）
資

⾦
繰

りＤ
Ｉ

（
⼩

規
模

事
業

者
）

消
費

税
率

の
引

上
げ

（
５

％
→

８
％

）

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
対
応

（
Ｄ

Ｉ
、前

期
⽐

季
節

調
整

値
）

緊
急
保
証

（
20
08
.1
0.
31
〜
20
10
.2
.1
4）

景
気
対
応
緊
急
保
証

（
20
10
.2
.1
5〜

20
11
.3
.3
1）

ソ
フト
ラ
ン
デ
ィン
グ
措
置

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

発
生

（
2
0
0
8
年

９
月

）

（
期
）

（
西
暦
）
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利
用
事
例
（
５
号
）

利
用
事
例
（
５
号
）

【企
業
概
要
】
従
業
員
区
分
：5
人
超
2
0
人
以
下

業
歴
：約

3
0
年

•高
性

能
設

備
の
導

入
に
よ
り
受

注
の
回

復
を
図

る
た
め
、
金

融
機

関
に
相

談
を
行

っ
た
。

•金
融

機
関

は
、
景

気
動

向
等

を
踏

ま
え
、
当

該
機

器
の
高

性
能

化
の
み
で

は
業

況
の
改

善
は
難

し
い
と
考

え
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
分

析
し
、
工

程
の

改
善

や
営

業
担

当
の
デ
ザ
イ
ン
提

案
力

強
化

等
に
よ
る
経

営
改

善
計

画
の

策
定

を
支

援
し
た
。

•そ
の
際

、
早

期
の
業

況
回

復
は
難

し
く
、
回

収
に
長

期
を
要

す
る
と
考

え
ら

れ
た
こ
と
か
ら
５
号

を
利

用
す
る
こ
と
と
し
た
。

•そ
の
後

、
徐

々
に
業

況
は
改

善
し
て
い
る
。

【
従

来
型

】
構

造
的

な
受

注
減

少
の
中

に
あ
っ
て
、

金
融

機
関

の
支

援
に
よ
り
経

営
改

善
を
実

現

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

計
画

策
定

プ
ロ

パ
ー

融
資

保
証

付
き

（
５

号
）

【企
業

概
要

】
従
業
員
区
分
：5

人
以
下

業
歴
：約

1
0
年

•業
界

全
体

の
構

造
の
中

で
、
仕

入
れ
競

争
が
激

化
し
、
業

況
が
悪

化
し
た
。

•競
合

他
社

は
仕

入
方

法
変

更
等

に
取

組
む
中

、
従

来
ど
お
り
の
方

法
に
よ
り

続
け
て
い
た
た
め
、
業

績
は
低

迷
を
続

け
た
。

•金
融

機
関

は
、
こ
れ
ま
で
、
販

売
実

績
に
応

じ
て
短

期
の
プ
ロ
パ
ー
融

資
で

対
応

し
て
き
た
が
、
販

売
実

績
の
減

少
に
よ
り
、
継

続
が
困

難
と
な
っ
た
。

•そ
の
後

、
複

数
の
金

融
機

関
に
よ
る
５
号

の
利

用
と
条

件
変

更
を
繰

り
返

す
こ

と
で
経

営
を
継

続
し
て
い
た
が
、
資

金
繰

り
の
正

常
化

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
業

況
の
悪

化
は
止

ま
ら
ず
、
代

位
弁

済
に
至

っ
た
。

【
従

来
型

】
収

益
悪

化
に
よ
り
プ
ロ
パ
ー
融

資
を
引

き
揚

げ
、

保
証

付
融

資
の
み
と
な
り
破

産

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

（
条

件
変

更
）

破
産

保
証

付
き

（
５

号
）

（
条

件
変

更
）

他
行

他
行

保
証

付
き

（
５

号
）

保
証

付
き

（
５

号
）

プ
ロ

パ
ー

融
資

（
条

件
変

更
）
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【
企

業
概

要
】
業

種
：
部

品
製

造
業

従
業

員
区

分
：
2
0
人

超
5
0
人

以
下

•
自
動
車
メ
ー
カ
ー
向
け
の
部
品
製
造
を
行
っ
て
い
る
当
社
は
、
増
加
傾
向
に

あ
っ
た
受
注
に
対
応
し
、
生
産
コ
ス
トの

削
減
と
納
期
短
縮
化
を
図
る
た
め
、

プ
ロ
パ
ー
融
資
に
よ
り
生
産
設
備
の
刷
新
を
行
っ
た
。

•
と
こ
ろ
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
景
気
低
迷
に
よ
り
、
主
力
取
引
先
が
減

産
。
受
注
が
大
き
く
減
少
し
、
雇
用
維
持
や
事
業
継
続
の
た
め
の
つ
な
ぎ
の

運
転
資
金
が
必
要
と
な
っ
た
。

•
金
融
機
関
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
プ
ロ
パ
ー
支
援
を
行
っ
て
き
た
も

の
の
、
設
備
資
金
も
含
め
て
既
に
多
額
の
融
資
を
行
っ
て
お
り
、
景
気
の
見

通
し
も
つ
か
な
い
中
で
は
、
追
加
融
資
は
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。

•
そ
こ
で
、
保
証
付
き
融
資
と
政
策
金
融
に
よ
り
事
業
継
続
の
た
め
の
資
金
を

調
達
し
、
景
気
回
復
後
の
速
や
か
な
生
産
再
開
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
対

応
】

受
注

減
少

時
の
事

業
継

続
の
た
め
の
資

金
を

保
証

付
き
融

資
・
政

策
金

融
に
よ
り
調

達

危
機

発
生

プ
ロ

パ
ー

融
資

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

※
実

際
は

複
数

行
が

関
与

追
加

運
転

資
金

（
据

置
期

間
）

保
証

付
き

政
策

金
融

利
用
事
例
（
５
号
）

利
用
事
例
（
５
号
）

【
従

来
型

】
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
不

在
と
な
り
経

営
改

善
が
難

航

【
企

業
概
要
】
業
種
：事

務
機
器
卸
売
業

従
業
員
区
分
：2

0
人

超
5
0
人

以
下

業
歴
：約

1
5
年

•事
務

機
器

卸
売

業
と
し
て
、
順

調
に
業

容
拡

大
し
て
い
た
が
、
法

規
制

に
よ
り
主

力
商

品
の
取

扱
い
が
難

し
く
な
る
可

能
性

が
出

て
き
た
。

•新
た
な
収

益
の
柱

を
造

る
べ
く
、
保

証
協

会
、
政

府
系

金
融

機
関

を
利

用
し
て
、
新

規
分

野
進

出
の
た
め
の
資

金
を
調

達
す
る
も
、
軌

道
に
乗

ら
ず
過

大
な
債

務
を
抱

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

•同
社

は
、
業

況
の
立

て
直

し
が
進

む
ま
で
、
元

金
返

済
の
棚

上
げ
を
希

望
し
た
が
、
民

間
金

融
機

関
か
ら
の
借

入
は
全

額
保

証
協

会
付

、
他

借
入

は
政

府
系

金
融

機
関

か
ら
の
調

達
の
た
め
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
事

実
上

不
在

で
あ
り
、
債

権
者

間
の
調

整
が
進

ま
な
い
状

況
に
陥

っ
た
。

•こ
の
た
め
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
代

わ
っ
て
保

証
協

会
が
対

応
を
主

体
的

に

進
め
、
関

係
金

融
機

関
と
調

整
し
一

旦
条

件
変

更
を
行

っ
た
が
好

転
の
兆

し
見

え
ず
、
先

行
き
は
不

透
明

な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

保
証

付
き

（
５

号
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

複
数

行

（
条

件
変

更
中

）

保
証

付
き

（
５

号
）

政
策

金
融
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利
用
事
例
（
５
号
）

利
用
事
例
（
５
号
）

【企
業

概
要

】
従
業
員
区
分
：5

人
超
2
0
人
以
下

業
歴
：約

2
0
年

•人
手

不
足

に
よ
る
人

件
費

高
騰

に
よ
り
、
価

格
競

争
入

札
を
落

札
す
る
件

数
が
減

っ
て
い
た
。
ま
た
、
受

注
し
て
も
納

期
に
遅

れ
が
生

じ
、
損

害
金

や
人

件

費
の
増

加
に
よ
り
、
資

金
繰

り
が
圧

迫
さ
れ
る
状

態
で
あ
っ
た
。

•金
融

機
関

は
、
当

初
は
入

金
ま
で
の
運

転
資

金
を
短

期
プ
ロ
パ
ー
融

資
で
繋

い
で
い
た
が
、
受

注
の
減

少
の
中

で
プ
ロ
パ
ー
融

資
が
困

難
と
な
り
、
５
号

を
利

用
す
る
こ
と
と
し
た
。

•そ
の
後

も
５
号

の
追

加
利

用
に
よ
り
運

転
資

金
を
繋

い
だ
。
更

に
、
条

件
変

更
を
実

施
（
途

中
、
利

払
い
を
抑

え
る
た
め
一

部
返

済
を
実

施
）
、
金

融
支

援
が

な
さ
れ
る
こ
と
な
く
業

況
悪

化
が
続

き
、
資

金
繰

り
が
限

界
と
な
り
倒

産
し
た
。

【
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
対

応
】

収
益

悪
化

に
よ
り
プ
ロ
パ
ー
融

資
を
引

き
揚

げ
、

保
証

付
融

資
の
み
と
な
り
倒

産

プ
ロ

パ
ー

融
資

（
短

期
）

保
証

付
き

（
５

号
）

（
条

件
変

更
）

保
証

付
き

（
５

号
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

破
産

保
証

付
き

（
５

号
）

プ
ロ

パ
ー

融
資

保
証

付
き

融
資

政
策

金
融

【企
業

概
要

】
業
種
：プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
業

従
業
員
区
分
：2
0
人
超
5
0
人
以
下

業
歴
：約

3
0
年

•
特
許
を
取
得
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
材
の
自
社
開
発
を
行
い
、
高
い
技
術
力

と
大
手
企
業
を
含
む
取
引
先
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
事
業
基
盤
は
安
定
し
て
お

り
、
プ
ロ
パ
ー
融
資
に
よ
っ
て
資
金
調
達
を
行
っ
て
い
た
。

•
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
受
注
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
決
済
資
金
が
不

足
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
資
金
供
給
を
行
っ
て
い
た
金
融
機
関
は
、
先
行
き
が

見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
追
加
の
融
資
に
全
額
応
じ
な
か
っ
た
。

•
親
会
社
か
ら
紹
介
さ
れ
た
他
の
地
元
金
融
機
関
が
、
企
業
が
保
有
す
る
特

許
・技

術
力
の
高
さ
を
評
価
し
、
一
時
的
な
危
機
が
去
れ
ば
業
況
が
回
復

す
る
と
見
込
み
、
保
証

協
会

付
き
と
の
協

調
に
よ
り
不

足
し
た
運

転
資

金
を

カ
バ
ー
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
乗

り
切

っ
た
。

•
そ
の
後
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
支
え
た
当
該
金
融
機
関
が
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と

な
っ
た
。

【
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
対

応
】

受
注

減
少

時
に
決

済
資

金
が
不

足
し
、

他
行

か
ら
保

証
付

き
融

資
で
調

達

プ
ロ

パ
ー

融
資

危
機

発
生

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

（
据

置
期

間
）

他
行

追
加

運
転

資
金

※
実

際
は

複
数

行
が

関
与

協
調

融
資

注
）

危
機

発
生
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
６
号
【
破
綻
金
融
機
関
】

【
制

度
の

概
要

】

○
平

成
9年

当
時

、
北

海
道

拓
殖

銀
行

や
山

一
証

券
の

経
営

破
綻

を
端

緒
と

し
た

金
融

シ
ス

テ
ム

へ
の

不
安

の
高

ま
り

の
中

で
、

不
良

債
権

処
理

問
題

等
を

抱
え

た
民

間
金

融
機

関
の

貸
し

渋
り

対
策

と
し

て
「
金

融
安

定
化

特
別

保
証

（
平

成
10

年
10

月
1日

～
平

成
13

年
3月

31
日

）
」
が

措
置

さ
れ

た
。

金
融

機
関

の
破

綻
に

よ
り

、
当

該
金

融
機

関
か

ら
の

借
入

れ
が

困
難

と
な

り
資

金
繰

り
が

悪
化

し
て

い
る

中
小

企
業

を
支

援
す

る
も

の
で

あ
り

、
制

度
利

用
の

認
定

申

請
日

以
前

の
１

年
以

内
に

破
綻

金
融

機
関

と
金

融
取

引
を

行
っ

て
い

た
場

合
が

対
象

と
な

る
。

【
実

施
状

況
】

○
利

用
実

績
48

,5
80

件
（
7,
43

9億
円

）
／

代
位

弁
済
8,
43

8件
（
1,
15

4億
円

）
／

保
険

収
支

▲
81

8億
円

※
そ

れ
ぞ

れ
平

成
18

年
度

～
平

成
27

年
度

の
実

績

※
H

2
8
.5

.3
1
現

在
発

動
中

の
事

案
は

な
い

。
直

近
で

は
、

日
本

振
興

銀
行

の
破

綻
（
H

2
2
）
時

に
対

応
。

【
検

討
の

視
点

】

①
（
危

機
の

特
徴

）

・
取

引
先

金
融

機
関

の
破

綻
は

、
事

業
者

に
と

っ
て

突
発

的
な

事
態

で
あ

り
、

帰
責

性
に

乏
し

い
。

経
営

が
順

調
で

あ
っ

て
も

取
引

先
金

融
機

関
の

破
綻

に
よ

り
金

融
取

引
に

支
障

を
生

じ
、

資
金

繰
り

が
困

難
と

な
り

か
ね

な
い

。

②
（
事

業
者

の
状

況
）

・
新

た
な

金
融

機
関

と
早

急
に

取
引

を
開

始
す

る
必

要
が

あ
る

が
、

普
段

か
ら

取
引

関
係

が
な

い
金

融
機

関
か

ら
、

急
遽

十
分

な
借

入
を

受
け

る
こ

と
は

通
常

困
難

で
あ

る
。

③
（
金

融
機

関
の

状
況

）

・
同

じ
く
、

普
段

か
ら

取
引

関
係

が
な

い
中

小
企

業
に

対
し

、
急

遽
必

要
額

を
供

給
す

る
こ

と
は

通
常

困
難

で
あ

る
。

→
・

取
引

先
金

融
機

関
の

破
綻

は
事

業
者

に
と

っ
て

突
発

的
な

事
態

で
あ

り
、

帰
責

性
に

も
乏

し
い

。
中

小
企

業
に

と
っ

て
、

普
段

か
ら

取
引

関
係

が
な

い
金

融
機

関
か

ら
、

急
遽

十
分

な
借

入
を

受
け

る
こ

と
は

通
常

困
難

で
あ

る
。

こ
の

た
め

に
資

金
繰

り
に

支
障

が
生

じ
倒

産
に

至
る

こ
と

が
な

い
よ

う
支

援
が

必
要

と
な

る
。

政
府

は
、

事
態

が
落

ち
着

い
て

通
常

の
資

金
繰

り
が

期
待

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
段

階
で

速
や

か
に

措
置

を
終

了
す

る
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

平
成
28

年
5月

31
日

金
融
W
G

資
料

よ
り
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利
用
実
績
・
保
険
収
支
の
状
況
（
全
体
）

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

の
種

類
利

用
実

績
代

位
弁

済
保

険
収

支

1号
連

鎖
倒

産
2,
43
9件

（
50

2億
円

）
95
3件

（
14

1億
円

）
▲
63

億
円

2号
事

業
活

動
の

制
限

38
件

（
9億

円
）

31
0件

（
23

億
円

）
▲
12

億
円

3号
事

故
等

の
突

発
的

災
害

0件
（
0億

円
）

0件
（
0億

円
）

＋
2億

円
（
※

回
収

等
に

よ
る

収
入

）

4号
自

然
災

害
等

の
突

発
的

災
害

1,
18
7件

（
22

8億
円

）
24
7件

（
33

億
円

）
▲
17

億
円

5号
不

況
業

種
2,
08
9,
61

9件
（
37

兆
6,
76

4億
円

）
15
5,
77

9件
（
2兆

2,
61

9億
円

）
▲
1兆

2,
92
9億

円

6号
破

綻
金

融
機

関
48
,5
80

件
（
7,
43

9億
円

）
8,
43
8件

（
1,
15

4億
円

）
▲
81
8億

円

【
利

用
実

績
・
代

位
弁

済
・
保

険
収

支
の

実
績

（
平

成
18

年
度

～
平

成
27

年
度

）
】

【
保

険
収

支
の

推
移

（
責

任
共

有
制

度
、

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

制
度

の
内

訳
）
】

86



4.
3.
中
小
企
業
の
経
営
改
善
・
事
業
再
生

68

87



経
営
改
善
・
事
業
再
生
に
係
る
問
題
意
識
①

経
営
改
善
・
事
業
再
生
に
係
る
問
題
意
識
①

①
中

小
企

業
は

、
高

度
な

技
術

・
サ

ー
ビ

ス
に

よ
り

日
本

経
済

の
足

腰
と

な
る

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

を
構

成
し

、
ま

た
、

雇
用

・
生

活
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
維

持
と

い
う

形
で

地
域

経
済

を
支

え
る

重
要

な
存

在
。

将
来

に
わ

た
っ

て
こ

う
し

た
状

況
を

持
続

・
発

展
さ

せ
る

た
め

に
は

、
中

小
企

業
の

経
営

努
力

と
、

地
域

の
金

融
機

関

が
資

金
供

給
・
経

営
支

援
を

通
じ

て
こ

れ
を

支
え

る
メ

カ
ニ

ズ
ム

が
恒

常
的

に
働

く
事

業
環

境
を

整
備

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

②
こ

の
た

め
、

中
長

期
的

に
は

信
用

補
完

制
度

の
見

直
し

全
体

を
通

じ
て

、
中

小
企

業
に

寄
り

添
う

姿
勢

の
金

融
機

関
の

対
応

を
保

証
協

会
が

適
切

に
リ

ス
ク

を

分
担

し
な

が
ら

支
え

る
仕

組
み

と
す

る
こ

と
で

、
信

用
保

証
で

保
全

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

よ
り

支
援

姿
勢

が
不

十
分

と
な

っ
て

か
え

っ
て

経
営

改
善

・
事

業
再

生

が
進

ま
な

く
な

る
と

い
っ

た
事

態
を

回
避

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

信
用

創
造

・
リ

ス
ク

緩
和

に
よ

り
、

中
小

企
業

の
事

業
の

成
長

・
発

展
を

支
え

て
い

く
こ

と
が

求

め
ら

れ
る

。

③
一

方
、

足
下

の
問

題
と

し
て

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

の
対

応
等

（
※

1
）
の

副
作

用
を

は
じ

め
と

し
て

、
信

用
保

証
制

度
の

下
で

今
な

お
単

に
条

件
変

更
（
※

2
）
を

繰
り

返
す

状
況

と
な

っ
て

い
る

中
小

企
業

は
依

然
と

し
て

高
い

水
準

（
約

1
7
万

先
）
と

な
っ

て
い

る
。

※
1 

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

（
20

08
年

）
時

に
は

、
政

府
は

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証
5号

（
別

枠
・
10

0％
保

証
）
の

原
則

全
業

種
に

対
す

る
指

定
や

中
小

企
業

金
融

円

滑
化

法
の

施
行

に
よ

り
金

融
機

関
が

貸
付

条
件

の
変

更
（
条

件
変

更
）
等

に
努

め
る

こ
と

を
促

す
等

の
措

置
を

講
じ

、
多

く
の

倒
産

を
回

避
し

た
。

※
2条

件
変

更
と

は
、

当
初

の
返

済
期

限
を

延
期

す
る

な
ど

貸
付

条
件

の
変

更
を

行
う

こ
と

。
条

件
変

更
を

行
う

と
、

一
般

的
に

は
当

該
条

件
変

更
が

な
さ

れ
た

債
務

の
返

済
が

正
常

化
す

る
ま

で
は

、
新

規
の

借
入

れ
が

困
難

と
な

る
。

【
図
1】

民
間

金
融

機
関

の
貸

付
条

件
の

変
更

等
の

推
移

（
中

小
企

業
向

け
）

平
成
21

年
12

月
に

、
「
中

小
企

業
金

融
円

滑
化

法
」
を

施
行

し
、

金
融

機
関

が
貸

付
条

件
の

変
更

（
条

件
変

更
）
等

に
努

め
る

こ
と

を
促

す
等

の
措

置
を

講
じ

た
。

【
図
2】

信
用

保
証

の
利

用
の

下
で

の
条

件
変

更
企

業
の

推
移

条
件

変
更

を
継

続
す

る
中

小
企

業
は

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
対

応
の

た
め

全
業

種
で

の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証
5号

（
10
0％

保
証

）
の

実
施

と
金

融
円

滑
化

法
を

施
行

し
た

際
に

増

加
し

、
依

然
と

し
て

高
い

水
準

（
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
前

約
10
.2

万
者

→
現

在
17

万
者

：
信

用
補

完
制

度
を

利
用

す
る

中
小

企
業

の
約
12
.4

％
）
と

な
っ

て
い

る
。

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

発
生
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経
営
改
善
・
事
業
再
生
に
係
る
問
題
意
識
②

経
営
改
善
・
事
業
再
生
に
係
る
問
題
意
識
②

④
こ

う
し

た
条

件
変

更
中

の
中

小
企

業
に

お
い

て
は

、
経

営
者

の
返

済
正

常
化

に
向

け
た

意
識

が
乏

し
い

場
合

や
、

金
融

機
関

の
支

援
姿

勢
が

不
明

確
と

な
り

実
質

的
な

経
営

改
善

が
進

ま
な

い
と

い
っ

た
実

態
が

あ
る

。
（
他

方
、

条
件

変
更

の
下

で
も

、
事

業
再

生
や

生
業

維
持

等
に

係
る

経
営

者
の

強
い

意
志

と
、

こ

れ
を

支
え

る
金

融
機

関
の

姿
勢

が
あ

り
、

時
間

を
か

け
な

が
ら

も
進

め
ら

れ
て

い
る

実
態

も
あ

る
。

）

⑤
い

ず
れ

に
せ

よ
、

一
般

的
に

条
件

変
更

中
の

中
小

企
業

に
お

い
て

は
設

備
更

新
や

運
転

資
金

確
保

の
た

め
の

新
規

調
達

が
困

難
で

あ
り

、
こ

の
た

め
に

徐
々

に
経

営
が

先
細

り
事

業
を

継
続

し
て

い
く
こ

と
が

困
難

に
な

り
や

す
い

。
ま

た
、

経
営

改
善

が
進

ま
な

い
こ

と
が

事
業

承
継

を
困

難
に

す
る

大
き

な
一

因
と

も

な
っ

て
い

る
。

更
に

、
次

な
る

外
生

的
シ

ョ
ッ

ク
が

生
じ

た
場

合
に

お
い

て
追

加
資

金
の

調
達

が
困

難
と

な
る

た
め

、
多

く
の

倒
産

に
繋

が
り

か
ね

な
い

。

⑥
中

長
期

的
に

日
本

経
済

の
足

腰
を

頑
健

な
も

の
と

し
て

い
く
た

め
に

は
、

総
じ

て
景

況
が

安
定

し
て

い
る

状
況

の
中

で
、

今
一

度
、

中
小

企
業

、
金

融
機

関
、

保

証
協

会
等

の
支

援
機

関
に

求
め

ら
れ

る
取

組
・
役

割
を

整
理

し
、

事
業

再
生

・
経

営
改

善
を

前
向

き
に

進
め

て
い

く
こ

と
が

重
要

。

事
業

停
止

を
決

断
し

た
理

由
構

成
比

（
％

）

経
営

者
の

高
齢

化
、

健
康
(体

力
・
気

力
)の

問
題

48
.3

事
業

の
先

行
き

に
対

す
る

不
安

12
.5

主
要

な
販

売
先

と
の

取
引

終
了

（
相

手
方

の
倒

産
、

移
転

の
ケ

ー
ス

含
む

）
7.
8

経
営

者
の

家
族

の
問

題
（
介

護
、

高
齢

化
、

教
育

等
）

4.
9

事
業

経
営

の
更

な
る

悪
化

の
回

避
4.
4

後
継

者
（
事

業
承

継
）
の

見
通

し
が

立
た

な
い

4.
2

そ
の

他
18

.0

【
図

1
】
中

小
企

業
の

経
営

者
年

齢
の

分
布

こ
の

2
0
年

間
で

経
営

者
年

齢
の

山
は

4
7
歳

か
ら

6
6
歳

へ
移

動
し

た
。

【
図

2
】
事

業
承

継
を

す
る

上
で

の
課

題
経

営
者

が
後

継
者

へ
事

業
承

継
を

す
る

上
で

の
課

題
は

、
後

継
者

不
在

、
将

来
の

経
営

不
安

等
の

企
業

内
部

の
課

題
に

加
え

て
、

税
負

担
、

借
入

金
・
債

務
保

証
の

引
継

ぎ
な

ど
の

財
務

面
の

課
題

が
大

き
い

。

【
図

3
】
事

業
停

止
を

決
断

し
た

理
由

経
営

者
の

高
齢

化
が

進
む

こ
と

で
、

健
康

（体
力

・
気

力
）
の

問
題

が
生

じ
、

生
産

性
を

低
下

さ
せ

事
業

停
止

を
決

断
す

る
こ

と
も

あ
る

。

＜
事

業
承

継
に

係
る

課
題

＞
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○
「
中

小
企

業
金

融
円

滑
化

法
の

最
終

延
長

を
踏

ま
え

た
中

小
企

業
の

経
営

支
援

の
た

め
の

政
策

パ
ッ

ケ
ー

ジ
（
平

成
2
4
年

4
月

）
」
（
※

）
に

基
づ

き
、

金
融

庁
・
中

小
企

業
庁

に
お

い
て

は
、

金
融

機
関

に
よ

る
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
機

能
の

一
層

の
発

揮
、

中
小

企
業

再
生

支
援

協
議

会
の

機
能

強
化

、
そ

の
他

経
営

改
善

・
事

業
再

生
支

援
の

環
境

整
備

等
の

対
応

を
実

施
し

て
き

た
。

（
※

）
平

成
2
1
年

に
金

融
円

滑
化

法
が

施
行

さ
れ

、
金

融
機

関
に

お
い

て
は

貸
付

条
件

の
変

更
等

や
円

滑
な

資
金

供
給

に
努

め
る

こ
と

と
さ

れ
た

。
同

法
は

、
平

成
2
3
年

と
平

成
2
4
年

に
そ

れ
ぞ

れ
1
年

間
延

期
さ

れ
、

そ
の

最
終

期
限

を
踏

ま
え

た
対

応
と

し
て

、
当

該
パ

ッ
ケ

ー
ジ

が
策

定
さ

れ
た

。

リ
ー

マ
ン
シ

ョ
ッ

ク
後

の
経
営
改
善
・
事
業
再
生
へ

の
対
応

リ
ー

マ
ン
シ

ョ
ッ

ク
後

の
経
営
改
善
・
事
業
再
生
へ

の
対
応

中
小

企
業

再
生

支
援

協
議

会

・
収

益
性

の
あ

る
事

業
を

有
し

て
い

る
も

の
の

、
財

務
上

の
問

題
を

抱
え

て
い

る
中

小
企

業
の

事
業

再
生

を
、

中
立

の
立

場
と

し
て

支
援

す
る

た
め

に
各

都
道

府
県

毎
に

設
置

さ
れ

た
機

関
（
窓

口
相

談
、

再
生

計
画

の
策

定
支

援
、

金
融

機
関

と
の

間
に

立
っ

た
債

権
放

棄
を

含
め

た
合

意
の

形
成

の
支

援
等

を
実

施
）
。

・
政

策
パ

ッ
ケ

ー
ジ

に
基

づ
き

、
常

駐
専

門
家

数
の

増
員

な
ど

体
制

強
化

を
行

い
、

平
成

2
4
年

度
か

ら
平

成
2
6
年

度
ま

で
に

1
1
,0

0
0
件

以
上

の
相

談
を

実
施

し
、

6
,5

0
0
件

以
上

の
支

援
を

実
施

。

認
定

支
援

機
関

に
よ

る
経

営
改

善
計

画
策

定
支

援
事

業

・
外

部
専

門
家

（
弁

護
士

、
公

認
会

計
士

、
税

理
士

、
中

小
企

業
診

断
士

等
の

認
定

支
援

機
関

）
の

協
力

を
得

て
、

経
営

改
善

計
画

の
策

定
を

支
援

す
る

制
度

（
経

営
改

善
計

画
策

定
費

用
や

資
産

査
定

費
用

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

費
用

を
補

助
）
を

創
設

（
平

成
2
5
年

3
月

）
。

・
現

時
点

（
平

成
2
8
年

9
月

末
）
で

の
利

用
実

績
は

約
1
2
,0

0
0
件

。
規

模
の

小
さ

い
事

業
者

の
利

用
が

多
い

（
従

業
員

1
0
人

未
満

が
約

半
数

）
。

信
用

保
証

協
会

の
対

応

・
「
中

小
企

業
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
の

全
国

展
開

、
金

融
支

援
を

個
別

に
サ

ポ
ー

ト
す

る
枠

組
み

（
経

営
サ

ポ
ー

ト
会

議
）
等

を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
条

件
変

更
中

で
も

経
営

改
善

に
必

要
と

な
る

新
規

資
金

の
調

達
等

を
可

能
と

す
る

た
め

の
保

証
メ

ニ
ュ

ー
を

順
次

創
設

。
（
経

営
力

強
化

保
証

、
経

営
改

善
サ

ポ
ー

ト
保

証
等

）

・
平

成
2
7
年

度
か

ら
、

メ
イ

ン
バ

ン
ク

等
の

機
能

が
不

在
と

な
り

、
実

質
的

に
経

営
改

善
・
事

業
再

生
が

進
ま

な
い

条
件

変
更

先

等
を

個
別

に
保

証
協

会
が

支
援

す
る

取
組

を
全

国
的

に
開

始
。

【
中

小
企

業
庁

に
お

け
る

主
な

取
組

】
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（
参
考
）
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
参
考
）
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

○
課
題
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス

・⾯
談

や
提

出
資

料
の

分
析

を
通

して
、経

営
上

の
問

題
点

や
具

体
的

な
課

題
を

抽
出

・課
題

の
解

決
に

向
け

て
、適

切
な

ア
ドバ

イス
を

実
施

・必
要

に
応

じ、
関

係
⽀

援
機

関
や

⽀
援

施
策

を
紹

介

【
中

小
企

業
再

生
支

援
協

議
会

に
よ

る
支

援
ス

キ
ー

ム
】

窓
口

相
談

（
第

一
次

対
応

）

○
再
⽣
計
画
策
定
の
⽀
援

・個
別

⽀
援

チ
ー

ム
を

結
成

し、
具

体
的

な
再

⽣
計

画
の

策
定

を
⽀

援
・関

係
⾦

融
機

関
等

との
調

整
・外

部
専

⾨
家

費
⽤

及
び

デ
ュー

デ
リ

ジ
ェン

ス
費

⽤
の

⼀
部

協
議

会
負

担

・定
期

的
な

フォ
ロー

ア
ップ

必
要

な
ア

ドバ
イス

を
実

施

再
生

計
画

相
談

（
第

二
次

対
応

）
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

【
活

動
実

績
】

○
収

益
性

の
あ

る
事

業
を

有
し

て
い

る
も

の
の

、
財

務
上

の
問

題
を

抱
え

て
い

る
中

小
企

業
の

事
業

再
生

を
、

中
立

の
立

場
と

し
て

支
援

す
る

た
め

に
各

都
道

府
県

毎
に

設
置

さ
れ

た
機

関
（
窓

口
相

談
や

再
生

計
画

の
策

定
支

援
、

金
融

機
関

と
の

間
に

立
っ

た
債

権
放

棄
を

含
め

た
合

意
の

形
成

の
支

援
等

を
実

施
）
。

（
平

成
1
5
年

に
創

設
）

○
政

策
パ

ッ
ケ

ー
ジ

に
基

づ
き

、
常

駐
専

門
家

数
の

増
員

な
ど

体
制

強
化

を
行

い
（
平

成
2
4
年

度
）
、

平
成

2
4
年

度
か

ら
平

成
2
6
年

度
に

か
け

て
1
1
,0

0
0
件

以
上

の
相

談
に

対
応

し
、

6
,5

0
0
件

以
上

の
支

援
を

実
施

。

10
1 

35
5 

43
8 

48
5 

39
4 

33
2 

47
6 

36
4 

25
5 

1,
51

1 
2,
53

7 
2,
48

4 
1,
31

9 

3,
39
5 

2,
66
6 

2,
83
4 

2,
54
8 

2,
73
1 

3,
16
4 

2,
87
3 

1,
92
9 

1,
74
1 

3,
71
2 

4,
12
8 

3,
42
1 

1,
74
8 

0

2,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

15
年

度
以

前
16

年
度

17
年

度
18

年
度

19
年

度
20

年
度

21
年

度
22

年
度

23
年

度
24

年
度

25
年

度
26

年
度

27
年

度

完
了

件
数

相
談

対
応

件
数

平
成

２
１

年
度

平
成

２
２

年
度

平
成

２
３

年
度

平
成

２
４

年
度

平
成

２
５

年
度

平
成

２
６

年
度

平
成

２
７

年
度

合
計

抜
本

再
生

9
7

6
0

4
4

1
7
0

1
6
6

1
9
7

2
0
1

1
,6

4
2

債
務

免
除

（
債

権
放

棄
、

第
二

会
社

方
式

）
5
1

4
8

3
0

5
5

4
8

6
9

7
5

8
6
9

Ｄ
Ｅ

Ｓ
（
債

務
の

株
式

化
）

3
0

2
3

4
2

3
6
9

Ｄ
Ｄ

Ｓ
（
債

務
の

劣
後

化
）

4
3

1
2

1
2

1
1
2

1
1
4

1
2
6

1
2
3

7
0
4

4
2
3

3
1
9

2
2
5

1
,4

2
1

2
,4

3
4

2
,3

6
5

1
,2

1
6

9
,7

2
2

4
7
6

3
6
4

2
5
5

1
,5

1
1

2
,5

3
7

2
,4

8
4

1
,3

1
9

1
1
,0

5
1

（
備

考
）
上

記
手

法
を
複

数
実

施
し
て

い
る
案

件
が
あ
る
た
め

、
各

支
援

手
法

の
合

計
は

、
計

画
策

定
支

援
件

数
に
一

致
し
な

い
。

計
画

策
定

支
援

件
数

再
生

手
法

リ
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

※
平

成
2
7
年

度
は

抜
本

的
な

再
生

を
重

点
的

に
支

援
す

る
方

針
と

し
た

た
め

総
件

数
は

減
少

し
て

い
る

。
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認
定
支
援
機
関
に
よ
る
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業

認
定
支
援
機
関
に
よ
る
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業

【
ス

キ
ー

ム
】

経
営

改
善

⽀
援

セ
ンタ

ー
中

⼩
機

構
国

中
⼩

企
業

・⼩
規

模
事

業
者

費
⽤

の
2/

3・
最

⼤
20

0万
円

を
補

助 認
定

⽀
援

機
関

（
弁

護
⼠

、公
認

会
計

⼠
、税

理
⼠

、
中

⼩
企

業
診

断
⼠

等
）

⽀
援

申
込

み

⽀
払

い
（

費
⽤

の
1/

3相
当

を
実

質
負

担
）

⾦ 融 機 関

協
議

○
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
後

、
数

多
く
の

事
業

者
に

と
っ

て
経

営
改

善
を

進
め

る
た

め
の

金
融

支
援

等
が

必
要

と
さ

れ
た

が
、

特
に

規
模

の
小

さ

い
事

業
者

に
つ

い
て

は
数

も
多

く
、

金
融

機
関

だ
け

で
十

分
な

対
応

が
困

難
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
外

部
専

門
家

（
弁

護
士

、
公

認
会

計

士
、

税
理

士
、

中
小

企
業

診
断

士
等

の
認

定
支

援
機

関
）
の

協
力

を
得

て
、

経
営

改
善

計
画

の
策

定
を

支
援

す
る

制
度

を
創

設
し

た

（
平

成
2
5
年

3
月

）
。

（
経

営
改

善
計

画
策

定
費

用
や

資
産

査
定

費
用

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

費
用

を
補

助
）

○
現

時
点

（
平

成
2
8
年

9
月

末
）
で

の
利

用
実

績
は

約
1
2
,0

0
0
件

と
な

っ
て

お
り

、
規

模
の

小
さ

い
事

業
者

の
利

用
が

多
い

（
従

業
員

1
0
人

未
満

が
約

半
数

）
。

・デ
ュー

デ
リジ

ェン
ス

・計
画

策
定

⽀
援

・⾦
融

⽀
援

協
議

サ
ポ

ー
ト

・フ
ォロ

ー
ア

ップ

○
制

度
利

用
事

業
者

の
規

模
（
H2

8.
9.
30

 現
在

）

・
年

商
・
従

業
員
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信
用
保
証
協
会
の
対
応

信
用
保
証
協
会
の
対
応

④
個

社
支

援
・
保

証
協

会
職

員
が

外
部

専
門

家
（
中

小
企

業
診

断
士

等
）
と

伴
に

中
小

企
業

を
直

接
訪

問
し

、
経

営
相

談
や

経
営

改
善

計
画

の
策

定
支

援
等

を
実

施
。

（
国

は
、

「
信

用
保

証
協

会
中

小
企

業
・
小

規
模

事
業

者
経

営
支

援
強

化
促

進
補

助
金

」
を

措
置

）
※

平
成

2
7
年

度
末

派
遣

実
績

3
,9

5
5
企

業
（
1
4
,4

5
8
回

）

①
中

小
企

業
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

・
経

営
改

善
・
事

業
再

生
・
事

業
承

継
等

の
局

面
に

お
い

て
は

、
関

係
者

相
互

の
目

線
合

わ
せ

が
不

可
欠

と
な

る
。

・
保

証
協

会
が

事
務

局
と

な
り

、
全

国
各

地
域

の
経

営
改

善
・
事

業
再

生
に

係
わ

る
プ

レ
ー

ヤ
ー

（
商

工
団

体
、

金
融

機
関

、
支

援
専

門
家

、
国

・
自

治
体

等
）
を

一
堂

に
会

し
、

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

共
有

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

等
を

行
う

。
※

開
催

実
績

4
4
3
回

（
平

成
2
7
年

度
末

実
績

）

②
経

営
サ

ポ
ー

ト
会

議
・
経

営
改

善
に

不
可

欠
と

な
る

金
融

支
援

の
実

施
に

際
し

て
、

複
数

金
融

機
関

が
関

与
し

経
営

者
に

と
っ

て
調

整
コ

ス
ト

が
負

担
と

な
る

場
合

に
保

証
協

会
が

事
務

局
と

し
て

サ
ポ

ー
ト

。
（
※

開
催

実
績

平
成

2
7
年

度
6
,5

2
4
企

業
、

平
成

2
6
年

度
5
,4

2
6
企

業
）

○
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

の
対

応
等

に
よ

り
、

条
件

変
更

先
が

急
増

し
た

こ
と

を
受

け
て

、
①

事
業

再
生

・
経

営
改

善
に

係
わ

る
地

域
の

関
係

者
を

一
堂

に
会

し
相

互
に

目
線

を
合

わ
せ

る
「
中

小
企

業
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
の

全
国

展
開

、
②

金
融

支
援

を
個

別
に

サ
ポ

ー
ト

す
る

枠
組

み
（
経

営
サ

ポ
ー

ト
会

議
）
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

③
金

融
機

関
等

の
経

営
支

援
を

前
提

と
す

る
経

営
力

強
化

保
証

の
創

設
等

の
対

応
を

実
施

。

○
更

に
、

④
平

成
2
7
年

度
か

ら
は

、
メ

イ
ン

バ
ン

ク
等

の
機

能
が

不
在

と
な

り
、

実
質

的
に

経
営

改
善

・
事

業
再

生
が

進
ま

な
い

条
件

変
更

先
等

を
個

別
に

保
証

協
会

が
支

援
す

る
取

組
を

全
国

的
に

開
始

し
た

。

③
経

営
改

善
・
事

業
再

生
を

加
速

化
す

る
保

証
メ

ニ
ュ

ー
の

充
実

・
条

件
変

更
中

で
も

経
営

改
善

に
必

要
と

な
る

新
規

資
金

の
調

達
等

を
可

能
と

す
る

た
め

、
経

営
力

強
化

保
証

（
平

成
2
8
年

1
0
月

末
実

績
1
2
,
3
9
9
件

、
2
,
9
5
9

億
円

）
、

経
営

改
善

サ
ポ

ー
ト

保
証

（
平

成
2
8
年

1
0
月

末
実

績
3
,
8
0
8
件

、
1
,
0
2
4
億

円
）

等
の

保
証

メ
ニ

ュ
ー

を
創

設
し

た
。
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事
業
再
生
・
経
営
改
善
の
実
態
（
進
む
ケ
ー
ス
・
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
）

事
業

再
生

・
経

営
改

善
が

進
む

ケ
ー

ス
（
例

）
進

ま
な

い
ケ

ー
ス

（
例

）

中
小

企
業


自

社
の

経
営

状
況

を
把

握
し

、
事

業
規

模
に

応
じ

て
経

費
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
、

採
算

管
理

、
資

金
繰

り
管

理
を

行
う

等
の

対
応

が
日

頃
か

ら
行

わ
れ

て
い

る
。


メ

イ
ン

バ
ン

ク
等

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

あ
り

、
信

頼
性

の
あ

る

財
務

情
報

、
資

金
繰

り
表

、
改

善
計

画
を

提
出

し
、

経
営

課
題

等
に

つ
い

て
相

談
が

で
き

て
い

る
。


条

件
変

更
の

下
で

も
時

間
を

か
け

な
が

ら
改

善
策

が
進

め
ら

れ
て

い

る
。

足
下

の
財

務
改

善
だ

け
で

は
な

く
、

新
た

な
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
や

販
路

開
拓

等
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。


自

社
の

経
営

状
況

を
客

観
的

に
把

握
・
認

識
で

き
て

お
ら

ず
（
ど

ん
ぶ

り
勘

定
、

経
費

の
公

私
混

同
、

赤
字

受
注

等
）
、

過
去

の
成

功
体

験
へ

の
固

執
等

に
よ

り
金

融
機

関
・
支

援
専

門
家

等
の

意
見

を
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
。


改

善
意

欲
は

あ
る

も
の

の
、

金
融

機
関

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

図
れ

な

い
（
信

頼
関

係
が

な
く
経

営
者

に
と

っ
て

不
利

と
な

る
情

報
を

開
示

で
き

な
い

、

相
談

す
べ

き
相

手
で

あ
る

は
ず

の
メ

イ
ン

バ
ン

ク
が

不
在

等
）
。


複

数
行

・
複

数
債

務
に

よ
り

資
金

バ
ラ

ン
ス

が
崩

れ
、

当
座

の
売

上
確

保
と

資
金

調
達

（
毎

月
の

支
払

い
、

給
与

等
）
を

繰
り

返
す

こ
と

で
精

一
杯

と
な

り
、

課
題

解
決

や
本

業
に

注
力

で
き

な
い

。

金
融

機
関


地

域
の

中
小

企
業

を
支

え
る

メ
イ

ン
バ

ン
ク

と
し

て
の

意
識

・
姿

勢
が

あ
り

（
メ

イ
ン

バ
ン

ク
で

は
な

い
場

合
に

も
地

域
の

当
事

者
行

と
し

て

の
意

識
・
姿

勢
）
、

事
業

者
と

信
頼

関
係

が
構

築
さ

れ
て

い
る

。


経

営
者

が
本

業
に

注
力

で
き

る
よ

う
資

金
繰

り
を

安
定

さ
せ

る
こ

と
は

も
と

よ
り

、
事

業
内

容
を

理
解

し
、

経
営

課
題

・
事

業
承

継
等

の
経

営

者
の

悩
み

を
把

握
し

て
改

善
策

を
提

案
す

る
こ

と
や

、
潜

在
的

な
成

長
の

可
能

性
を

見
出

し
て

の
資

金
供

給
が

行
わ

れ
て

い
る

。


信

用
保

証
を

利
用

す
る

場
合

に
お

い
て

も
、

保
証

協
会

と
事

業
者

支

援
の

観
点

か
ら

目
線

を
合

わ
せ

、
事

業
を

評
価

し
て

融
資

を
行

い
、

そ
の

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
支

援
姿

勢
を

崩
さ

な
い

。


担

保
・
保

証
（
特

に
1
0
0
%
保

証
）
に

よ
り

保
全

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

よ
り

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
る

初
期

症
状

の
把

握
や

事
業

を
評

価
し

た
融

資
が

行
わ

れ
な

い
。

こ
う

し
た

中
で

、
経

営
者

と
の

信
頼

関
係

も
薄

れ
、

経
営

改
善

が
進

ま
な

い
。


顧

客
の

事
業

が
好

調
な

時
に

は
プ

ロ
パ

ー
融

資
（
低

金
利

）
に

よ
る

貸
出

競

争
の

状
況

と
な

る
が

、
事

業
が

傾
い

た
場

合
に

は
、

コ
ス

ト
の

掛
か

る
経

営
支

援
や

融
資

の
継

続
（
折

り
返

し
等

）
が

行
わ

れ
な

い
。


同

一
事

業
者

に
複

数
行

が
関

与
す

る
場

合
に

お
い

て
、

上
記

の
よ

う
な

一
部

の
金

融
機

関
の

対
応

と
、

腰
を

据
え

て
経

営
改

善
に

取
り

組
む

他
の

金
融

機

関
等

と
の

間
で

支
援

の
目

線
が

揃
わ

な
い

。

（
事

業
者

側
が

、
金

利
面

で
金

融
機

関
を

選
択

し
、

経
営

改
善

に
向

け
て

厳
し

い
指

摘
を

す
る

金
融

機
関

を
避

け
る

こ
と

も
少

な
か

ら
ず

あ
る

。
）
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条
件
変
更
企
業
に
対
す
る
金
融
機
関
の
対
応
状
況
（
例
）

条
件
変
更
企
業
に
対
す
る
金
融
機
関
の
対
応
状
況
（
例
）

＜
経

営
支

援
に

積
極

的
に

取
り

組
む

金
融

機
関

の
対

応
例

＞
・
条

件
変

更
先

は
約
90

0者
（
貸

付
先

は
約
9,
00

0先
）
。

・
当

該
条

件
変

更
先

を
以

下
の

よ
う

に
整

理
し

て
対

応
（
Ａ

～
Ｅ

で
ラ

ン
ク

付
け

し
、

更
に

課
題

別
に

カ
テ

ゴ
ラ

イ
ズ

し
、

優
先

順
位

を
決

め
て

対
応

）
・
今

年
度

は
、

以
下

の
「
Ｃ

」
の

う
ち

、
課

題
が

明
確

と
な

っ
て

い
る

先
か

ら
重

点
対

応
。

○
条

件
変

更
先

の
状

況
に

つ
い

て
、

積
極

的
に

経
営

支
援

を
行

う
金

融
機

関
の

例
で

は
、

5
～

6
割

程
度

が
改

善
（
条

件
変

更
か

ら
脱

却
）

に
向

か
っ

て
い

る
状

況
。

○
一

方
で

、
再

生
が

困
難

な
層

も
3
～

4
割

程
度

は
存

在
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

中
小

企
業

は
フ

ル
保

全
（
1
0
0
%
保

証
の

み
）
が

多
い

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
○

今
後

、
こ

う
し

た
状

況
と

な
ら

な
い

よ
う

に
リ

ス
ク

分
担

の
在

り
方

を
見

直
す

と
と

も
に

、
現

状
条

件
変

更
を

繰
り

返
す

中
小

企
業

に
対

し
て

は
、

保
証

協
会

に
よ

る
経

営
支

援
等

を
行

い
、

条
件

変
更

か
ら

脱
却

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

評
価

対
応

先
数

課
題

Ａ
：
自

助
努

力
で

改
善

傾
向

の
先

・
期

中
管

理
で

フ
ォ

ロ
ー

約
10
0先

＜
個

社
毎

の
課

題
を

整
理

＞

・
経

営
者

の
資

質
（
姿

勢
・
意

識
）

・
営

業
力

・
販

路
の

不
足

・
技

術
力

・
商

品
設

計
力

不
足

・
従

業
員

問
題

・
経

費
管

理
（
丼

勘
定

、
赤

字
受

注
）

・
在

庫
管

理
（
在

庫
過

多
）

・
本

業
キ

ャ
ッ

シ
ュ

フ
ロ

ー
の

状
況

・
赤

字
事

業
に

対
す

る
方

針
未

定

・
後

継
者

問
題

等

Ｂ
：
ソ

フ
ト

支
援

で
改

善
方

向
の

先
・
期

中
管

理
と

助
言

等
・
複

数
債

務
の

一
本

化
等

約
20
0先

Ｃ
：
重

点
的

な
支

援
に

よ
り

再
生

の
可

能
性

が
あ

る
先

・
複

数
債

務
の

一
本

化
・
赤

字
事

業
の

整
理

、
債

権
カ

ッ
ト

等
約
15
0先

Ｄ
：
見

極
め

が
必

要
と

な
る

先
・
実

質
的

な
再

生
計

画
の

有
無

、
計

画
と

実
態

の
乖

離
等

か
ら

見
極

め
約
30
0先

Ｅ
：
再

生
困

難
と

考
え

ら
れ

る
先

・
経

営
者

の
事

業
継

続
の

意
思

を
尊

重
し

て
廃

業
等

を
決

定
約
15
0先

顧
客

毎
の

課
題

を
カ

ル
テ

化
し

、
処

方
箋

や
支

援
方

針
が

明
確

全
て

の
条

件
変

更
先

に
つ

い
て

業
況

・
課

題
、

支
援

方
針

を
整

理
し

て
順

次
対

応

業
況

の
上

方
遷

移
は
6～

7割
（
下

方
遷

移
は
3～

4割
）

重
症

・
軽

症
と

い
っ

た
症

状
に

応
じ

て
着

手

す
る

順
番

・
方

針
が

決
め

ら
れ

て
い

る

積
極

的
に

支
援

を
行

う
金

融

機
関

で
も

、
Ｄ

・
Ｅ

と
な

る
と

フ

ル
保

全
（
10
0%

保
証

の
み

）

が
多

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
。
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○
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
後

、
条

件
変

更
を

繰
り

返
す

状
況

と
な

っ
て

い
る

事
業

者
の

経
営

改
善

・
事

業
再

生
（
更

に
は

事
業

承
継

）
に

つ
い

て
、

総
じ

て
景

況
が

安
定

し
て

い
る

状
況

の
中

で
、

迅
速

に
対

応
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
更

に
は

、
将

来
同

様
の

事
態

を
繰

り
返

す
こ

と
を

避
け

る
た

め
、

信
用

補
完

制
度

の
見

直
し

全
体

を
通

じ
た

対
応

を
行

う
と

と
も

に
、

初
期

症
状

の
段

階
で

の
予

防
的

対
応

も
重

要
と

な
る

。

○
こ

の
た

め
に

、
事

業
者

、
金

融
機

関
、

保
証

協
会

そ
れ

ぞ
れ

に
求

め
ら

れ
る

対
応

は
以

下
の

と
お

り
。

＜
事

業
者

の
対

応
＞

・
経

営
改

善
・
事

業
再

生
の

主
役

は
事

業
者

自
身

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、

返
済

正
常

化
・
経

営
改

善
を

完
遂

す
る

意
思

の
下

で
、

ま
ず

は
自

ら
の

置
か

れ
た

経
営

状
況

、
課

題
、

強
み

等
を

「
見

え
る

化
」
す

る
こ

と
が

改
善

に
向

け
て

の
第

一
歩

と
な

る
。

・
必

要
に

応
じ

て
専

門
家

か
ら

の
支

援
も

受
け

つ
つ

資
金

繰
り

管
理

、
規

模
に

応
じ

た
経

費
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
、

採
算

管
理

等
を

行
い

、
メ

イ
ン

バ
ン

ク
等

の
金

融
機

関
に

対
し

て
信

頼
性

の
高

い
情

報
を

開
示

し
て

進
め

て
い

く
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

＜
金

融
機

関
の

対
応

＞
・
メ

イ
ン

バ
ン

ク
を

始
め

と
す

る
金

融
機

関
に

お
い

て
は

、
事

業
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

中
で

相
互

の
信

頼
関

係
を

構
築

し
、

資
金

繰
り

の
安

定
を

図
り

、
継

続
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

下
で

足
下

の
経

営
課

題
や

事
業

承
継

等
の

潜
在

的
課

題
を

把
握

し
、

経
営

者
と

と
も

に
抜

本
的

な
再

生
を

含
め

た
改

善
策

を
講

じ
て

い
く
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

・
更

に
は

、
事

業
を

評
価

し
て

潜
在

的
な

成
長

の
可

能
性

を
見

出
し

、
資

金
供

給
を

通
じ

て
伸

ば
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

＜
保

証
協

会
の

対
応

＞
・
業

況
が

悪
化

し
た

中
小

企
業

の
多

く
は

信
用

保
証

制
度

を
利

用
し

て
お

り
、

信
用

保
証

制
度

（
保

証
協

会
）
が

果
た

す
役

割
が

鍵
と

な
る

。
保

証
協

会
に

お
い

て
は

、
金

融
機

関
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
支

援
姿

勢
を

確
保

し
な

が
ら

保
証

承
諾

を
行

う
こ

と
に

加
え

て
、

経
営

改
善

・
事

業
再

生
の

局
面

に
お

い
て

、
例

え
ば

複
数

行
・
複

数
債

務
に

よ
り

経
営

者
に

と
っ

て
調

整
が

重
荷

と
な

り
実

質
的

に
進

め
ら

れ
な

い
よ

う
な

場
合

に
は

積
極

的
な

「
側

面
支

援
」
（
経

営
サ

ポ
ー

ト
会

議
）
等

を
行

う
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

・
経

営
改

善
に

係
る

「
個

社
支

援
」
は

本
来

メ
イ

ン
バ

ン
ク

等
が

行
う

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

の
対

応
等

の
副

作
用

に
よ

り
、

メ
イ

ン
バ

ン
ク

の
機

能
が

不
明

瞭
と

な
り

、
実

質
的

な
対

応
が

進
ま

な
い

と
い

っ
た

場
合

に
は

、
保

証
協

会
自

ら
が

対
応

し
て

い
く
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

・
事

業
再

生
の

局
面

に
お

い
て

、
個

々
の

状
況

を
勘

案
し

つ
つ

時
宜

を
得

た
再

生
計

画
を

実
現

し
て

い
く
た

め
、

柔
軟

に
求

償
権

放
棄

等
に

応
じ

る
こ

と
も

重
要

と
な

る
。

○
上

記
を

円
滑

に
進

め
る

た
め

の
政

策
対

応
と

し
て

、
信

用
補

完
制

度
の

見
直

し
以

外
に

も
、

例
え

ば
、

①
業

況
悪

化
の

症
状

が
軽

い
段

階
で

早
期

治
療

を
図

る
た

め
平

常
時

か
ら

資
金

繰
り

管
理

や
採

算
管

理
等

を
促

す
こ

と
、

②
平

常
時

か
ら

の
対

応
に

も
係

わ
ら

ず
業

況
が

相
当

程
度

悪
化

し
第

二
創

業
等

の
抜

本
再

生
ま

で
実

施
す

る
際

の
動

機
付

け
を

行
う

こ
と

、
③

平
常

時
か

ら
の

健
康

管
理

・
応

急
処

置
の

段
階

か
ら

、
症

状
が

悪
化

し
外

科
手

術
的

な
対

応
が

必
要

と
な

る
局

面
ま

で
の

関
係

者
間

の
効

果
的

な
対

応
等

を
整

理
す

る
と

と
も

に
、

こ
れ

を
社

会
全

体
の

取
組

と
す

る
べ

く
普

及
啓

発
に

取
り

組
む

こ
と

（
各

支
援

機
関

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

体
制

の
強

化
を

含
む

）
が

有
効

で
は

な
い

か
。

ま
と
め
（
中
小
企
業
の
経
営
改
善
・
事
業
再
生
）

ま
と
め
（
中
小
企
業
の
経
営
改
善
・
事
業
再
生
）

平
成
28

年
7月

1日
金

融
W
G

資
料

よ
り
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4.
4.
信
用
保
証
協
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割

78
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日
本

政
策

金
融

公
庫

信
用

保
証

協
会

（
全

国
5
1
）

金
融

機
関

（
90

7）
中

小
企

業
（
13

7万
者

）
融

資

保 険 金

回 収 金

保 険 料

代 位 弁 済

回 収 金

保 証 料

国

信
用
保
証
協
会
に
つ
い
て

自
治

体

保 証

○
信

用
補

完
制

度
は

中
小

企
業

の
資

金
繰

り
を

支
え

る
重

要
な

制
度

で
あ

る
。

従
来

、
各

保
証

協
会

の
業

務
は

保
証

・
回

収
が

中
心

で
あ

っ
た

が
、

時
代

の
変

化
の

中
で

そ
の

求
め

ら
れ

る
役

割
も

変
わ

り
つ

つ
あ

り
、

現
在

で
は

金
融

機
関

と
連

携
し

た
経

営
支

援
等

の
強

化
や

地
域

経
済

の
活

性
化

へ
の

一
層

の
貢

献
と

い
っ

た
も

の
も

求
め

ら
れ

て
い

る
。

○
こ

う
し

た
状

況
を

踏
ま

え
、

地
域

の
自

主
性

を
前

提
と

し
つ

つ
も

全
国

レ
ベ

ル
で

の
対

応
の

底
上

げ
を

図
る

べ
く
、

保
証

協
会

に
求

め
ら

れ
る

役
割

を
改

め
て

整
理

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
評

価
の

在
り

方
等

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

【
信

用
補

完
制

度
の

構
図

】

昭
和

１
２

年
東

京
市

等
が

、
ド

イ
ツ

を
範

と
し

て
「
東

京
信

用
保

証
協

会
」
を

設
立

。
そ

の
後

、
各

地
で

設
立

（
昭

和
３

６
年

（
沖

縄
協

会
）
ま

で
）

昭
和

２
３

年
中

小
企

業
庁

発
足

昭
和

２
５

年
「
中

小
企

業
信

用
保

険
法

」
の

制
定

昭
和

２
８

年
「
信

用
保

証
協

会
法

」
の

制
定

昭
和

３
３

年
中

小
企

業
信

用
保

険
公

庫
（
現

在
の

日
本

政
策

金
融

公
庫

）
の

設
立

（
→

現
行

の
信

用
補

完
制

度
の

体
系

が
整

う
）

昭
和

３
８

年
「
中

小
企

業
基

本
法

」
の

制
定

（
→

平
成

１
１

年
に

抜
本

的
改

正
※

）
※

経
済

的
社

会
的

制
約

に
よ

る
不

利
の

是
正

か
ら

中
小

企
業

の
多

様
で

活
力

あ
る

成
長

発
展

へ
平

成
１

０
年

金
融

機
関

の
貸

し
渋

り
対

策
と

し
て

、
「
中

小
企

業
金

融
安

定
化

特
別

保
証

」
を

実
施

（
保

証
承

諾
件

数
が

急
激

に
増

加
）

平
成

１
９

年
責

任
共

有
制

度
（
８

０
％

保
証

）
の

導
入

平
成

２
０

年
リ

ー
マ

ン
・
シ

ョ
ッ

ク
対

策
と

し
て

、
「
緊

急
保

証
」
を

実
施

（
１

０
０

％
保

証
の

拡
大

）
平

成
２

６
年

拡
大

し
た

１
０

０
％

保
証

に
つ

い
て

、
平

時
へ

の
運

用
に

移
行

【
信

用
保

証
協

会
の

歩
み

】

■
法

人
格

：
信

用
保

証
協

会
法

に
基

づ
く
認

可
法

人
（
地

方
公

共
団

体
等

が
出

捐
）

■
協

会
数

：
５

１
協

会
■

職
員

数
：
５

，
９

７
３

名
（
役

員
を

除
く
）

・
保

証
申

込
・
審

査
部

門
：
約

２
，

５
０

０
人

・
期

中
管

理
部

門
：
約

５
０

０
人

・
代

位
弁

済
・
回

収
部

門
：
約

１
，

２
０

０
人

・
企

画
・
シ

ス
テ

ム
管

理
部

門
：
約

１
，

１
０

０
人

※
審

査
、

期
中

管
理

等
を

通
じ

て
、

経
営

支
援

業
務

に
携

わ
る

職
員

が
約

８
０

０
人

（
平

成
２

７
年

度
末

時
点

）

【
信

用
保

証
協

会
の

体
制

等
】

出
資

金

損
失

補
償

一
般

保
証

：
８

０
％

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

：１
０

０
％

保 険
概

ね
８

０
％
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保
証

協
会

の
業

務
（
20
05

年
見
直
し
・
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
変
化
）

○
専

門
家

派
遣

・
保

証
協

会
職

員
が

、
外

部
専

門
家

（
中

小
企

業
診

断
士

等
）
と

一
緒

に
中

小
企

業
を

直
接

訪
問

し
、

経
営

相
談

や
経

営
改

善
計

画
の

策
定

等
を

支
援

。

※
平

成
2
7
年

度
末

派
遣

実
績

3
,9

5
5
企

業
（
1
4
,4

5
8
回

）

個
社

支
援

側
面

支
援

○
中

小
企

業
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
経

営
改

善
・
事

業
再

生
・
事

業
承

継
等

の
局

面
に

お
い

て
は

、
関

係
者

相
互

の
目

線
合

わ
せ

が
不

可
欠

と
な

る
。

・
保

証
協

会
が

事
務

局
と

な
り

、
全

国
各

地
域

の
経

営
改

善
・
事

業
再

生
に

係
わ

る
プ

レ
ー

ヤ
ー

（
商

工
団

体
、

金
融

機
関

、
支

援
専

門
家

、
国

・
自

治
体

等
）
を

一
堂

に
会

し
、

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

共
有

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

等
を

行
う

。
※

開
催

実
績

4
4
3
回

○
経

営
サ

ポ
ー

ト
会

議

・
経

営
改

善
に

不
可

欠
と

な
る

金
融

支
援

の
実

施
に

際
し

て
、

複
数

金
融

機
関

が
関

与
し

経
営

者
に

と
っ

て
調

整
コ

ス
ト

が
負

担
と

な
る

場
合

に
保

証
協

会
が

事
務

局
と

し
て

サ
ポ

ー
ト

。

※
開

催
実

績
平

成
2
7
年

度
実

績
6
,5

2
4
企

業
平

成
2
6
年

度
実

績
5
,4

2
6
企

業

①
前

回
（
2
0
0
5
年

中
小

企
業

政
策

審
議

会
）
の

信
用

補
完

制
度

の
見

直
し

等
に

基
づ

き
、

こ
れ

ま
で

も
保

証
協

会
と

金
融

機
関

の
連

携
に

よ
る

支
援

強
化

（
責

任
共

有
制

度
の

導
入

、
金

融
機

関
と

連
携

し
た

審
査

効
率

化
等

）
や

保
証

協
会

の
再

生
支

援
の

強
化

（
求

償
権

の
放

棄
等

に
関

す
る

制
度

整
備

等
）
が

進
め

ら
れ

て
き

た
。

②
そ

の
後

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
（
2
0
0
8
年

）
等

に
よ

り
条

件
変

更
先

が
急

増
し

た
こ

と
を

受
け

、
経

営
改

善
に

係
る

「
側

面
支

援
」
と

し
て

の
中

小
企

業
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
、

「
個

社
支

援
」
と

し
て

経
営

サ
ポ

ー
ト

会
議

の
実

施
や

保
証

協
会

が
直

接
経

営
改

善
計

画
の

策
定

を
支

援
す

る
取

組
等

が
強

化
さ

れ
て

き
た

。

③
更

に
、

一
部

の
保

証
協

会
に

お
い

て
は

創
業

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

促
す

た
め

の
普

及
啓

発
支

援
や

再
生

フ
ァ

ン
ド

へ
の

投
資

等
を

通
じ

た
地

方
創

生
へ

の
取

組
が

積
極

的
に

行
わ

れ
て

い
る

。 地
方

創
生

等
へ

の
貢

献

・
創

業
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
促

す
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

や
個

別
支

援
、

販
路

開
拓

等
の

た
め

の
ビ

ジ
ネ

ス
マ

ッ
チ

ン
グ

等
の

開
催

・
中

高
大

学
生

や
社

会
人

等
を

対
象

と
し

た
金

融
教

育
、

起
業

マ
イ

ン
ド

の
醸

成
・
地

域
の

課
題

に
対

応
す

る
た

め
自

治
体

等
と

連
携

し
た

保
証

メ
ニ

ュ
ー

の
開

発
や

再
生

フ
ァ

ン
ド

へ
の

出
資

等

99



②
代

位
弁

済
請

求

自
治

体
中

小
企

業
者

金
融

機
関

保
証

協
会

①
債

務
不

履
行

③
代

位
弁

済

③
’

損
失

補
償

④
求

償
権

⑤
回

収
⑤

’
回

収
納

付
金

受
領

の
権

利

信
用
保
証
協
会
の
求
償
権
放
棄
と
条
例
に
つ
い
て

○
中

小
企

業
の

事
業

の
抜

本
再

生
の

局
面

に
お

い
て

は
、

中
小

企
業

再
生

支
援

協
議

会
等

の
中

立
的

な
機

関
の

関
与

の
下

で
、

ス
ポ

ン
サ

ー
企

業
、

各
取

引
金

融
機

関
等

が
支

援
の

目
線

を
合

わ
せ

、
迅

速
に

債
権

カ
ッ

ト
を

含
む

事
業

再
生

計
画

を
実

行
に

移
す

こ
と

が

求
め

ら
れ

る
。

○
こ

の
点

に
関

し
、

保
証

協
会

の
対

応
と

し
て

、
各

取
引

金
融

機
関

等
が

債
権

カ
ッ

ト
に

応
じ

よ
う

と
す

る
際

に
、

当
該

債
権

の
中

に
保

証

協
会

付
き

融
資

が
含

ま
れ

て
い

る
場

合
に

も
柔

軟
な

対
応

が
で

き
る

よ
う

、
求

償
権

の
放

棄
等

に
関

し
て

運
用

の
見

直
し

が
行

わ
れ

て

き
た

と
こ

ろ
。

○
他

方
、

保
証

協
会

付
き

融
資

の
う

ち
、

代
位

弁
済

に
至

っ
た

場
合

に
は

自
治

体
が

保
証

協
会

に
対

し
て

損
失

補
償

を
行

う
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
自

治
体

が
回

収
納

付
金

を
受

領
す

る
権

利
を

有
す

る
こ

と
と

な
る

た
め

、
そ

の
求

償
権

放
棄

等
に

際
し

て

は
個

別
に

地
方

議
会

の
議

決
が

必
要

と
な

る
。

○
こ

の
た

め
、

迅
速

な
再

生
支

援
の

妨
げ

や
再

生
の

対
応

を
諦

め
る

と
い

っ
た

行
動

に
繋

が
り

か
ね

な
い

こ
と

か
ら

、
国

か
ら

自
治

体
に

対
し

求
償

権
放

棄
に

係
る

条
例

の
整

備
に

つ
い

て
要

請
を

行
い

、
検

討
が

な
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
。

（
2
3
自

治
体

が
未

整
備

）

【
参

考
】
地

方
自

治
法

（
抜

粋
）

第
96

条
地

方
公

共
団

体
の

議
会

は
、

次
に

掲
げ

る
事

件
を

議
決

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

10
法

律
若

し
く
は

こ
れ

に
基

づ
く
政

令
又

は
条

例
に

特
別

の
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

く
ほ

か
、

権
利

を
放

棄
す

る
こ

と
。

【
ス

キ
ー

ム
】
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保
証
協
会
に
よ
る
「
側
面
支
援
」
の
事
例
（
経
営
サ
ポ
ー
ト
会
議
）

保
証
協
会
に
よ
る
「
側
面
支
援
」
の
事
例
（
経
営
サ
ポ
ー
ト
会
議
）

経
営

サ
ポ
ー
ト
会

議
の
活

用
に
よ
り

複
数

金
融

機
関

と
の
合

意
形

成
に
繋

が
っ
た
事

例
条

件
変

更
先

へ
の
新

規
設

備
融

資
に
繋

が
っ
た
事

例

プ
ロ

パ
ー

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

6金
融

機
関

15
口

保
証

付
き

（
運

転
資

金
）

【
企

業
概

要
】

業
種

：
金

属
製

品
製

造
業

従
業

員
区

分
：
5
人

超
1
0
人

以
下

•年
商

3
億

円
規

模
の

金
属

加
工

会
社

。
6
金

融
機

関
か

ら
合

計
1
5
口

の

借
入

を
行

っ
て

い
た

。
借

入
過

多
等

に
よ

り
追

加
融

資
が

受
け

ら
れ

ず
、

約
定

弁
済

の
履

行
が

困
難

と
な

る
。

•代
表

者
は

各
金

融
機

関
に

個
別

に
訪

問
し

て
調

整
し

て
い

た
が

、
そ

れ
自

体
が

大
き

な
負

担
と

な
っ

て
お

り
、

ま
た

一
部

の
金

融
機

関
よ

り

合
意

が
得

ら
れ

ず
、

調
整

は
頓

挫
し

て
い

た
。

•こ
の

よ
う

な
状

況
の

中
で

、
保

証
協

会
は

メ
イ

ン
バ

ン
ク

と
協

議
の

上
、

6
金

融
機

関
を

一
斉

に
集

め
て

経
営

改
善

計
画

の
合

意
形

成
を

図
っ

た
。

•結
果

、
2
金

融
機

関
に

債
務

を
集

約
（
1
5
口

→
3
口

）
し

て
借

換
え

を
実

施
。

概
ね

計
画

ど
お

り
の

改
善

が
進

み
、

黒
字

転
換

を
果

た
し

て
い

る
。

金
融

機
関

に
債

務
を

集
約

経
営

サ
ポ

ー
ト

会
議

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

プ
ロ

パ
ー

設
備

投
資

保
証

付
き

（
条

件
変

更
中

）

保
証

付
き

プ
ロ

パ
ー

【
企

業
概

要
】

業
種

：
旅

館
業

従
業

員
区

分
：
5
人

超
1
0
人

以
下

•創
業

1
0
0
年

以
上

の
老

舗
温

泉
旅

館
。

利
用

客
低

迷
に

よ
り

売
上

減
少

し
、

返
済

額
を

軽
減

（
条

件
変

更
中

）
。

三
代

目
と

な
る

現
代

表
者

へ
の

交

替
時

の
保

証
協

会
職

員
訪

問
が

き
っ

か
け

と
な

り
、

経
営

改
善

に
着

手
し

た
。

•保
証

協
会

・外
部

専
門

家
か

ら
の

提
案

内
容

（サ
ー

ビ
ス

運
用

面
の

改
善

、
顧

客
層

を
絞

り
込

ん
だ

設
備

改
修

と
メ

ニ
ュ

ー
開

発
、

仕
入

れ
の

見
直

し
等

）に
基

づ
き

、
設

備
資

金
等

の
調

達
を

検
討

し
た

。

•条
件

変
更

中
の

た
め

取
引

金
融

機
関

は
新

規
融

資
に

は
慎

重
な

姿
勢

で

あ
っ

た
が

、
経

営
サ

ポ
ー

ト
会

議
を

通
じ

経
営

改
善

計
画

に
つ

い
て

一
定

の
理

解
が

得
ら

れ
、

金
融

機
関

の
う

ち
の

一
つ

が
支

援
に

乗
り

出
し

、
設

備
資

金
へ

の
新

規
融

資
が

可
能

と
な

っ
た

。
そ

の
後

、
収

益
は

徐
々

に
回

復
し

、
正

常
化

し
た

。

経
営

サ
ポ

ー
ト

会
議

保
証

付
き

（
据

置
期

間
）

保
証

付
き

プ
ロ

パ
ー

保
証

付
き

プ
ロ

パ
ー
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10
0％

保
証
が
80
%保

証
と
な
り
経
営
改
善
が
進
ん
だ
事
例

10
0％

保
証
が
80
%保

証
と
な
り
経
営
改
善
が
進
ん
だ
事
例

サ
ー
ビ
ス
業

（
飲

食
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

（
条

件
変

更
中

）

保
証

付
き

（
10

0％
保

証
）

（
専

門
家

派
遣

、
経

営
改

善
計

画
）

（
正

常
化

）

（ 複 数 行 ）
保

証
付

き
（
10

0％
保

証
）

【
企

業
概

要
】

業
種

：
飲

食
業

従
業

員
区

分
：
5
人

以
下

•観
光

客
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

飲
食

店
。

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

の
際

、
複

数
の

金

融
機

関
か

ら
1
0
0
％

保
証

（
緊

急
保

証
）
に

よ
っ

て
借

入
れ

を
受

け
た

。

•他
方

、
そ

の
後

も
業

況
が

回
復

せ
ず

、
メ

イ
ン

バ
ン

ク
も

不
明

瞭
の

ま
ま

、
金

融
支

援
が

受
け

ら
れ

な
い

中
で

条
件

変
更

を
繰

り
返

し
て

い
た

。

•何
と

か
借

金
が

減
ら

な
い

状
態

か
ら

脱
却

し
た

い
と

相
談

を
受

け
た

保
証

協

会
は

、
専

門
家

を
派

遣
。

客
層

を
踏

ま
え

た
コ

ン
セ

プ
ト

の
明

確
化

、
季

節

性
を

重
視

し
た

メ
ニ

ュ
ー

の
充

実
な

ど
の

経
営

改
善

計
画

を
策

定
し

た
。

•そ
の

後
、

改
善

の
兆

し
が

見
ら

れ
、

取
引

金
融

機
関

の
一

つ
が

責
任

共
有

制
度

の
保

証
（
8
0
%
保

証
）
で

一
本

化
し

返
済

を
正

常
化

し
た

。
（
1
0
0
％

保
証

で
あ

る
緊

急
保

証
は

終
了

し
て

い
た

）

•そ
の

後
、

当
該

金
融

機
関

と
経

営
者

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
図

ら
れ

、
資

金
繰

り
の

改
善

な
ど

が
進

ん
で

い
る

。

保
証

付
き

（
80

%
保

証
）

（ 一 本 化 ）

製
造

業
（
部

品
関

係
）

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

（
条

件
変

更
中

）

（
経

営
改

善
計

画
、

経
営

サ
ポ

ー
ト

会
議

）

（ 複 数 行 ）

保
証

付
き

（
80

%
保

証
）

保
証

付
き

（
10

0％
保

証
）

保
証

付
き

（
10

0％
保

証
）

（
正

常
化

）

（
正

常
化

）

【
企

業
概

要
】

業
種

：
電

子
部

品
製

造
業

従
業

員
区

分
：
2
0
人

以
下

•大
手

メ
ー

カ
ー

の
孫

請
け

で
あ

る
当

社
は

、
大

手
か

ら
要

請
を

受
け

て
設

備

投
資

を
実

施
。

当
時

、
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

の
対

応
と

し
て

全
業

種
に

1
0
0
％

（
緊

急
保

証
）
を

実
施

し
て

い
た

こ
と

か
ら

銀
行

の
勧

め
で

こ
れ

を
利

用
。

•他
方

、
そ

の
後

、
受

注
が

激
減

。
資

金
繰

り
が

行
き

詰
ま

り
条

件
変

更
の

状

態
が

続
き

、
税

金
ま

で
滞

納
す

る
状

態
と

な
っ

て
い

た
。

設
備

が
老

朽
化

し
、

承
継

も
控

え
て

い
る

た
め

経
営

者
は

新
規

資
金

を
調

達
し

て
設

備
更

新
を

検
討

す
る

も
、

金
融

機
関

の
支

援
姿

勢
も

な
く
困

難
で

あ
っ

た
。

•緊
急

保
証

制
度

終
了

後
、

保
証

協
会

が
相

談
を

受
け

、
経

営
サ

ポ
ー

ト
会

議
等

の
支

援
に

よ
り

返
済

を
正

常
化

。
責

任
共

有
制

度
（
8
0
%
保

証
）
に

よ
る

資
金

調
達

で
税

金
の

支
払

い
と

運
転

資
金

を
確

保
し

、
更

に
政

策
金

融
で

設
備

資
金

を
調

達
。

（
1
0
0
％

保
証

で
あ

る
緊

急
保

証
は

終
了

し
て

い
た

）

•そ
の

後
、

メ
イ

ン
バ

ン
ク

の
ポ

ジ
シ

ョ
ン

が
明

確
と

な
り

1
0
0
％

保
証

の
残

高

を
徐

々
に

8
0
%
保

証
に

切
り

替
え

て
い

っ
た

。
業

績
は

順
調

に
回

復
し

、
あ

と

数
期

黒
字

が
続

け
ば

運
転

資
金

は
プ

ロ
パ

ー
融

資
と

す
る

方
向

。

＜
緊

急
保

証
の

終
了

＞

＜
緊

急
保

証
の

終
了

＞
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保
証
協
会
に
よ
る
「
個
社
支
援
」
の
事
例

保
証
協
会
に
よ
る
「
個
社
支
援
」
の
事
例

【
企

業
概

要
】

業
種

：
飲

食
業

従
業

員
区

分
：
5
人

以
下

•地
産

地
消

の
コ

ン
セ

プ
ト

で
バ

イ
キ

ン
グ

レ
ス

ト
ラ

ン
を

創
業

。
当

初
は

好
調

で
あ

っ
た

が
、

徐
々

に
客

足
が

減
少

し
条

件
変

更
の

状
況

に
あ

っ

た
。

回
復

の
兆

し
が

見
え

な
い

こ
と

か
ら

金
融

機
関

の
対

応
も

消
極

的

で
あ

り
、

徐
々

に
経

営
が

行
き

詰
る

。

•相
談

を
受

け
た

保
証

協
会

に
お

い
て

は
、

保
証

協
会

職
員

が
経

営
者

と

と
も

に
採

算
性

の
分

析
を

行
い

仕
入

れ
先

と
価

格
設

定
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

同
時

に
、

外
部

専
門

家
の

協
力

を
得

て
外

装
・
内

装
の

改
善

と
P

R
・
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

企
画

し
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

オ
ー

プ
ン

に
漕

ぎ
着

け

た
。

•キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

に
成

功
し

、
そ

の
後

も
リ

ピ
ー

タ
ー

を
確

保
で

き
た

こ
と

で

収
入

が
安

定
。

そ
の

後
、

借
換

え
を

行
い

条
件

変
更

の
状

態
か

ら
脱

却

し
た

。

条
件

変
更

先
の
事

業
再

生
回

収
先

（
求

償
先

）
の
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実

現

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

＜
資

金
繰

り
イ

メ
ー

ジ
＞

（
条

件
変

更
中

）

保
証

付
き

（
10

0％
保

証
）

保
証

付
き

（
10

0％
保

証
）

個
社

支
援

（
専

門
家

派
遣

、
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
企

画
策

定
）

（
正

常
化

）

（
条

件
変

更
中

）

保
証

付
き

【
企

業
概

要
】
業

種
：
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
製

造
従

業
員

区
分

：
5
人

超
1
0
人

未
満

•業
績

が
悪

化
し

、
保

証
協

会
は

代
位

弁
済

を
実

施
し

た
。

そ
の

後
も

、
経

営
者

は

従
業

員
と

家
族

の
生

活
を

支
え

る
た

め
細

々
と

事
業

を
継

続
し

て
い

た
。

•保
証

協
会

は
、

回
収

を
通

じ
て

経
営

状
況

を
把

握
。

経
営

者
の

誠
実

な
弁

済
へ

の
対

応
も

あ
り

、
経

営
課

題
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

を
開

始
し

た
。

•業
績

に
改

善
の

兆
し

が
見

ら
れ

、
再

生
の

可
能

性
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
た

こ
と

か

ら
再

生
計

画
を

策
定

し
た

。

•金
融

機
関

の
同

意
が

得
ら

れ
、

保
証

付
き

融
資

に
よ

る
借

換
え

（
求

償
権

消
滅

保

証
※

）
を

行
い

、
金

融
機

関
と

の
取

引
が

再
開

さ
れ

た
。

※
求

償
権

消
滅

保
証

と
は

、
保

証
協

会
の

代
位

弁
済

が
行

わ
れ

た
後

も
事

業
を

継
続

し
な

が
ら

返
済

を
行

っ
て

い
る

事
業

者
に

つ
い

て
、

公
的

再
生

機
関

等
が

関
与

し
た

再
生

計
画

策
定

に
基

づ
き

求
償

権
を

消
滅

さ
せ

る
保

証
を

行
い

、
金

融
機

関
か

ら
の

資
金

調
達

を
可

能
と

す
る

も
の

。

借
換

え
（
正

常
化

）

協
会

債
権

代
位

弁
済 （
計

画
策

定
）

保
証

付
き
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信
用
保
証
協
会
の
業
務
の
評
価
に
つ
い
て
（
現
状
）

○
保

証
協

会
の

業
務

の
評

価
に

つ
い

て
は

、
①

各
保

証
協

会
に

お
け

る
事

業
計

画
等

の
自

己
評

価
・
外

部
評

価
（
公

表
）
に

加
え

、
②

中

小
企

業
庁

に
お

い
て

は
、

従
来

よ
り

代
位

弁
済

や
保

証
残

高
の

実
績

に
つ

い
て

公
表

し
て

い
る

。
（
個

別
金

融
機

関
の

実
績

に
つ

い
て

も
同

様
に

公
表

）

①
各

保
証

協
会

に
よ

る
対

応
（
自

己
評

価
・
外

部
評

価
等

）

○
各

保
証

協
会

に
お

い
て

、
年

度
経

営
計

画
（
※

１
）
、

中
期

事
業

計
画

（
※

２
）
、

保
証

実
績

等
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

公
表

。

※
１

「
年

度
経

営
計

画
」
は

、
毎

期
の

経
営

方
針

、
重

点
課

題
、

事
業

計
画

等
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
る

。

※
２

「
中

期
事

業
計

画
」
は

、
基

本
方

針
と

事
業

計
画

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

る
。

（
３

年
毎

）

○
各

保
証

協
会

に
よ

る
内

部
評

価
に

加
え

て
、

当
該

評
価

の
客

観
性

・
透

明
性

を
高

め
る

た
め

、
学

識
経

験
者

、
専

門
家

等
の

第
三

者
に

よ
る

外
部

評
価

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

各
保

証
協

会
が

公
表

。

②
中

小
企

業
庁

に
よ

る
対

応
（
代

位
弁

済
等

の
実

績
の

公
表

）

○
中

小
企

業
庁

が
、

各
保

証
協

会
の

代
位

弁
済

の
状

況
等

（
責

任
共

有
制

度
、

1
0
0
％

保
証

の
別

）
を

一
覧

に
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
表

。
○

公
表

項
目

①
代

位
弁

済
の

件
数

、
金

額

②
保

証
残

高
（
平

均
）
の

件
数

、
金

額

③
代

位
弁

済
率

（
金

額
）

信
用

保
証

協
会

名

代
位

弁
済

件
数

金
額

う
ち

、
１

０
０

％
保

証
制

度
の

代
位

弁
済

件
数

【
Ａ

】
う

ち
、

１
０

０
％

保
証

制
度

の
代

位
弁

済
金

額
【
B

】

Ａ
協

会
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

B
協

会
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

信
用

保
証

協
会

名

保
証

残
高

（
平

均
）

件
数

金
額

う
ち

、
１

０
０

％
保

証
制

度
の

保
証

残
高

件
数

【
Ｃ

】
う

ち
、

１
０

０
％

保
証

制
度

の
保

証
残

高
金

額
【
Ｄ

】

Ａ
協

会
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

B
協

会
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

信
用

保
証

協
会

名
代

位
弁

済
率

【
Ａ

／
Ｃ

】
【
Ｂ

／
Ｄ

】

Ａ
協

会
○

○
○

○

B
協

会
○

○
○

○
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○
国

家
戦

略
特

別
区

域
（

国
家

戦
略

特
別

区
域

法
に

基
づ

く
指

定
）

に
お

け
る

保
証

協
会

に
お

い
て

、
商

工
業

と
と

も
に

農
業

を
行

う
中
小
企
業
に
対
し
て
信
用
保
証
を

実
施

。

・
特
別
区
域

新
潟
県
新
潟
市

兵
庫
県
養
父
市

愛
知
県
常
滑
市

（
取
扱
い
開
始
日
）
（
平
成
２
７
年
１
月
２
１
日
）
（
平
成
２
７
年
２
月
１
６
日
）
（
平
成
２
８
年
４
月
１
日
）

・
保
証
対
象
者

（
１
）
商
工
業
と
と
も
に
農
業
を
営
む
中
小
企
業
者

（
２
）
商
工
業
と
と
も
に
農
業
を
営
む
農
事
組
合
法
人
又
は
個
人

※
農
業
生
産
法
人

を
含

む

・
対
象
資
金

商
工
業
と
と
も
に
営
む
農
業
の
実
施
に
必
要
な
事
業
資
金
（
商
工
業
の
実
施
に
必
要
な
事
業
資
金
と
混
在
す
る
資
金

を
含
む
。
）
と
す
る
。

・
保
証
限
度
額

２
億
８
，
０
０
０
万
円
（
原
則
と
し
て
無
担
保
保
証
は
、
８
，
０
０
０
万
円
以
内
）

・
保
証
割
合

８
０
％
（
部
分
保
証
）

・
保
証
承
諾
実
績

２
６
件
（
平
成
２
８
年
１
０
月
末
）

負
担

割
合

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
向
け
の
信
用
保
証
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
農
業
保
証
制
度
）
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ま
と
め
（
信
用
保
証
協
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
）

ま
と
め
（
信
用
保
証
協
会
に
求
め
ら
れ
る
役
割
）

○
保

証
協

会
の

業
務

は
、

従
来

、
保

証
・
回

収
が

中
心

で
あ

っ
た

が
、

時
代

の
変

化
の

中
で

そ
の

求
め

ら
れ

る
役

割
も

変
わ

り
つ

つ
あ

る
。

前
回

の
信

用
補

完
制

度
の

見
直

し
（
20

05
年

）
を

踏
ま

え
、

保
証

協
会

と
金

融
機

関
の

連
携

に
よ

る
支

援
強

化
（
責

任
共

有
制

度
の

導
入

、
金

融
機

関
と

連
携

し
た

審
査

効
率

化
等

）
、

保
証

協
会

の
再

生
支

援
の

強
化

（
求

償
権

の
放

棄
等

）
等

が
中

心
に

進
め

ら
れ

て
き

た
。

更
に

、
そ

の
後

の
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
（
20

08
年

）
へ

の
対

応
等

に
よ

り
条

件
変

更
先

が
急

増
し

た
こ

と
を

受
け

、
経

営
改

善
面

で
の

支
援

対
応

が
強

化
さ

れ
て

き
た

。
今

後
も

こ
れ

ら
の

延
長

線
上

と
し

て
、

以
下

の
よ

う
な

取
組

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

地
域

の
中

小
企

業
の

成
長

・
発

展
の

た
め

に
有

効
で

は
な

い
か

。

①
金

融
機

関
と

の
適

切
な

リ
ス

ク
シ

ェ
ア

を
通

じ
た

支
援

姿
勢

の
確

保
（
平

成
2
8
年

4
月

2
2
日

金
融

W
G

参
照

）
・
中

小
企

業
の

事
業

の
成

長
・
発

展
の

た
め

、
金

融
機

関
の

支
援

姿
勢

を
確

保
し

つ
つ

、
中

小
企

業
の

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
の

中
で

個
々

の
状

況
に

適
し

た
形

で
リ

ス
ク

緩
和

に
努

め
る

こ
と

が
重

要
と

な
る

。
特

に
、

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
の

中
で

の
低

迷
・
再

生
の

段
階

に
お

い
て

は
、

メ
イ

ン
バ

ン
ク

を
始

め
と

す
る

金
融

機
関

に
お

い
て

、
初

期
症

状
を

的
確

に
把

握
し

、
早

期
に

資
金

繰
り

の
安

定
化

を
図

り
経

営
改

善
の

対
応

を
促

し
て

行
く
こ

と
が

有
効

と
な

る
（
一

部
の

金
融

機
関

に
お

い
て

は
、

信
用

保
証

で
保

全
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
よ

り
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

支
援

姿
勢

が
不

十
分

と
な

り
、

対
応

が
手

遅
れ

に
な

る
場

合
も

あ
る

）
。

・
事

業
者

を
最

後
ま

で
支

え
る

姿
勢

の
メ

イ
ン

バ
ン

ク
等

の
対

応
を

、
保

証
協

会
が

適
切

に
リ

ス
ク

シ
ェ

ア
を

し
な

が
ら

支
え

て
い

く
こ

と
が

、
中

小
企

業
の

経
営

改
善

を
促

し
事

業
を

発
展

さ
せ

る
観

点
で

有
効

と
な

る
。

こ
の

た
め

、
保

証
協

会
に

お
い

て
は

、
業

況
等

に
即

し
て

審
査

・
承

諾
を

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

こ
う

し
た

金
融

機
関

の
支

援
姿

勢
（
プ

ロ
パ

ー
融

資
等

）
を

勘
案

し
て

対
応

す
る

こ
と

が
重

要
と

な
る

。

②
経

営
支

援
（
側

面
支

援
、

個
社

支
援

）
・
中

小
企

業
の

経
営

改
善

・
事

業
再

生
等

を
進

め
る

た
め

に
は

、
地

域
の

関
係

機
関

（
商

工
団

体
、

金
融

機
関

、
支

援
専

門
家

、
国

・
自

治
体

等
）
の

目
線

を
合

わ
せ

、
中

小
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
て

い
く
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

引
き

続
き

、
保

証
協

会
が

中
心

と
な

り
、

関
係

者
間

で
事

業
再

生
・
経

営
改

善
に

係
る

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

共
有

や
関

係
機

関
間

の
有

機
的

な
連

携
を

促
し

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

・
複

数
行

・
複

数
債

務
に

よ
り

経
営

者
に

と
っ

て
調

整
が

重
荷

と
な

り
進

ま
な

い
と

い
っ

た
場

合
に

は
、

経
営

サ
ポ

ー
ト

会
議

等
の

支
援

を
行

う
こ

と
が

有
効

と
な

る
。

ま
た

、
保

証
協

会
自

ら
が

行
う

直
接

的
な

経
営

支
援

に
つ

い
て

、
本

来
、

経
営

支
援

は
メ

イ
ン

バ
ン

ク
等

が
行

う
べ

き
も

の
で

あ
る

が
、

リ
ー

マ
ン

シ
ョ

ッ
ク

時
の

緊
急

対
応

（
1
0
0
%
保

証
）
等

に
よ

り
、

メ
イ

ン
バ

ン
ク

の
機

能
が

不
明

瞭
と

な
り

対
応

が
進

ま
な

い
と

い
っ

た
場

合
に

は
、

保
証

協
会

自
ら

が
対

応
し

て
い

く
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
。

・
事

業
再

生
の

局
面

に
お

い
て

、
個

々
の

状
況

を
勘

案
し

つ
つ

時
宜

を
得

た
再

生
計

画
を

実
現

し
て

い
く
た

め
、

柔
軟

に
求

償
権

放
棄

等
に

応
じ

る
こ

と
も

重
要

と
な

る
。

（
保

証
協

会
が

求
償

権
放

棄
等

に
柔

軟
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

、
自

治
体

に
お

い
て

条
例

の
整

備
等

を
進

め
て

い
く
こ

と
も

必
要

と
な

る
。

）

③
地

方
創

生
等

へ
の

貢
献

・
各

地
域

を
代

表
す

る
公

的
機

関
と

し
て

の
保

証
協

会
の

取
組

と
し

て
、

上
記

①
②

に
加

え
、

例
え

ば
、

地
域

の
課

題
に

対
応

す
る

た
め

自
治

体
等

と
連

携
し

た
保

証
メ

ニ
ュ

ー
の

開
発

や
創

業
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
促

す
た

め
の

支
援

、
地

域
の

面
的

再
生

に
資

す
る

再
生

フ
ァ

ン
ド

へ
の

投
資

等
を

通
じ

て
、

地
方

創
生

に
一

層
の

貢
献

を
果

た
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

○
保

証
協

会
に

対
す

る
評

価
に

つ
い

て
、

現
状

は
、

各
保

証
協

会
に

お
い

て
毎

期
の

経
営

方
針

、
重

点
課

題
、

事
業

計
画

等
を

様
々

な
角

度
か

ら
評

価
（
自

己
評

価
・
外

部
評

価
）
す

る
と

と
も

に
、

別
途

、
国

に
お

い
て

は
代

位
弁

済
や

保
証

債
務

残
高

を
公

表
す

る
形

で
の

評
価

が
行

わ
れ

て
い

る
。

国
に

お
い

て
も

、
上

記
（
①

②
③

）
の

取
組

を
積

極
的

に
評

価
・
「
見

え
る

化
」
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ガ

バ
ナ

ン
ス

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
は

な
い

か
。

平
成
28

年
7月

1日
金

融
W
G

資
料

よ
り
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4.
5.
中
小
企
業
金
融
・
信
用
補
完
制
度
の
国
際
比
較

88
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中
小
企
業
比
率
の
比
較

○
諸

外
国

に
お

い
て

、
定

義
の

違
い

は
あ

る
も

の
の

、
全

企
業

数
の

う
ち

中
小

企
業

の
占

め
る

割
合

は
9
割

以
上

を
占

め
る

。
（
各

国
ほ

ぼ

同
水

準
）

【
出

典
】

E
u
ro

pe
an

 C
o
m

m
is

si
o
n
（
2
0
1
3
）
、

（
2
0
1
4
 S

B
A

 F
ac

t 
S
h
e
e
t）

、
U

.S
. 
C

e
n
su

s 
B

u
re

au
. (

2
0
1
5
).
参

照
日

本
の

企
業

数
は

、
総

務
省

「
平

成
2
6
年

経
済

セ
ン

サ
ス

-
活

動
調

査
」
参

照

【
出

典
】

E
u
ro

pe
an

 C
o
m

m
is

si
o
n
（
2
0
1
3
）
、

（
2
0
1
4
 S

B
A

 F
ac

t 
S
h
e
e
t）

、
U

.S
. 
C

e
n
su

s 
B

u
re

au
. (

2
0
1
5
).
参

照
日

本
の

企
業

数
は

、
総

務
省

「
平

成
2
6
年

経
済

セ
ン

サ
ス

-
活

動
調

査
」
参

照

中
小

企
業

比
率

中
小

企
業

数
全

企
業

数

ア
メ

リ
カ

9
9
.7

％
5
,7

0
7
,9

4
1

5
,7

2
6
,1

6
0

ド
イ

ツ
9
9
.5

％
2
,2

0
1
,1

4
4

2
,2

1
1
,7

5
2

フ
ラ

ン
ス

9
9
.8

％
2
,5

9
8
,0

2
3

2
,6

0
2
,8

6
6

イ
ギ

リ
ス

9
9
.7

％
1
,7

2
4
,6

2
2

1
,7

3
0
,5

7
7

韓
国

9
9
.9

％
3
,4

1
5
,8

6
3

3
,4

1
8
,9

9
3

日
本

9
9
.7

％
3
,8

0
9
,2

2
8

3
,8

2
0
,3

3
8

【
中

小
企

業
比

率
】

【
中

小
企

業
比

率
】

【
中

小
企

業
の

定
義

】
○

ア
メ

リ
カ

：
零

細
企

業
（
従

業
員

数
2
0
人

未
満

）
、

小
規

模
事

業
（従

業
員

数
2
0人

以
上

1
0
0
人

未
満

）、
中

小
企

業
（
従

業
員

数
1
00

人
以

上
5
0
0人

未
満

）
○

ド
イ

ツ
・
フ

ラ
ン

ス
・
イ

ギ
リ

ス
：
中

小
企

業
（
従

業
員

数
2
5
0
人

未
満

、
か

つ
、

売
上

高
5,

0
0
0
万

Ｅ
Ｕ

Ｒ
以

下
又

は
総

資
産

額
4
,3

00
万

Ｅ
Ｕ

Ｒ
以

下
）

○
韓

国
：
零

細
企

業
（
従

業
員

数
5～

10
人

未
満

）
、

小
規

模
事

業
（年

間
売

上
高
10

～
12
0億

KR
W

以
下

）
、

中
小

企
業

（
年

間
売

上
高
40
0億

～
1,
50
0億

KR
W

以
下

）
○

日
本

：
中

小
企

業
（
従

業
員

3
00

人
以

下
又

は
資

本
金

3
億

円
以

下
等

）

【
中

小
企

業
の

定
義

】
○

ア
メ

リ
カ

：
零

細
企

業
（
従

業
員

数
2
0
人

未
満

）
、

小
規

模
事

業
（従

業
員

数
2
0人

以
上

1
0
0
人

未
満

）、
中

小
企

業
（
従

業
員

数
1
00

人
以

上
5
0
0人

未
満

）
○

ド
イ

ツ
・
フ

ラ
ン

ス
・
イ

ギ
リ

ス
：
中

小
企

業
（
従

業
員

数
2
5
0
人

未
満

、
か

つ
、

売
上

高
5,

0
0
0
万

Ｅ
Ｕ

Ｒ
以

下
又

は
総

資
産

額
4
,3

00
万

Ｅ
Ｕ

Ｒ
以

下
）

○
韓

国
：
零

細
企

業
（
従

業
員

数
5～

10
人

未
満

）
、

小
規

模
事

業
（年

間
売

上
高
10

～
12
0億

KR
W

以
下

）
、

中
小

企
業

（
年

間
売

上
高
40
0億

～
1,
50
0億

KR
W

以
下

）
○

日
本

：
中

小
企

業
（
従

業
員

3
00

人
以

下
又

は
資

本
金

3
億

円
以

下
等

）
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【
出

典
】
O
EC
D 
“ 
Fi
na
nc
in
g 
SM

Es
 a
nd

 E
nt
re
pr
en

eu
rs
 2
01

6:
an

 O
EC
D 
Sc
or
eb

oa
rd
”D

eu
ts
ch
e
Ba

nk
 R
es
ea
rc
h 
“ 
EU

 M
on

ito
r G

lo
ba
l f
in
an
ci
al
 

m
ar
ke
ts
 2
01

4”
 D
eu

ts
ch
e 
BU

N
DE

SB
AN

K 
“M

on
th
ly
 R
ep

or
t M

ar
ch

、
De

ce
m
be

r 2
01

2 
” 

中
小
企
業
向
け
貸
出
比
率
の
比
較

○
全

企
業

向
け

貸
出

残
高

の
う

ち
、

日
本

及
び

韓
国

は
中

小
企

業
向

け
の

貸
出

残
高

が
占

め
る

割
合

が
大

き
く
、

約
７

割
を

占
め

る
。

○
欧

米
各

国
に

お
い

て
は

大
手

企
業

へ
の

貸
出

が
大

宗
を

占
め

て
お

り
、

中
小

企
業

向
け

の
貸

出
残

高
の

割
合

は
約

２
割

と
な

っ
て

い
る

。

中
小

企
業

向
け

貸
出

残
高

割
合

中
小

企
業

向
け

貸
出

残
高

全
企

業
向

け
貸

出
残

高

ア
メ

リ
カ

約
2
1
.2

％
5
,8

9
7
億

7
2
百

万
U

S
D

2
兆

7
,8

8
0
億

6
7
百

万
U

S
D

ド
イ

ツ
約

2
0
.6

％
2
,8

2
0
億

E
U

R
1
兆

3
,6

8
0
億

E
U

R

フ
ラ

ン
ス

約
2
1
.2

％
2
,1

9
6
億

4
7
百

万
E
U

R
1
兆

3
6
4
億

6
8
百

万
E
U

R

イ
ギ

リ
ス

約
2
2
.5

％
9
7
9
億

4
0
百

万
G

B
P

4
,3

4
8
億

7
5
百

万
G

B
P

韓
国

約
7
4
.0

％
5
2
2
.4

兆
K
R

W
7
0
5
.9

兆
K
R

W

日
本

約
6
5
.0

％
2
5
1
.7

兆
円

3
8
7
.2

兆
円

【
中

小
企

業
向

け
貸

出
残

高
割

合
】

【
中

小
企

業
向

け
貸

出
残

高
割

合
】

21
.2

21
.7

21
.2

22
.5

74
.0

65
.0

0.
0

10
.0

20
.0

30
.0

40
.0

50
.0

60
.0

70
.0

80
.0

ア
メ

リ
カ

ド
イ

ツ
フ

ラ
ン

ス
イ

ギ
リ

ス
韓

国
日

本

（
％

）
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保
証

承
諾

実
績

及
び

残
高

ア
メ

リ
カ

保
証

承
諾

実
績

：
6
3
,4

6
0
件

、
2
3
8
億

8
,4

4
5
万

U
S
D

（
約

2
兆

6
,0

3
4
億

円
）
（
年

）
保

証
残

高
：
7
3
0
億

1
,9

4
2
万

U
S
D

（
約

7
兆

9
,5

9
1
億

円
）

※
換

算
レ

ー
ト

（
Ｕ

Ｓ
Ｄ

/
円

）
：
1
0
9
円

（
2
0
1
6
.5

末
時

点
）

ド
イ

ツ
保

証
承

諾
実

績
：
6
,4

7
2
件

、
1
0
億

6
,0

3
5
万

E
U

R
（
約

1
,3

0
4
億

円
）
（
年

）
保

証
残

高
：
5
7
億

1
1
4
万

E
U

R
（
約

7
,0

1
2
億

円
）

※
換

算
レ

ー
ト

（
Ｅ

Ｕ
Ｒ

/
円

）
：
1
2
3
円

（
2
0
1
6
.5

末
時

点
）

フ
ラ

ン
ス

保
証

承
諾

実
績

：
8
6
,2

0
7
件

、
3
4
億

8
,2

0
0
万

E
U

R
（
約

4
,2

8
2
億

円
）
（
年

）
保

証
残

高
：
1
3
5
億

2
,0

0
0
万

E
U

R
（
約

1
兆

6
,6

2
9
億

円
）

※
換

算
レ

ー
ト

（
Ｅ

Ｕ
Ｒ

/
円

）
：
1
2
3
円

（
2
0
1
6
.5

末
時

点
）

イ
ギ

リ
ス

保
証

承
諾

実
績

：
2
,7

1
8
件

、
3
億

2
,0

5
7
万

G
B

P
（
約

5
0
6
億

円
）
（
年

）
保

証
残

高
：
8
億

4
,5

1
0
万

G
B

P
（
約

1
,3

3
5
億

円
）

※
換

算
レ

ー
ト

（
Ｇ

Ｂ
Ｐ

/
円

）
：
1
5
8
円

（
2
0
1
6
.5

末
時

点
）

韓
国

保
証

承
諾

実
績

：
6
5
9
,3

9
0
件

、
5
5
兆

9
,5

6
8
億

K
R

W
（
約

5
,0

3
6
億

円
）
（
年

）
保

証
残

高
：
7
5
兆

7
,6

2
9
億

K
R

W
（
約

6
,8

1
8
億

円
）

※
換

算
レ

ー
ト

（
Ｋ

Ｒ
Ｗ

/
円

）
：
0
.0

9
円

（
2
0
1
6
.5

末
時

点
）

日
本

保
証

承
諾

実
績

：
7
1
4
,3

4
0
件

、
8
兆

9
,3

9
4
億

円
（
年

）
保

証
残

高
：
2
7
兆

7
,0

1
7
億

円

信
用
保
証
利
用
実
績
の
比
較

信
用
保
証
利
用
実
績
の
比
較

（
出

典
）

※
１

：
保

証
残

高
は

、
S
B

A
（
米

国
中

小
企

業
庁

）
H

P
、

B
IS

（
ビ

ジ
ネ

ス
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
技

能
省

）
“
In

du
st

ri
al

 D
e
ve

lo
pm

e
n
t 

A
c
t 

1
9
8
2
 A

n
n
u
al

 R
e
po

rt
”
、

保
証

銀
行

連
合

会
統

計
資

料
、

B
pi

fr
an

c
e
ア

ニ
ュ

ア
ル

レ
ポ

ー
ト

、
台

湾
中

小
企

業
信

用
保

証
基

金
ア

ニ
ュ

ア
ル

レ
ポ

ー
ト

参
照

※
２

：
２

０
１

４
年

度
（
ア

メ
リ

カ
は

2
0
1
5
年

度
）
実

績

（
出

典
）

※
１

：
保

証
残

高
は

、
S
B

A
（
米

国
中

小
企

業
庁

）
H

P
、

B
IS

（
ビ

ジ
ネ

ス
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
技

能
省

）
“
In

du
st

ri
al

 D
e
ve

lo
pm

e
n
t 

A
c
t 

1
9
8
2
 A

n
n
u
al

 R
e
po

rt
”
、

保
証

銀
行

連
合

会
統

計
資

料
、

B
pi

fr
an

c
e
ア

ニ
ュ

ア
ル

レ
ポ

ー
ト

、
台

湾
中

小
企

業
信

用
保

証
基

金
ア

ニ
ュ

ア
ル

レ
ポ

ー
ト

参
照

※
２

：
２

０
１

４
年

度
（
ア

メ
リ

カ
は

2
0
1
5
年

度
）
実

績

○
欧

米
と

比
較

し
て

、
日

本
は

信
用

保
証

の
利

用
実

績
（
フ

ロ
ー

及
び

ス
ト

ッ
ク

）
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

大
き

い
。
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保
証
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
分
解

○
各

国
比

較
の

際
に

「
信

用
保

証
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
（
対

Ｇ
Ｄ

Ｐ
比

率
）
」
が

用
い

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

が
、

こ
れ

に
つ

い
て

は
欧

米
と

比
較

し
て

日
本

及
び

韓
国

の
比

率
が

高
く
な

っ
て

い
る

。
た

だ
し

、
こ

れ
は

欧
米

と
比

較
し

て
日

本
の

中
小

企
業

向
け

貸
出

残
高

が
大

き
い

こ
と

が
一

つ
の

要
因

と
考

え
ら

れ
る

。
○

中
小

企
業

向
け

貸
出

残
高

に
占

め
る

保
証

残
高

の
割

合
は

、
欧

州
と

比
較

し
て

、
日

本
、

韓
国

及
び

ア
メ

リ
カ

で
高

く
な

っ
て

い
る

。

（
出

典
）

IM
F
（
国

際
通

貨
基

金
）
の

W
o
rl
d 

E
c
o
n
o
m

ic
 O

u
tl
o
o
kD

at
ab

as
e
s、

S
B

A
（
米

国
中

小
企

業
庁

）
Ｈ

Ｐ
、

B
IS

（
ビ

ジ
ネ

ス
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
技

能
省

）
“
In

du
st

ri
al

 D
e
ve

lo
pm

e
n
t

A
c
t 

1
9
8
2
 A

n
n
u
al

R
e
po

rt
"
、

A
E
C

M
（
欧

州
保

証
機

関
連

盟
）
Ｈ

Ｐ
参

照
、

2
0
1
4
年

度
（
ア

メ
リ

カ
は

2
0
1
5
年

度
）
実

績

【
欧

米
諸

国
等

の
保

証
残

高
の

対
Ｇ

Ｄ
Ｐ

比
】

3.
4

9.
6

10
.3

5.
5

35
.2

51
.6

0.
0

10
.0

20
.0

30
.0

40
.0

50
.0

60
.0

（
％

）

0.
4

0.
2

0.
6

0.
1

5.
1

5.
7

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

5.
0

6.
0（
％

）

【
中

小
企

業
向

け
貸

出
残

高
/
Ｇ

Ｄ
Ｐ

】

12
.4

2.
0

6.
2

1.
0

14
.5

11
.0

0.
0

2.
0

4.
0

6.
0

8.
0

10
.0

12
.0

14
.0

16
.0（
％

）

【
保

証
残

高
/
中

小
企

業
向

け
貸

出
残

高
】

×
左

記
を

分
解

す
る

と
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欧
米
諸
国
等
の
平
時
と
危
機
時
の
制
度
比
較

○
平

時
に

お
い

て
は

、
欧

米
で

は
部

分
保

証
（
4
0
％

～
8
5
％

）
、

日
本

、
韓

国
で

は
一

部
で

1
0
0
％

保
証

を
適

用
（
韓

国
は

小
口

及
び

政
策

目
的

で
1
0
0
%
保

証
を

適
用

）
。

○
危

機
時

（
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

）
に

お
い

て
は

、
各

国
と

も
保

証
割

合
の

引
上

げ
等

の
対

応
を

実
施

。
実

施
期

間
は

欧
米

と
比

較
し

、
日

本
は

長
く
な

っ
て

い
る

。

平
時

危
機

時
（
リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
時

）

保
証

対
象

企
業

・
制

度
の

概
要

保
証

割
合

1
0
0
％

保
証

の
範

囲
保

証
割

合
の

引
上

げ
措

置
実

施
期

間

ア
メ

リ
カ

・
金

融
機

関
が

保
証

無
し

で
は

融
資

困
難

な
中

小
企

業
者

等
・
創

業
期

、
拡

大
期

等

7
5
％

、
8
5
％

－
平

時
の

7
5
％

、
8
5
％

か
ら

一
律

9
0
％

に
引

上
げ

2
0
0
9
.2

～
2
0
1
1
.3

ド
イ

ツ
・
原

則
と

し
て

全
て

の
中

小
企

業
者

・
創

業
期

、
事

業
承

継
期

等

6
0
％

～
8
0
％

－
平

時
の

6
0
％

～
8
0
％

か
ら

最
大

9
0
％

に
引

上
げ

2
0
0
8
.1

2
～

2
0
1
0
.1

2
フ

ラ
ン

ス
・
原

則
と

し
て

全
て

の
中

小
企

業
者

・
創

業
期

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

期
、

拡
大

期
、

事
業

譲
渡

・
買

収
期

4
0
％

～
6
0
％

－
平

時
の

4
0
％

～
6
0
％

か
ら

最
大

9
0
％

に
引

上
げ

イ
ギ

リ
ス

・
担

保
不

足
に

よ
り

借
入

困
難

な
中

小
企

業
者

等
・
創

業
期

、
拡

大
期

、
安

定
期

等

7
5
％

－
－

韓
国

・
原

則
と

し
て

全
て

の
中

小
企

業
者

・
創

業
期

、
拡

大
期

、
安

定
期

、
再

生
期

等

5
0
％

～
1
0
0
％

若
者

新
規

事
業

・
小

口
資

金
、

政
策

目
的

（
振

興
事

業
等

）

最
大

9
0
％

～
1
0
0
％

に
引

上
げ

－

日
本

・
原

則
と

し
て

全
て

の
中

小
企

業
者

・
創

業
期

、
拡

大
期

、
安

定
期

、
再

生
期

等

8
0
％

、
1
0
0
％

零
細

企
業

、
創

業
、

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

等

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

保
証

5
号

の
対

象
業

種
を

順
次

拡
大

し
、

全
業

種
を

対
象

2
0
0
8
.1

0
～

2
0
1
2
.1

0
（
全

業
種

指
定

は
、

2
0
1
0
.2

～
）

【
出

典
】
日

本
政

策
金

融
公

庫
調

査
、

日
本

総
研

レ
ポ

ー
ト
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国
際
的
な
動
向
①

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
政
策
提
言
（
20
16
.4
）

Ba
rr
ie
rs
 to

 S
M
E 
in
no

va
tio

n 
an
d 
up

sc
al
in
g 
ne

ed
 to

 b
e 
ad
dr
es
se
d

Ja
pa
ne

se
 S
M
Es
 s
ho

ul
d 
pl
ay
 a
 m

or
e 
pr
om

in
en

t r
ol
e 
in
 in
no

va
tio

n.
 S
M
Es
 fo

rm
 th

e 
ba
ck
bo

ne
 o
f t
he

 se
rv
ic
e 
se
ct
or
 a
nd

 a
re
 a
 c
ru
ci
al

pa
rt
 o
f t
he

 m
an
uf
ac
tu
rin

g 
an
d 
ex
po

rt
 s
up

pl
y 
ch
ai
n,
 b
ut
 th

ey
 h
av
e 
lo
ng

 su
ffe

re
d 
fr
om

 lo
w
 p
ro
du

ct
iv
ity
, w

ea
k 
pr
of
ita

bi
lit
y 
an
d 
hi
gh

 
le
v e
ra
ge
. I
n 
20
10

 1
2,
 th

e 
sh
ar
e 
of
 S
M
Es
 th

at
 h
ad

 in
tr
od

uc
ed

 s
om

e 
fo
rm

 o
f i
nn

ov
at
io
n 
(4
7%

) w
as
 s
ig
ni
fic
an
tly

 lo
w
er
 th

an
 in

 so
m
e 

ot
he

r O
EC
D 
co
un

tr
ie
s 
in
 w
hi
ch
 S
M
Es
 h
av
e 
a 
sim

ila
r w

ei
gh
t i
n 
va
lu
e‐
ad
de

d,
 in
cl
ud

in
g 
Sw

itz
er
la
nd

 (7
6%

) a
nd

 G
er
m
an
y 
(6
7%

). 
Fu
rt
he

rm
or
e,
 g
ro
w
th
 d
yn
am

ic
s 
in
 th

e 
SM

E 
se
ct
or
 a
re
 li
m
ite

d.
 In

de
ed

, o
nl
y 
a 
fif
th
 o
f J
ap
an
’ s 
la
rg
es
t c
om

pa
ni
es
 (b

y 
m
ar
ke
t 

ca
pi
ta
lis
at
io
n)
 h
av
e 
be

en
 c
re
at
ed

 s
in
ce
 th

e 
19
60
s,
 c
om

pa
re
d 
w
ith

 th
re
e‐
qu

ar
te
rs
 in

 th
e 
U
ni
te
d 
St
at
es
, a
nd

 st
ar
t‐
up

 fi
rm

s h
ar
dl
y 

sc
al
e 
af
te
r t
he

ir 
en

tr
y 
in
 th

e 
m
ar
ke
t.

At
 th

e 
sa
m
e 
tim

e,
 S
M
Es
 re

ce
iv
e 
su
bs
ta
nt
ia
l g
ov
er
nm

en
t s
up

po
rt
, p

ar
tic
ul
ar
ly
 th

ro
ug
h 
a 
la
rg
e 
cr
ed

it 
gu
ar
an
te
e 
s y
st
em

, w
hi
ch
 

su
pp

or
ts
 a
bo

ut
 4
0%

 o
f J
ap
an
es
e 
SM

Es
. W

hi
le
 th

e 
sy
st
em

 a
dd

re
ss
es
 s
pe

ci
fic
 n
ee
ds
 o
f S
M
Es
 a
t v
ar
io
us
 st
ag
es
 in

 th
ei
r l
ife

 c
yc
le
 a
nd

gu
ar
an
te
ed

 lo
an
s 
ex
hi
bi
t a

 lo
w
 d
ef
au
lt 
ra
te
 (2

%
), 
it 
ha
s 
co
nt
rib

ut
ed

 to
 a
 d
el
ay
ed

 re
st
ru
ct
ur
in
g 
in
 th

e 
bu

sin
es
s 
se
ct
or
, c
re
at
ed

 so
m
e 

di
sin

ce
nt
iv
es
 to

 g
ro
w
 a
nd

 h
in
de

re
d 
th
e 
de

ve
lo
pm

en
t o

f m
ar
ke
t‐
ba
se
d 
fin

an
ci
ng

 (s
ee

 C
ha
pt
er
 4
).
In
 o
rd
er
 to

 b
oo

st
 S
M
E 
in
no

va
tio

n 
an
d 
gr
ow

th
, t
he

 p
ol
ic
y 
fo
cu
s 
sh
ou

ld
 s
hi
ft
 fr
om

 p
ro
vi
di
ng

 a
 sa

fe
ty
 n
et
 to

 c
op

e 
w
ith

 re
ce
nt
 c
ris
es
 to

 p
ro
m
ot
in
g 
th
e 
re
st
ru
ct
ur
in
g 
of
 

no
n‐
vi
ab
le
 fi
rm

s t
hr
ou

gh
 e
ffi
ci
en

t m
ar
ke
ts

It 
is 
al
so
 e
ss
en

tia
l t
o 
br
oa
de

n 
th
e 
ra
ng
e 
of
 fi
na
nc
in
g 
in
st
ru
m
en

ts
 a
va
ila
bl
e 
to
 e
nt
re
pr
en

eu
rs
, p

ar
tic
ul
ar
ly
 ri
sk
 c
ap
ita

l. 
Ja
pa
ne

se
 

ve
nt
ur
e 
ca
pi
ta
l i
nv
es
tm

en
ts
, w

hi
ch
 w
er
e 
at
 a
 h
ei
gh
t i
n 
20
07
, p

lu
m
m
et
ed

 in
 th

e 
af
te
rm

at
h 
of
 th

e 
fin

an
ci
al
 c
ris
is 
an
d 
ha
ve
 

ex
pe

rie
nc
ed

 a
n 
un

ev
en

 re
co
ve
ry
 si
nc
e 
th
en

 (O
EC
D,
 2
01
6c
). 
Th
e 
cr
ea
tio

n 
of
 a
 C
re
di
t R

isk
 D
a t
ab
as
e,
 w
hi
ch
 p
ro
ce
ss
es
 in
fo
rm

at
io
n 

on
 m

or
e 
th
an

 2
 m

ill
io
n 
SM

E 
de

bt
or
s 
an
d 
pr
ov
id
es
 s
co
rin

g 
se
rv
ic
es
 to

 p
ub

lic
 a
nd

 p
riv

at
e 
fin

an
ci
al
 in
st
itu

tio
ns
, r
ep

re
se
nt
s 
a 
go
od

st
ep

 to
w
ar
d 
de

ve
lo
pi
ng

 a
pp

ro
pr
ia
te
 in
fr
as
tr
uc
tu
re
 fo

r m
ar
ke
t‐
ba
se
d 
SM

E 
fin

an
ci
ng
.

中
小

企
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

、
成

長
を

妨
げ

る
障

壁
へ

の
対

応
が

必
要

（
Ｏ

Ｅ
Ｃ

Ｄ
政

策
提

言
20

16
.4

抜
粋

）
日

本
の

中
小

企
業

は
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
よ

り
重

要
な

役
割

を
果

た
す

べ
き

で
あ

る
。

中
小

企
業

は
、

サ
ー

ビ
ス

業
の

中
核

を
形

成
す

る
と

と
も

に
、

製
造

業
や

輸
出

の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

お
い

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
が

、
長

ら
く
低

生
産

性
、

収
益

力
の

弱
さ

、
高

債
務

に
苦

し
ん

で
き

た
。
20

10
‐

12
年

に
お

い
て

、
何

ら
か

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
も

た
ら

し
た

中
小

企
業

の
割

合
は
47

%
で

、
ス

イ
ス

（
76

%
）
や

ド
イ

ツ
（
67

%
）
な

ど
、

中
小

企
業

が
同

程
度

の
付

加
価

値
を

生
み

出
し

て
い

る
い

く
つ

か
の
O
EC
D 

諸
国

に
比

べ
て

か
な

り
低

い
水

準
に

あ
る

。
さ

ら
に

、
中

小
企

業
セ

ク
タ

ー
の

成
長

ダ
イ

ナ
ミ

ク
ス

は
限

ら
れ

て
い

る
。

時
価

総
額

ベ
ー

ス
で

最
大

級
の

規
模

の
企

業
の

う
ち

、
19

60
 年

代
以

降
創

業
の

企
業

の
割

合
は

米
国

の
4 

分
の
3 

に
対

し
て

日
本

で
は
5 

分
の
1 

に
過

ぎ
ず

、
日

本
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
は

市
場

参
入

後
ほ

と
ん

ど
成

長
す

る
こ

と
は

な
い

。
同

時
に

、
中

小
企

業
は

特
に

多
額

の
信

用
保

証
制

度
を

通
し

て
政

府
か

ら
手

厚
い

支
援

を
受

け
て

お
り

、
日

本
の

中
小

企
業

の
約
40

%
は

政
府

支
援

を
受

け
て

い
る

。
こ

う
し

た
支

援
制

度
は

中
小

企
業

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

の
様

々
な

段
階

に
お

け
る

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
も

の
で

、
保

証
さ

れ
た

融
資

の
デ

フ
ォ

ル
ト

率
も

低
く
抑

え
ら

れ
て

い
る

が
（
2%

）
、

企
業

再
編

を
遅

ら
せ

、
成

長
の

デ
ィ

ス
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

と
な

り
、

市
場

ベ
ー

ス
の

金
融

の
発

展
を

妨
げ

て
き

た
（
第
4章

）
。

中
小

企
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
成

長
を

促
進

す
る

に
は

、
中

小
企

業
政

策
の

中
心

を
最

近
の

危
機

状
況

に
対

処
す

る
た

め
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

ネ
ッ

ト
か

ら
、

効
率

的
な

市
場

を
通

し
た

破
綻

企
業

の
再

編
の

促
進

に
シ

フ
ト

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

ま
た

、
起

業
家

が
利

用
で

き
る

金
融

手
段

、
特

に
リ

ス
ク

資
本

の
選

択
肢

を
広

げ
る

こ
と

も
不

可
欠

で
あ

る
。

日
本

の
ベ

ン
チ

ャ
ー

キ
ャ

ピ
タ

ル
投

資
は
20

07
 

年
に

ピ
ー

ク
に

達
し

た
後

、
金

融
危

機
後

に
落

ち
込

み
、

そ
の

後
の

回
復

ペ
ー

ス
は

一
定

し
て

い
な

い
（
O
EC
D,
 2
01

6c
）
。
20

0 
万

社
以

上
の

中
小

企
業

債
務

者
の

情
報

を
処

理
し

、
政

府
系

お
よ

び
民

間
の

金
融

機
関

に
ス

コ
ア

リ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

中
小

企
業

信
用

リ
ス

ク
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

創
設

は
、

市
場

ベ
ー

ス
の

中
小

企
業

金
融

へ
の

適
切

な
イ

ン
フ

ラ
開

発
に

向
け

た
前

進
と

い
え

よ
う

。
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国
際

的
な

動
向

②
（

世
界

銀
行

「
公

的
信

用
保

証
制

度
に

対
す

る
原

則
（

2
0
1
5
）

」
）

世
界

銀
行

「
公

的
信

用
保

証
制

度
に

対
す

る
原

則
（
20
15

）
（
Pr
in
ci
pl
e 
fo
r  
Pu

bl
ic
 C
re
di
t G

ua
ra
nt
ee

 S
ch
em

es
 fo

r S
M
Es

（
20

15
）
）


リ

ス
ク

管
理

の
た

め
の

監
督

体
制

の
構

築
（
Th
e 
CG

S 
sh
ou

ld
 b
e 
in
de

pe
nd

en
tly

 a
nd

 e
ffe

ct
iv
el
y 
su
pe

rv
ise

d 
on

 th
e 
ba
sis

 o
f r
isk

‐p
ro
po

rt
io
na
te
 re

gu
la
tio

n 
sc
al
ed

 b
y 
th
e 
pr
od

uc
ts
 a
nd

 
se
rv
ic
es
 o
ffe

re
d.

Pr
in
ci
pl
e4

）


政

策
目

的
に

一
致

し
た

戦
略

や
運

営
目

標
の

明
確

化
（
Th
e 
CG

S 
sh
ou

ld
 h
av
e 
a 
cl
ea
rly

 d
ef
in
ed

 m
an
da
te
 su

pp
or
te
d 
by

 st
ra
te
gi
es
 a
nd

 o
pe

ra
tio

na
l g
oa
ls 
co
ns
ist
en
t w

ith
 p
ol
ic
y
ob

je
ct
iv
es
.

Pr
in
ci
pl
e5

）


保

証
実

施
機

関
に

お
け

る
内

部
統

制
の

枠
組

み
の

構
築

（
Th
e 
CG

S 
sh
ou

ld
 h
av
e 
a 
so
un

d 
in
te
rn
al
 c
on

tr
ol
 fr
am

ew
or
k 
to
 sa

fe
gu
ar
d 
th
e 
in
te
gr
ity

 a
nd

 e
ffi
ci
en

cy
 o
f i
ts
 g
ov
er
na
nc
e 

an
d 
 o
pe

ra
tio

ns
. P
rin

ci
pl
e8

）


部

分
保

証
の

原
則

と
、

貸
し

手
（
金

融
機

関
）
の

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

体
制

の
構

築
（
Th
e 
gu
ar
an
te
es
 is
su
ed

 b
y 
th
e 
CG

S 
sh
ou

ld
 b
e 
pa
rt
ia
l, 
th
us
 p
ro
vi
di
ng

 th
e 
rig

ht
 in
ce
nt
iv
es
 fo

r S
M
E 
bo

rr
ow

er
s 
an
d 
le
nd

er
s,
 a
nd

 s
ho

ul
d 
be

 
de

sig
ne

d 
to

en
su
re
 c
om

pl
ia
nc
e 
w
ith

 th
e 
re
le
va
nt
 p
ru
de

nt
ia
l r
eq

ui
re
m
en

ts
 fo

r l
en

de
rs
, i
n 
pa
rt
ic
ul
ar
 w
ith

 c
ap
ita

l
re
qu

ire
m
en

ts
 fo

r c
re
di
t r
isk

.
Pr
in
ci
pl
e1
1）


情

報
開

示
の

徹
底

（
Th
e 
CG

S 
sh
ou

ld
 p
er
io
di
ca
lly
 a
nd

 p
ub

lic
ly
 d
isc

lo
se
 n
on

fin
an
ci
al
 in
fo
rm

at
io
n 
re
la
te
d 
to
 it
s 
op

er
at
io
ns
.
Pr
in
ci
pl
e1
5）


事

後
的

な
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
分

析
と

評
価

結
果

の
公

表
（
Th
e 
pe

rf
or
m
an
ce
 o
f t
he

 C
G
S—

in
 p
ar
tic
ul
ar
 it
s 
ou

tr
ea
ch
, a
dd

iti
on

al
ity
, a
nd

 fi
na
nc
ia
l s
us
ta
in
ab
ili
ty
—
sh
ou

ld
 b
e 
sy
st
em

at
ic
al
ly
 a
nd

 p
er
io
di
ca
lly

ev
al
ua
te
d,
 a
nd

 th
e 
fin

di
ng
s f
ro
m
 th

e 
ev
al
ua
tio

n 
pu

bl
ic
ly
 d
isc

lo
se
d.

Pr
in
ci
pl
e1
6）

○
当

該
原

則
の

目
的

は
、

公
的

な
信

用
保

証
制

度
の

設
計

・
実

行
・
評

価
に

係
る

世
界

的
な

参
考

と
な

る
、

一
般

的
に

受
け

入
れ

ら
れ

た

グ
ッ

ド
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
を

提
供

す
る

も
の

で
あ

る
。

（
中

略
）

当
該

原
則

は
、

各
国

の
既

存
の

法
律

・
規

制
に

従
属

的
な

性
質

で
あ

る
。

（
O
bj
ec
tiv
e

（
Ex
ce
rp
t）

：
Th
e 
ob

je
ct
iv
e 
of
 th

e 
pr
in
ci
pl
es
 is
 to

 p
ro
vi
de

 a
 g
en

er
al
ly
 a
cc
ep

te
d 
se
t o

f g
oo

d 
pr
ac
tic
es
, w

hi
ch
 c
an

 se
rv
e 
as
 a
 g
lo
ba
l 

re
fe
re
nc
e 
fo
r t
he

 d
es
ig
n,
 e
xe
cu
tio

n,
 a
nd

 e
va
lu
at
io
n 
of
 p
ub

lic
 C
G
Ss
.  （

中
略

）
At
 a
ny
 ra

te
, P
rin

ci
pl
es
 a
re
 su

bj
ec
t a

nd
 su

bs
id
ia
ry
 to

 e
xi
st
in
g 

ho
m
e 
co
un

tr
y 
la
w
s 
an
d 
re
gu
la
tio

ns
)

114



ま
と
め
（
国
際
比
較
）

ま
と
め
（
国
際
比
較
）

○
各

国
と

も
中

小
企

業
数

が
全

体
に

占
め

る
割

合
は

ほ
ぼ

同
様

で
あ

る
が

、
中

小
企

業
向

け
の

貸
付

残
高

の
割

合
、

信
用

保
証

の
ボ

リ
ュ

ー
ム

等
に

は
一

定
の

差
が

見
ら

れ
る

。
こ

れ
は

各
国

の
金

融
シ

ス
テ

ム
や

政
策

発
展

の
歴

史
、

企
業

の
資

金
調

達
構

造
、

家
計

の
資

産
運

用
行

動
等

が
相

互
に

作
用

し
た

結
果

で

あ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
得

る
。

○
そ

の
中

で
、

日
本

は
、

欧
米

と
比

較
し

て
中

小
企

業
金

融
の

比
率

が
高

い
こ

と
も

あ
り

、
信

用
保

証
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

大
き

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
が

、
そ

の
メ

リ
ッ

ト
・
デ

メ
リ

ッ
ト

は
以

下
の

と
お

り
と

考
え

ら
れ

得
る

。

【
メ

リ
ッ

ト
】

○
中

小
企

業
の

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
の

中
で

、
市

場
原

理
に

委
ね

て
い

て
は

十
分

な
資

金
が

行
き

届
か

ず
、

事
業

の
発

展
が

望
め

な
い

エ
リ

ア
を

補
完

す
る

こ
と

。


創

業
期

：
事

業
履

歴
が

な
く
リ

ス
ク

判
定

が
困

難
と

な
る

創
業

時
の

資
金

調
達

を
可

能
と

し
、

多
く
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

促
す

こ
と


拡

大
期

：
長

期
リ

ス
ク

の
緩

和
・
量

的
補

完
等

を
通

じ
て

、
成

長
に

不
可

欠
と

な
る

設
備

投
資

や
事

業
拡

張
の

た
め

の
リ

ス
ク

テ
イ

ク
を

促
す

こ
と


持

続
的

発
展

：
自

己
資

金
・
担

保
力

に
乏

し
い

小
規

模
事

業
者

の
事

業
継

続
を

支
え

、
雇

用
維

持
と

多
様

性
あ

る
商

品
・
サ

ー
ビ

ス
を

生
み

出
す

土
壌

を

形
成

す
る

こ
と


危

機
時

：
経

済
危

機
や

自
然

災
害

等
に

よ
り

一
時

的
に

市
場

機
能

が
麻

痺
す

る
場

合
に

も
、

そ
の

影
響

を
緩

和
し

事
業

継
続

を
可

能
と

す
る

こ
と


再

生
期

：
事

業
の

低
迷

時
に

お
い

て
直

ち
に

資
金

繰
り

が
困

難
に

陥
る

こ
と

な
く
、

腰
を

す
え

た
経

営
改

善
・
事

業
再

生
を

可
能

と
す

る
こ

と
等

【
デ

メ
リ

ッ
ト

】

○
上

記
メ

リ
ッ

ト
の

反
面

、
規

律
を

持
っ

て
行

わ
な

け
れ

ば
、

以
下

の
よ

う
な

デ
メ

リ
ッ

ト
を

生
じ

る
恐

れ
も

あ
る

。


容

易
な

資
金

調
達

が
、

事
業

者
の

経
営

努
力

、
金

融
機

関
に

お
け

る
事

業
を

評
価

し
た

融
資

や
支

援
姿

勢
等

を
か

え
っ

て
阻

害
す

る
恐

れ
が

あ
る

こ
と


政

府
の

過
剰

介
入

・
支

援
と

な
れ

ば
、

市
場

原
理

・
競

争
環

境
を

歪
め

、
中

長
期

的
に

は
日

本
経

済
の

足
腰

を
弱

め
か

ね
な

い
こ

と


政

策
資

源
（
国

民
負

担
）
に

対
す

る
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
低

下
の

懸
念

等

○
上

記
メ

リ
ッ

ト
を

最
大

化
し

つ
つ

デ
メ

リ
ッ

ト
を

抑
制

す
る

た
め

、

①
国

際
比

較
に

お
け

る
我

が
国

の
信

用
保

証
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
の

多
寡

そ
の

も
の

を
議

論
す

る
の

で
は

な
く
、

信
用

保
証

の
下

で
も

十
分

な
規

律
が

働
き

、
市

場

ル
ー

ル
の

下
で

事
業

者
の

経
営

努
力

、
金

融
機

関
に

お
け

る
事

業
を

評
価

し
た

融
資

や
支

援
姿

勢
等

が
確

保
さ

れ
る

べ
く
制

度
の

改
善

を
図

る
こ

と

②
中

小
企

業
の

成
長

・
発

展
の

観
点

か
ら

政
策

資
源

（
国

民
負

担
）
に

対
す

る
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
最

大
化

を
図

る
こ

と

③
信

用
保

証
を

巡
る

国
際

的
な

議
論

と
も

一
定

の
整

合
性

を
確

保
し

つ
つ

、
国

際
的

な
相

互
の

探
求

等
を

通
じ

、
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

を
目

指
す

こ
と

が
有

効
で

は
な

い
か

。
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